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　　Phase.1『ああ、残念な夏休み』




　　　　１




「……あちぃ」

　額から頬ほおから肩かたから、滝たきのように汗あせがしたたり落ちていく。

　迷めい彩さい柄がらのシャツが汗でベタつく感かん触しよくが何とも気持ち悪い。だけどそんな大量の滝汗をいちいち拭ぬぐう気力もなく、俺は、日ひ射ざしで熱くなった机に突つっ伏ぷしていた。

「死ぬ。暑すぎて溶とける……夏休みの自由研究……まだ手つけてないし…………そうだな。人は気温何度まで耐たえられるかって実験レポートでも作れるよな」

　窓から差しこむ灼しやく熱ねつの太陽光。

　窓ガラスのまわりも陽炎かげろうができるくらい熱せられてて、ガラスに生卵投げつければ床ゆかに落ちる前に目玉焼きになるだろう。……そういや、さっき窓から入ってきたカナブンが慌あわてて出て行ったもんな。つまりはまあ、我が家はそれくらい過か酷こくな室温てことだ。

　ん？　窓閉めてクーラーつければいい？

　ええ、俺も去年はそうしてましたよ。

　だけどあいにく今年の我が家は、一時間のクーラーにかかる電気代すら苦しいっていう追いつめられた経済状じよう況きようなんだ。で、それがなぜかというと。

　──パリーン。

「ああっ！　か、花か瓶びんを落としちゃった……」

　部屋の扉とびらを伝って廊ろう下かから聞こえてくる破は壊かい音。そして誰だれかの悲鳴。

　──パリーン。

「あ、あ、……て、手が滑すべってお皿まで」

　間を置かず、再び誰かの悲鳴。

　──ドゴォッ！

「た、大変！　家のコンクリート壁かべに大穴がっ!?」

「って最後は違ちげぇだろ！」

　机に突っ伏した姿勢から、俺──凪なぎ・一いち咲さき・ジールは飛び起きた。

「何が起きたイリス、どういうことだよ！」

「凪!?　だ、だめです。今ちょっと立てこんでまして。も、もう少ししたら行きますので部屋でお待ちを！……ええと掃そう除じ機きとゴミ袋ぶくろは」

「証しよう拠こ隠いん滅めつする気全開じゃねえか!?」

　部屋の扉を蹴けり開けて廊下に出るや、俺は一目散に駆かけだした。目指すは我が家のダイニング。そう、うちの家メ政イ婦ドロボが掃除をしているはずの部屋だ。

「よぉ」

「おはようございます、凪。もうすぐお昼の支度したくをしますね」

　部屋に入ってすぐ、白いエプロンをつけた銀ぎん髪ぱつの女の子が俺をにっこりと出で迎むかえた。

　明るさと元気さにあふれた笑え顔がお。

　活発そうな大きな瞳ひとみ、艶つややかで長いまつげに小ぶりで形のいい唇くちびる、うっすらと赤みを帯びた頬。愛らしくも儚はかなげで、それに体つきも女の子らしく華きや奢しやでほっそりしてる。なのに出るところは出ていたりして、理想的な容姿をしてる女の子だ。

「お昼ご飯は何がいいですか？」

　満面に笑みをうかべる彼女。

　こんなに可愛かわいくて俺に尽つくしてくれる性格でおまけにスタイル抜ばつ群ぐんな子なんだけれど、あいにく俺の彼女ってわけじゃない。もちろん俺の妹でもなく、プロの家政婦を大金出して雇やとってるってわけでもない。じゃあどんな関係かと言われれば。

「なぁイリス」

「はい、何でしょう」

「お前の足あし下もとに散乱してるガラスと皿の残ざん骸がいはなんだ？」

「────」

　ピシッ、と彼女の笑顔が凍こおりついた。

「これは……あの、ええと…………そんなことより今日のお昼ご飯などは」

「もう一度聞くぞ。足下の壊かい滅めつ的な状況はなんだ？」

「あ、あぁぅ」

「足下にガラスの破は片へんが散らばってるのはどうしてだ？」

「……それは」

　追つい及きゆうすること三度。

　隠かくしきれないと諦あきらめたのか、顔をうつむきがちにしながらもイリスが姿勢を正す。

「おう。言ってみろ」

「窓ガラスとお皿三枚がなぜか割れていました」

「てめーが割ったんだろうがぁぁぁあっっっっ!?　騙だまされねぇぞ、後ろに隠してるのは掃除機だろうが！」

「ち、違ちがうんです！　部屋の掃除をしようとしてですね、それで窓ガラスの汚よごれを掃除機で吸い取れないものかと────」

「割ったのか!?　割ったんだな!?　掃除機でガラスの破片吸い取って証拠隠滅するんじゃなくて、そもそもソイツが窓割った張本人なんだな！」

「いえ。もちろん証拠を綺き麗れいに無くそうとしたのも事実ですが」

「だぁぁぁぁっっ、か、ら、なんでそうなるんだよこのダ家メ政イ婦ド！　普ふ通つうの家メ政イ婦ドロボはそんなことしねぇぞ！」

　ぜぇぜぇと肩で息する俺。

「ちなみに壁の大穴は？」

「お昼の美容体操の回し蹴りがクリーンヒットしたせいです」

「……いや、それだけは嘘うそでも良いからもっとマシな理由にしてくれ」

　イリスは人間そっくりの人型機械体アンドロイドだ。俺が廃はい棄き場で拾って修復したのがキッカケで、我が家の家メ政イ婦ドロボとして働くことになった。

　見た目は可愛いし俺に懐なついてくれるのは嬉うれしいんだけど、これがどんなに良質の家メ政イ婦ドＡＩを組みこんでも家事が上う手まくならないっていう問題児ってのがな。

「あぁ、暑い。なにやってんだ俺、貴重な夏休みなのに時間を無む駄だにして……」

「凪落ちついて。はい、お水」

「いや、だからお前が原因なんだってば」

　差しだされたグラスを仕方なく受けとる俺と、真横で俺をじっと見つめるイリス。

　……そんな無言で見つめるなっての。気になって水が飲めないだろ。

「どうした？」

「凪が暑そうだなと思って。こんなことを考えてみました」

　ぴと。

　自分の手を俺の額にくっつけてくる彼女。

　あれ、ひんやりする。人型機械体アンドロイドだって機械だから動けば熱くなるはずなのに、しかもこんなに暑い部屋のなか冷たいってどういうことだ？

「素体ボデイの金属部に電流を流すことで熱の吸収と発散を促そく進しんしています。小型の冷蔵庫でも似た原理が使われることがありますので」

「……ホント、家事以外は万能ですねイリスさん」

　でもイリスの発想いいなこれ。サウナみたいな部屋だけど、イリスの指先が触ふれてる額だけは氷こおり枕まくらをあててるみたいに冷たくて気持ちいい。

「冷たいですか？」

「おう、これは悪くないアイデアだぜ」

「良かったです。それではもっと冷えるようにしますね」

　ぴったりと俺の腕うでに寄りそってくる家メ政イ婦ドロボ。

　肩から手首までがひんやり冷たい。と思った瞬しゆん間かん、俺の腕に何かやわらかいものがフヨッと押しつけられた。

　……なんだ今の感触？

「────」

　おそるおそる隣となりを見下ろす俺。

　そこには俺の腕に絡からみつくように、エプロンごしにも目立つ胸を押しつけて全身を密着させるイリスの姿が。しかも何だか嬉しそうにこっち見上げてるし！

「……わぁ。凪あったかい」

「ちょっ、ちょっと待て!?　なにやってんだお前！」

「全身で凪を冷やした方が効率が良いかなと」

「密着にも程ほどがあるだろ！　いいから放せ、もう十分冷たかったから！」

「あっ、いけませんいけません。私の観測では凪の体温が依い然ぜんとして高い数値にあります。熱ねつ中ちゆう症しよう予防のためにも私が一ひと肌はだ脱ぬいで──」

「本当に服を脱ぐんじゃねえよ！」

　エプロンを宙に放ほうりだし、いきなり上着をめくって下着姿になる人型機械体アンドロイドを俺は全力で押しとどめた。なにせ服から下だって本物の女の子そっくりだ。つまりイリスが服を脱ぐことになると、本当に素すっ裸ぱだかの女の子が目の前に現れることになる。

「服を脱いだ方が私の冷れい却きやく効果も高いです」

「腕に密着しながら顔赤くしてた奴やつが言える台詞せりふかよ。冷却どころか途と中ちゆうから猛もう烈れつに熱出してたじゃねえか」

「そ、それは……全部凪が悪いんです！　責任とってください！」

「意味わかんねぇ!?」

　とにかく服を着ろ。目線でそう促うながしたのがわかったらしく、こくんと頷うなずいて床に落ちたエプロンを拾うイリス。

　と。

「あー、うっるさい！　朝っぱらから何をワイワイガヤガヤやってんの！」

　ギィと音を立ててひらく扉。そこから顔を覗のぞかせたのは、まるで童話に出てくる妖よう精せいと見まちがえそうになるくらい可か憐れんで儚げな少女だった。

「聖女である私が寝ねてるってのに。それを起こすなんて良い度胸してるじゃない」

　紗しや砂さ・エンデンス・凜りん・ケール。

　光に照らされて七色に色味を移す水みず鏡かがみ色いろの髪かみ。憂うれいと儚さを感じさせる大おお粒つぶの瞳は瑠る璃り色いろに輝かがやいて、白磁のように白い肌もあいまって、まさに幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。

　歳としはたしか十四歳だっけ。

　その正体は、世界三大国の一つ『エルマリア神教界』で伝説の人として敬われている聖女本人だったりする。

「……眠ねむいわ」

「てめーが夜ふけまで起きてるのが悪いんだろうが」

　淡あわいピンクの寝ね間ま着きを着た聖女は、今も眠そうにまぶたをこすってる。

　この愛らしい仕草だけなら最上級に可愛いんだけど、あいにく口を開いた途と端たんに超ちよう弩ど級きゆう世間知らずワガママチビ聖女だってのがね……ね。

「なんで客人のてめーが一番態度がでかいのかはさておき、お前もそろそろ起きろ。ていうか家事の一つくらい手伝え。肝かん心じんのイリスがダ家メ政イ婦ドすぎて人間が作業しなきゃ掃除が終わる気がしないんだよ」

　どうせ反はん抗こうするんだろうなと思いながら手招き。──と、意外なことに彼女は寝ぼけ眼まなこのまま素す直なおに廊ろう下かを渡わたって近づいてきた。
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「……家事？」

「おう」

「はっ、甘く見られたものね！　この聖女たる私が家事の手伝いですって？」

　高らかに声を響ひびかせて胸を張る聖女。

「自じ慢まんじゃないけど私、生しよう涯がい一度として家事なんてしたことないんだから。来る日も来る日も聖女としての訓練ばかり。身の回りのことは全部侍じ女じよに任せっきりよ。掃除機なんて文ぶん献けんで読んだっきりで手にとったこともないわ。どう？　恐おそれいった？」

「こいつらマジで役に立たねぇ──────っ!?」

　かくして。

　俺の一日は、部屋の掃除から始まったのだった。




　一時間後。

　部屋の片付けを終えた俺は、冷れい房ぼうの効いたダイニングで涼すずんでいましたとさ。

　理由は簡単。今まで冷房を使うための最大の問題が電気代だったんだけど、それをチビ聖女が払はらってくれることになったからだ。

「おおっ、すげぇ涼しい。一気に部屋が快適になった」

「空調機の電気代も払えない。このグラスの中身も水……聞きしにまさる貧びん乏ぼうだけど、出で稼かせぎに出てるっていう親からの仕送りだってあるんでしょ？」

　氷の浮うかぶグラスを手にしたチビ聖女。

　今はソファーで俺の隣に座ってる。

「その仕送りを片かたっ端ぱしから家の修理代に変へん換かんしてるやつがいるんだよ」

　じろっ、と隣のイリスを睨にらんでみる。

「？」

「……お前は暢のん気きでいいよな」

　ダメ人型機械体アンドロイドは俺の顔をにこにこ笑え顔がおで見返してくるばかり。どうせこいつ、「凪が私のこと見てくれた！」くらいにしか思ってないんだろうな。

「似た者同士でいいじゃない」

「どういう意味だ」

「他人の感情に気づかない馬ば鹿かップル」

　コップの水をちびちび飲む聖女。

「…………」

「どうしたの駄だ犬けん、無言で見つめられても困るんだけど」

「その服好きなのか？　エルマリア神教界の偉えらい奴ってのはもっとこう、白くて金の刺し繍しゆう入りで派手な服じゃなかったか？」

　寝間着から着き替がえて、今は無地のシャツとプリーツスカートという質素な出いで立ちだ。つい二週間前に初めて会った時も同じ服装だった気がする。

「そうよ。大司教以上の階級はほとんどそんな感じ。神教界の規律を守るのが仕事だし、派手な衣い装しようの方が大衆に説法しやすいじゃない」

「じゃあ聖女はなおさらだろ？」

　エルマリア神教界全体で大司教ってのが何人いるのかは知らないけど。だけど何と言ったって、紗砂はエルマリア神教界で崇すう拝はいされてる聖女その人だ。幽ゆう幻げん種しゆから世界を救うなんて大役を期待された少女だし、見た目も妖精並に可愛かわいいときてる。

「俺だったら豪ごう華かな服着せた方がいいって考えるけどな。そういうの嫌きらいか？」

「私は朝から晩まで沁しん力りよくの修しゆ行ぎようよ。脱ぎ着しやすい服の方が楽でしょ。それに駄犬は忘れてるだろうけど、エルマリア神教界の聖女が私だって公式発表はされてないの。今はまだ、私の側近のリーアが代理で聖女ってことにしてるわ」

　あぁ、そういや。

　俺の通ってる軍学校アカデミーでも、エルマリア神教界の聖女は黒くろ髪かみの年取った女性だって情報だった覚えがある。ついつい本人を前にすると忘れがちな情報だけど。

「でも覇は権けん戦争にはお前の方が本物だって出るんだろ？」

「もちろん」

「じゃあアレか、まだ正体隠かくしてるのは覇権戦争での話題作りのためってか？」

「結果的にそう見えるのもやむなしね」

　ソファーの上で足をバタバタさせるチビ聖女。まあ確かに、そんな仕草なんかしてたら、誰だれもこいつが伝説の聖女なんて思わないもんな。

「だから駄犬も私の正体を言いふらさないように。聖女の正体は当日のお楽しみよ。そうそう、伝説の聖女が帝てい国こく領のこんな家に泊とまってるなんてのも他言無用ね。知られたら威い厳げんも品格も台無しだわ。大司教なんかショックで寝込むわよ。ただでさえ部下のリーアを不安にさせてるんだから」

「俺ん家ちそんなに粗そ悪あくな場所!?」

「対面的には敵国だもん。エルマリア神教界と帝国は覇権戦争の相手国なわけで、その国で不用意に寝泊まりしたらマズイじゃない」

　……そうだ、この聖女サマがうちに来たのはそういう理由だったよな。

　覇権戦争。

　世界の75パーセントが幽幻種によって死の大陸に変わり、残りも時間の問題とされている現代、俺たち人類は一いつ致ち団結して抗こう戦せんしなきゃいけない時を迎むかえてる。

　問題は、どの国がリーダーシップを取って世界中の国を指揮するかってことだ。

　そこで世界の三大国が決めた選出方法は単純明快。すなわち一番強い軍事力を有している国が、残る全すべての国のリーダーシップを得るっていう方法だ。

　その三大国による代表戦が覇権戦争。

「さっきも聞いたけど、覇権戦争で実際に大将やるのはお前なんだろ？」

「もちろん」

　帝国代表に選ばれたのが、最強機き神しんである不完全神性機関イリス（と、その主人である俺）で、残る二国のうちエルマリア神教界の代表が目の前のチビ聖女だ。

　……てことはつまり、覇権戦争中は敵同士ってことになるんだよな？

　俺の疑問はそこだ。

　対戦国の、それも直接の対戦相手の家に泊まりに来るか普ふ通つう？

「一応聞くけど、俺ん家なんか来ていいのかよ」

「いいの。下手に有名ホテルなんかに泊まるより、こうしてこっそり一いつ般ぱん家庭に身を隠してた方がずっと安心だもの」

　……そういう意味で聞いたんじゃないんだけどな。

　俺の真意が伝わっていないのか。はたまた伝わってはいるけど紗砂が回答を濁にごしたか。

「まさか、ウチに来てまでイリスを連れ去ろうなんて考えてねーよな？」

　チビ聖女と出会ったのは二週間ほど前のこと。

　夏休みに入ってクラスメイトと海に遊びに行って、そこで一般人に扮ふん装そうした彼女と出くわした。で、俺と二人っきりになった時に自分から正体をばらし、イリスの戦力がほしいからエルマリア神教界に連れていくなんて言いだしたわけだ。

「……いっとくけど、次同じことたくらんだら土下座一万回じゃすまさねえぞ」

「それは散々聞かれて散々答えたじゃない。無理やりはしない。少なくとも駄犬の意志に反するかたちでイリスに手を出すことはしないわ。それがここに泊めてもらう条件だって提示したのは駄犬でしょうに」

「……当たり前だろうが」

　そんな交こう渉しようがつい昨日の早朝。

　明らかに面めん倒どうくさいことになるから断りたかったけど、肝心のイリスが許可を出したのと、こいつの場合は断ると実力と権力にものを言わせて何をするかわからないってことで渋しぶ々しぶ了りよう解かいせざるをえなかったわけだ。

「家のインターホンをけたたましく鳴らす奴やつがいるから誰かと思って出てみれば……」

　ドアを開けた途端、思わず閉めちゃいましたよ。ええ。

　……数秒後にインターホン連打されたけど。

「驚おどろいた？」

「何の間ま違ちがいかと思った。聖女サマはとうとう迷いっ子属性でも発動させたか？」

「無礼ね。ちゃんと駄犬の家を調べたうえで来てるわよ。今は帝国の軍学校アカデミーも夏休みなんでしょ。ほら下調べもしっかりしてる」

「へえ。ちなみに情報源は」

「イリスよ」

「ですよねねええぇぇっ！　おいイリス！」

「はい？」

　部屋のカーペットに掃そう除じ機きをかけながらふり返る彼女。

「わたし、紗砂ちゃんに凪ハウスの住所と凪の携けい帯たい電でん話わの番号しか伝えてないですよ」

「十分すぎておつりが来るだろ！　俺ん家の住所とか、今はそういう個人情報だって漏ろう洩えいしたら何に使われるかわからねえんだからな」

「でもサラちゃんは友だちですし」

　あー……そうだ。

　実は出会った当初から、イリスは紗砂に対して理解があるっつぅか、友だち意識だった。だからイリスは、昨日チビ聖女が家に泊まりたいって来た時は大はしゃぎだった。きっとお泊まり会くらいの感覚なんだろ。

　……ま、主オ人レとしてもあんな喜んだ顔見せられたらな。

　……多少嫌いやでも許してやるかって気持ちになるよ。

「まったく。俺の夏休みは子供のお守りか」

「いいじゃない、別にまるっきり赤の他人同士って仲でもないでしょ。いわば共に戦火をくぐり抜ぬけた戦友？」

「そりゃアレか。眠らざる者ゴーストとかいう奴ら？」

　破は壊かいされた機神が魔ま笛てきによって操あやつられた『眠らざる者ゴースト』。突とつ然ぜんにイリスを狙ねらってきた奴らを、チビ聖女が守っていたのは俺も知ってる。

「お前があいつらから身を張ってイリスを守ろうとしたって話は聞いたぜ」

「そうよ。イリスは私にとっても大事だもん、当然でしょ」

「ふーん」

「……なによ駄犬。その怪あやしげな視線。穢けがらわしいからやめて」

「お前、ほんとは友だちがほしいのか？」

「ぶぅぅぅぅぅぅぅぅぅうっっっっっっっっっっ！」

　直後。

　静かに水を飲んでいた紗砂が、噴ふん水すい顔負けの勢いで水を噴ふきだした。

「汚きたねっ!?　なにいきなり水噴いてんだよ!?」

「なっ……け、けっ、ほっ……っ！　なにいきな……り、けほっ、言いだすのよ」

「ちょうどイリスも友だちほしがってるんだよ。ただほら、コイツは動いた時の出力が桁けた外はずれだろ？　普通の友人もほしいんだけど、チビ聖女みたいな半分人間やめてます的な奴も必要かなって」

「人外みたいに言わないで。聖女だって沁力術式が人より使えるだけで後は同じなんだから。疲つかれるし眠たくなるし、お腹だって空くの。だからはい────水おかわり」

「おう、水道水でいいなら飲め飲め」

　水差しの水を空のガラスになみなみと注ぐ。

　肝かん心じんの彼女はというと、グラスの水面をじっと見つめたまま。

「……友だちの件は、まあ考えておくわ。どのみち駄犬とイリスに協力をお願いしたいこともあるわけだし」

「顔がにやけてるぞ」

「う、うるさい！　淑女レデイの顔をのぞき見するのはマナー違い反はん！」

　ぷいっと顔を背そむけてしまいましたとさ。

「まあ話はわかった。イリスはこのまま昼飯の準備な。俺は自由研究の課題決めなきゃならないから部屋に戻もどるぜ。チビ聖女はここでゆっくりしててくれ」

「待ちなさい」

　ぎゅっ。さっと身をひるがえそうとした途と端たん、紗砂の手が勢いよく伸のびてきて俺のシャツの裾すそをしっかり握にぎりしめていた。

「……なんすか」

「この私がわざわざ駄犬の家まで来たのよ。記念すべき日を祝うかわりに周辺の散策を案内してくれたっていいじゃない」

　ほらきた。

　そもそもコイツが俺を訪ねてきた時点で嫌いやな予感はしてたんだ。

「まあ待てチビ聖女。お前がいろいろ見てまわりたい気持ちはわかる。だけど軍学校アカデミーは夏休み中にも宿題がたくさん出るんだよ。その中でも曲くせ者ものなのが自由研究で、これは年々ハードルが上がってて──」

「何よ駄だ犬けん。あなたともあろう者が自由研究くらいで動どう揺ようしてどうするの」

「俺は宿題早く終わらせて夏休みを満まん喫きつしたいだけだっての。それにイリスだって昼飯の用意があるし、今日は午後から家メ政イ婦ドＡＩの微び調ちよう整せいする予定だし」

「そのイリスだけど、たった今『外出ですね？　じゃあエプロン外してきます！』って、お昼ご飯作るの投げっぱなしで出ていったわよ」

「マジですか。って、うおぉぉぉぉぉっっっい!?　あのダ家メ政イ婦ド、鍋なべに火ぃ付けっぱなしで出ていきやがった！　燃えてる燃えてる！　消火器はどこだ!?」

「周りに火が燃え移らないように厨ちゆう房ぼうごと壊こわしたら？　建て替かえ費用は出すわよ？」

「水飲んでないで消火手伝え──────────っっ！」

　……だめだこいつら。

　結局、消火を手伝うかわりに俺がチビ聖女の散歩についていくことになりましたとさ。
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　ゆらゆらとゆれる歩道の陽炎かげろう。

　頭上から降りそそぐ真夏の熱線が、もはや殺人的な強きよう烈れつさだ。

「うぅ……死ねる、溶とける」

　その歩道の端はじっこを、俺はよろよろとふらつきながら進んでいた。

　……くそ、ほら見ろ。

　……この真夏のよりによって一番暑い時間に歩いてるの俺たちだけじゃんか。

「気分いいわねー。こんなに広い歩道が私たちで使いたい放題よ。ほら駄犬、あなたも堂々と歩道の真ん中を歩きなさい。車だって来ないんだから」

「凪、ほらあそこあそこ！　向こうの木にセミが止まってますよ！　ちょっと捕つかまえてきていいですか！」

「……てめーら元気だな」

　かたや歩道の真ん中を日ひ傘がさもささずに歩いている紗砂。イリスにいたってはメイド服に麦むぎわら帽ぼう、さらに虫かごと虫取り網あみを装備という珍ちん妙みよう極きわまりない恰かつ好こうだ。

「暑い暑い言う前に、その真っ黒でぶ厚い生き地じの学ランを脱ぬげばいいじゃない」

「これは俺のファッションだから却きやつ下かだ。ていうかチビ聖女、お前こそ歩道の真ん中とか歩いて暑さで倒たおれても知らねーからな」

「私はいたって快適よ。これくらいの熱気なんて沁しん力りよく術式で抑おさえられるもん」

　沁力──世界に奇き蹟せきを「沁しみわたらせる」ことからそう呼ばれる力だ。

　幽ゆう幻げん種しゆに通用する数少ない力で、人間は個体差はあれど誰だれしもが潜せん在ざい的にその力を持ってると言われてる。

　そして、沁力において世界の頂点に立つと言われているのがエルマリア神教界の聖女、つまりは目の前の彼女ってわけだ。

「才能の無む駄だ遣づかいめ」

「これも修しゆ行ぎようの一いつ環かんだもん。無駄遣いっていうのは、たとえば術式の範はん囲いをこの街全体に広げるとか帝てい国こく領全域に広げるとか言うの」

　帝国領全域？

　それって何十万とか何百万平方キロメートルとかそういう単位だと思うんですが。

「……好こう奇き心しんで聞くけど、できるのか？」

「私を誰だと思ってるの。前にエルマリア神教界で練習済みよ。でもそういうおおざっぱな術式って本当は嫌きらい。今みたいに、私の周りギリギリに冷気範囲を調整する方が繊せん細さいな感じでいいわ。でしょ？」

「……いや。俺に同意求められてもわかんねぇよ」

「そうね。ところでどこに案内してくれるの。さっきから『着いてからのお楽しみだ』って教えてくれなかったけど、そろそろ良いんじゃない？」

「おうよ。ていうかもう見えてきたぜ」

　真正面に見えてきた巨きよ大だいな校舎を指さした。

「宝ほう条じよう軍学校アデカミー。俺とイリスが通ってる学校な」

　わずかに灰色がかった白色の校舎。

　周りには黒くろ塗ぬりの鉄てつ柵さくが巡めぐらされ、正門と思おぼしき扉とびらの先にはタイルを敷しきつめた通路と案内用の校舎マップまで設置されている。

「ずいぶんと厳重な入口ね」

　目の前にそびえる軍学校アカデミー。

　その正門で立ち止まるや、紗砂が開口一番にそう呟つぶやいた。

「機械仕じ掛かけの門が鋼鉄製。左右の監かん視し装置に何かセンサーでもついてるのかしら」

「生体認にん証しような。そりゃ帝国の軍学校アカデミーだから普ふ通つう科かの高等学校より機密情報多いさ。あと銃じゆうの実じつ弾だんとかも置いてあるから管理が厳しいんだよ」

「……へえ。エルマリア神教界だと、入口の段階でここまで厳しいのは国有財産指定の教会くらいかしら。用心深いのね」

　感心した面おも持もちで校舎を見上げる聖女。

「でもそんな軍学校アカデミーを案内してくれるだなんて、どんな風の吹ふき回し？」

「今はオープンキャンパスだからな。ほら、軍学校アカデミーってどうしても厳しくて怖こわそうってイメージが先行するじゃん。そうじゃないんだぜって周囲に公開しないと志望生徒だって集まらないからな」

　オープンキャンパス中は部活動や使われていない教室が見学自由。それに希望すれば夏期講習だって無料で聴ちよう講こう可能というわけだ。

　……まあ、これで入学すると恐おそろしい訓練が待ってるんだけど。

「それじゃあ誰だって入り放題ってわけね」

「もちろん不ふ審しん人物が入らないように教官が見張ってるけどな。俺とイリスが同どう伴はんしてりゃ怪しまれることもないだろ。で、どこから見たい？」

「講義は興味ないわ」

　おや意外。エルマリア神教界の聖女だし、他国の教育水準とかそういうものに興味があると思ってたんだけど。

「じゃあ何がいいんだ」

「────」

　口をつぐむチビ聖女。そのまま無言が続くかと思いきや、意を決した表情で、だけどためらいがちな口調で彼女はこう言った。

「部活動……って言うんだっけ？　それが見たい」
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　宝条軍学校アカデミー・グラウンド。

　金属質の砂が薄うすく敷きつめられた校庭に足を踏ふみ入れた途端、額から腕うでから足から、全身から汗あせがふきだした。

「うお、ここはさすがに暑いな」

「グラウンドの気温ですが、摂せつ氏し四十五度を観測しています。計測場所と時間によっては、それ以上の数値も十分予想されるかと」

　汗をぬぐう俺と対照的に、イリスの方は涼すずしげな様子だ。さてさてチビ聖女はどうかなと横を眺ながめると、さすがに暑いらしく額に小さな汗が浮うきでてる。

「……なによエルマリア神教界の砂さ漠ばくじゃあるまいし。こんな暑いのにスポーツだなんて、帝国領の学生は我が慢まん比べ大会にでも出る気なの？」

「我慢比べってのは間ま違ちがってないんじゃないか。スポーツ系の部活って、とにかくキツイ練習した方が恰好いいって風潮があるし。去年も野球部とサッカー部の男子がさ、どっちの部活の練習が厳しいか言い争ってたぜ」

「男ってつくづく変な生き物ね」

「帰宅部の俺に同意を求めるなって。ほら、それよりミカエル探そうぜ。さっき連れん絡らくしたらアイツもちょうど学校来てるみたいでさ。夏のソフトボール公式戦に出るとか……」

「こら、そこ！　無断でグラウンドに立ち入ると危ないですわよ！」

　ん？

　声のした方向にふり向く俺。いま聞こえたのってまさに探してる本人の声じゃないか。

「噂うわさをすればってやつだ。よぉミカエル」

「早く、早く逃にげなさい！　そっちに打球が飛んでいきましたわ！」

「はい？　なんだってミカエル、よく聞こえ──」

　ごいんっ！

　視界が大きくブレたと感じた直後、猛もう烈れつな痛みが頭頂部あたりを通りすぎていった。

「いっっっっっってぇぇぇぇっっっ!?」

「誰かと思えば凪!?　あ、倒れちゃダメ！　寝ねたら死にますわよ！」

「俺どんだけ重傷なんだよちくしょう！」

　あーいてて。

　おい、頭の天辺くらいにすげぇ大きなタンコブ出来てるんですが。

「まったく、何をしてるんですの」

　白のユニフォーム姿の女子が走りよってくる。

　ゆれる髪かみは燃える炎ほのおのように真っ赤で活動的で、大きく印象的な瞳ひとみは神秘的な深みを帯びた蒼あお色に輝かがやいている。そんな派手な容姿ながらも、顔立ちは端たん整せいで気品に満ちている。

　一目会ったら忘れないであろう美び貌ぼうと言ってもいいかもしれない。

　さすが去年のミス宝条グランプリ・ベスト４。

「よおミカエル。何してるって、お前がグラウンドに来いって言ったんだろ」

「だからって、わざわざ外野エリアに入ってくるお馬ば鹿かさんがいますか。校舎側の日ひ陰かげを通ってくると思いましたのに」

「帰宅部名めい誉よ会長の俺がソフトボールの外野エリアなんて知るわけねえだろ」

「……運が良かったですわね。わたくしが本気でバットを振ふり抜ぬいてたら、今ごろあなた打球で頭骨粉ふん砕さいでしたわよ」

　そう言う彼女の手には光こう沢たくあるセラミックス製のバットが。

「よりによってさっきの打球お前かよ!?」

「だ、だからちゃんと避よけなさいって警告したでしょうに。心配したんですわよ、凪の頭がこれ以上悪くなったらどうしようって」

「それは……もう目もあてられないわね」

「世界の終わりです…………」

　おい、そこのチビ聖女とダ家メ政イ婦ド。なんでお前らまで同意してんだよ。ていうかイリスさん、あなたが一番ひどいこと言ってませんかね。

「あれ？　あなたはサラちゃん？　凪、この子……」

　俺の斜ななめ後ろに立つ少女に気づくミカエル。

　そうだよな。ミカエルをはじめ俺のクラスメイトは全員、夏の海水浴の時にチビ聖女と会ってるわけだ。そりゃ気づくか。

「もしかしてオープンキャンパスの見学って」

「うん！　サラね、お兄ちゃんに学校案内してもらってるの」

　ころっと口調を変えて俺に抱だきつくチビ聖女。

　……このペテン師め。

　その代わり映ばえの早さは、なんつぅか呆あきれを通りこして達人芸だ。ちなみにサラっていうのが正体を隠かくす時によく使う名前だそうな。

「さっき話した件だけどサラが部活動ってもんを体験したいんだと。イリスはどうする？」

「やってみたいです。でも凪は？」

「うちは女子ソフト部しかないんだよ。練習に男が混ざってたら変だろうが。ということで二人お願いな」

　イリスと紗砂の二人はミカエルにしばらく預けておくか。

　俺はどうしよっかな。校舎の内部の方が涼しいだろうし、冷れい房ぼうの効いた実験室で昼ひる寝ねでもするか？　あとはそろそろ本格的に自由研究の課題を考えないとな。

「んじゃ俺はしばらく──」

「問題ありませんわよ。すぐに練習用ミットを三人分用意しますわ」

「三人？」

「凪、あなたも参加なさい。帰宅部のあなたが部活動を経験するいい機会ですわ」

「……え」

　そそくさと退散しようとした俺の制服を、ミカエルが素す早ばやく掴つかんで離はなさない。

「ちょうど夏休みで部員が田舎いなかに帰省してますの。バッティングはともかくとして守備練習するには人数不足で困っていたところですわ」

「……マジすか」

「ええ。イリスさんとサラちゃんには練習ユニフォームを貸しますわ。凪、あなたはその暑苦しい上着だけ脱ぬいできなさい」

　くっそ、やられた。

　だからさっき連絡した時も、部活見学をすげぇ上じよう機き嫌げんで了りよう承しようしたわけだよ。

「凪、一いつ緒しよにソフトボールできますよ。よかったですね！」

「駄だ犬けん、私の足を引っぱらないようにね」

「……ほどほどにやるさ」

　右手をイリスに、左手を紗砂に掴まれた俺は、抵てい抗こうむなしくズルズルとソフトボール部の部室に連行されましたとさ。
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　グラウンド奥・外部更こう衣い室の前で──

「あれ、なぎせんぱい何してるんです？」

「ん？　シィか、お前こそ何だその恰かつ好こう。ここソフトボール部の更衣室だぞ」

　イリスとチビ聖女の着き替がえを待ってるところに現れたのは、動きやすそうなユニフォームに着替えた金きん髪ぱつの女の子だった。

　システア・イ・カッサンテアリャア。愛あい称しようシィ。

　金髪碧へき眼がんでお人形のように可愛かわいい顔立ちが印象的な子で、年ねん齢れいは飛び級で進学してるから俺より一つ下の十六歳で、クラスメイトだけど俺は「なぎせんぱい」になる。

「えへへ。今日はミカさんに呼ばれてソフトボール部の助すけっ人とですよー」

「ミカエルの奴やつ、とうとう別の部活にも声をかけはじめやがったな……ていうか料理部のシィにまで声かけるか普ふ通つう？」

「あー、料理部をバカにしてますね！　ちゃんとボールくらいキャッチできますよ？」

　真新しいミットを左手に構えるシィ。

　ユニフォームに着替えてるだけあって、恰好だけ見たら確かに運動部っぽい……と思ったら、何やら彼女が更衣室の方を指さして。

「というのは半分冗じよう談だんで、実はマネージャー代理だったり。あたしは日陰で見学です」

「マネージャー？　っていうと」

「料理部で作った栄養ドリンクの試飲をお願いしてるんですよー」

　ああ、納なつ得とく。だから料理部のシィがソフトボール部と連れん携けいしてるわけだ。

　……何を隠そう、こういう発言はすごく男目線なんだけど、俺が最初にシィを見て思った第一印象が「運動苦手そうな子」だったんだよな。なにが問題かって、その彼女の胸むな元もとだ。女子の先せん輩ぱい方からも羨うらやましがられてるっていう圧巻のボリュームの胸が、いまもユニフォームをピチピチに押しあげてるのが丸わかりだったりするわけで。

　……ミットを持って軽くジャンプしただけでもめちゃくちゃ揺ゆれてたし。

　……なんつぅか、重そうだよな。

　そんなわけで走ったり跳とんだりは不向きかと思ってたけど、実際のシィはスポーツ系も問題なく、というか普通に得意だから人は見かけによらないよな。

「まったくよ、なに食べればあんなに育つのかしら」

「ん？」

　ふり返ってみれば、すぐ真横にユニフォーム姿の聖女。

「どう？　ちょうどいいサイズがなかったんだけど」

　外見的に違うのは服装のみ。だけど、コイツは見た目だけなら妖よう精せいみたく可愛いからなあ。美少女は何を着ても似合うを地で行くような奴だ。

「なんか普通の女子っぽくなった気がする」

「どういう意味？」

「親しみやすくなった。周りの女子と同じユニフォーム着てるからだな」

「……なら良かったわ」

　なぜか嬉うれしそうな微び笑しようの紗砂。

「ミカエルに言って記念にこのユニフォームもらわなくちゃ」

「ん？」








[image: ]








「何でもないわ。ほら、イリスも早く来なさい」

　更衣室の扉とびらからこそこそ現れる家メ政イ婦ドロボ。

「……え、えと。凪、どうですか」

「悪くないな。意外と似合ってんじゃん」

　更衣室から出てきたイリスを見て、俺は素直にそう思ってしまった。

　長い髪の毛を後ろで一つに結ゆわえた姿も珍めずらしいし、練習用のユニフォームだって普段の家メ政イ婦ドエプロンと違って活発というか四割増で元気に見える。

「ありがとうございます。凪のために頑がん張ばって敵チームを殲せん滅めつしますね」

「にっこり笑え顔がおで怖こわいこと言うな。髪の毛結んでやる気に満ちてるのはわかるけど」

　しっかしイリスの髪、綺き麗れいに結べてるよなぁ。

　これ自分で結わえたのか？　だけど俺、髪を結わえるなんて姿勢制せい御ぎよプログラムはＡＩに入れてないぞ。自分で学習したってことか。

「イリスの髪は私がやってあげたの。見た目に暑そうじゃない」

「へえ。やるじゃねえかチビ聖女」

「ほら行くわよ、ミカエルが腕うで組ぐみして待ってるだろうし」

「マジかよ……」

　グラウンドに向かう俺ら四人。

「来ましたわね！」

　まあ予想どおり、やる気十分なミカエルのかけ声が待っていましたとさ。

「こほん。それではさっそく練習を始めますわよ。目指せ夏の大会決勝、このチームで優勝まで一直線ですわ！」

「俺を混ぜるなっての。……ったく」

　用意されたミットを手にはめて外野エリアに。

　人数が足りてなかったってのは本当らしい。守備の練習ってことで三人の打者が交こう互ごにボールを打っていくんだけど、守備側は左レ翼フ手トにイリスがいて三サ塁ー手ドに紗砂、そして右ラ翼イ手トを俺が埋うめてようやく定員に足りるくらいだ。

　で、シィが木こ陰かげで全員分の栄養ジュースを用意している、と。

「さあ打球が来ますわよ、皆みなさん気を引き締しめて！」

　中堅手センターを務めるミカエルが声を張り上げる。

　とはいえシィもだけどミカエルだって本当は部員じゃなくて助っ人なんだよな。しかもイリスと同じで人型機械体アンドロイドだぜ？　それが、人間中心の部のとりまとめ役までやっちゃうんだからすごいと思う。あのリーダー性っていうか人心掌しよう握あく力は稀き少しようだよな。

「来ましたわよ！」

　打者のノックしたボールが高々と打ち上がる。それが弧こを描えがきながらグラウンド上を飛行し、少しずつ高度を下げていく。

　緊きん張ちようの一いつ瞬しゆんだ。さあ誰だれがとる？

　野球の守備って、飛んでくるボールの方角が自分でなければ一安心だけど、いざ自分となると緊張するんだよな……と思ったけど。

「お、ミカエルっぽくね？」

「あらやだ。いきなりわたくしですわね」

　緊張なんてどこへやら。

　口元に微笑すら浮うかばせてミカエルが後方へと駆かけだした。打球の軌き跡せきを目で追いかけながら手を真上に伸のばして跳ちよう躍やく。

「はいっ！」

　落ちてきたボールを余よ裕ゆうで空中キャッチ。さらに空中で一回転して華か麗れいに着地。さすが、こりゃスポーツ系の部活で引っ張りだこになるわけだよ。

「さあどんどんいきますわよ」

「おー……って、やべ！」

　言ってるそばから打球が俺の方へ。

　地面に一度バウンドしてそのまま地面を舐なめるように飛んでくる。さっきの山なりの落下と違って鋭するどい、一直線に向かってくる強きよう烈れつな打球だ。

「きたかっ、上等だ…………っ、……と」

　強めの打球をミットで覆おおうようにしてキャッチ。それを速すみやかに一塁手フアーストへ送球。バッターが一いち塁るいを駆けぬけるより先に俺のボールが一塁手フアーストへと到とう達たつした。

「あら、意外にやりますわね凪」

「内心ドキドキだったけどな」

　なんてったって俺以外がみんな女子だし。恰好いいところを見せようなんざ思ってもないけど、キャッチミスとかで無様に散る姿は見せにくい。

「さあ次……イリス、そっちいったぞ！」

「わかりました。あの打球を捕とればいいんですね」

　高らかに舞まい上がる打球。

　左レ翼フ手トで待ちかまえるイリスがファウルライン上を疾しつ走そう。ホームランになるかという強力な打球だけど、あいつの機動力ならば追いかけられる。

「打球の現在位置および上空の風向きを確かく認にん。落下予想位置の微び修しゆう正せいを完かん了りようしました。この先七メートルの地点から跳躍して捕ほ球きゆうします」

「頼たのんだぜ！」

「任せてください凪、こうみえて元軍用人型機械体アンドロイド。あらゆるスポーツに対応してこそ完全パーフエクトメイ──────────っひっ、ひぃぁぁぁぁっっっ!?」

　グラウンドの小さな石につまずくイリス。

　ごろん。ごろごろごろごろっ。

　地面の窪くぼみに気づかず足をとられ、そのまま面おも白しろいくらいの速度で転がっていく。

「……ま、まだまだっ！」

　舞い上がる粉ふん塵じんのなか、イリスが苦痛の面持ちで立ち上がる。

「そふとぼおる、……こ、ここまで難しいスポーツがあったなんて！」

「……お前、家事とスポーツはとことんダメなのな」

「もう一回です、どんどんかかってきやがれです！」

　自分のミットをばしばし叩たたいてアピール。……口調まで何かいつもと違うし。あいつ、人型機械体アンドロイドのくせにスポ魂こんに目覚めやがった。

「凪もサラちゃんももっと声出して！」

「……そ、そうか？」

「……私そういうのちょっと」

「いざ、夏の帝てい都と大会。このメンバーならいけます！　ね、ミカエルさん！」

「その意気ですわイリスさん！　さあ凪も気合い入れて！」

「だから男の俺をまぜるんじゃねえよっ！」

　が。その二時間後。

　グラウンドの殺人的な直射日光と、おまけに無む駄だに気合いの入った人型機械体アンドロイド二体の熱気を浴び続け────

「あ、あれ。なんか楽しくなってきた……」

　俺たちは、すっかりハイテンションになっていましたとさ。

　かくして。

「さあさあどうしたミカエル、そんなザマで全国の強きよう豪ごうに勝てると思ってんのかよ！」

「はっ、愚ぐ問もんこの上ないですわね。このわたくしがいるかぎり敵チームに勝利は訪おとずれませんのよ。あなたこそ足がフラついておりますわよ！」

「なめてんじゃねーぞ、俺はこっからが最高潮だぜ」

　ボールを捕る？　否いな！

　すでに俺たち守備陣じん営えいは、飛んできたボールを奪うばいあう戦争時代に突とつ入にゆうしていた。

「……はぁ……はぁ、やるじゃねえかミカエル。これで捕球数ざっと互ご角かく……くらいか」

「です……わね。今のでわたくし74個、そちら73個ですわよ」

　走りすぎて足の感覚がなくなってきた俺。

　対するミカエルも自じ慢まんのユニフォームが砂すな煙けむりで真っ黒だ。

「わかった、そろそろ決着つけようじゃんか。どうせ数はほぼ互角、一個の差をどうこう言うなんて小さいことは無しだ」

「この最後の打球を捕った方が勝利者というわけですわね……」

「おう。いつぞやの水泳対決の続きといこうぜ」

「その勝負、受けてたちますわ」

　互たがいに不敵な笑みをうかべて向かい合う俺とミカエル。

　──そして最後の打球。

「来たな！　ん？　この打球は……俺寄り……いや、ミカエル寄りなのか？」

「いえ、これは中堅手センターと右ラ翼イ手トの間！　まさに条件は五分ですわ！」

　ならば先手必勝だ。

　空に向かうボールの軌跡から落下位置を予測するのも慣れた。あとは十センチでも一センチでも、捕球に有利なポジションを手に入れればいい。

「あそこか！」

「あの位置ですわね！」

　予想される落下地点めがけ互いに走りだす俺とミカエル。

　──ミカエルも狙ねらいは同じ位置か。

　みるみる落下していくボールに向かって走る俺。反対側からは、同じくミットをはめたミカエルが全速力で駆けてくる。

「ここだ！」

「ここですわ！」

　同時にボールに向かって腕うでを伸ばす。だけど、すぐ目の前に互いが迫せまっていることに、俺たちは最後まで気がつかなかった。

　俺とミカエル、互いの前まえ髪がみが触ふれあうくらいに重なり合ったその瞬間。




　──ちゅ。




　ほっぺたに何かやわらかいものが触れた、気がした。

「………………………………」

「………………………………」

　追っていたボールも忘れて動きを止める俺。

　ミカエルにいたっては唇くちびるのあたりを手で押さえたまま目を見開いて、そしてなぜか熱っぽく潤うるんだ視線でこっちを見つめていて────

　…………ええ、と。

　…………今の……って、何が……起きた、んだ？

「な、なあイリス」

「────きゅぅ」

「お、おい!?　どうしたんだイリス、なんでお前が泡あわふいて倒たおれてんだよ！　遠くにいたお前なら何が起きたか見てたはずだろ！　お前が熱ねつ中ちゆう症しようになってどうすんだよ！」

　ばたんと倒れたままイリスは動かない。

　なんだ、どういうことだ。

「おいミカエル。お前も黙だまってないで────って、おい!?　なんでお前まで顔真っ赤にして倒れてんだよ！　まさかお前も熱中症かよ！」

「わ、わたくしとしたことが公衆の面前で……」

　こちらは妙みようにしおらしい仕草で地面に倒れこむミカエル。

「待て、だからどういう意味だよ。イリスも泡ふいてるしミカエルも顔真っ赤だし、お前ら人型機械体アンドロイドだろうが。情けねぇぞ！……、な、なぁシィ？」

「────きゅぅ」

「ってお前も倒れてんのかよ!?　いったい何があったかサッパリわかんねぇぞおい！」

　周りを見回しても起きてるのは俺だけ。

　あ、いやチビ聖女が残ってたか。

「ねえ駄だ犬けん、あなたもしかして鈍どん感かんて言われたりする？」

「鈍感？　なに言ってんだよ。俺こう見えて繊せん細さいにできてんだぜ。賞味期限一日すぎた牛乳なんて臭においだけでもわかるからな」

「…………喉のどが渇かわいたわ。水飲んでくるわね」

　一人さっそうとグラウンドを後にする紗砂。

「あ、おいちょっと、イリスとミカエルを日ひ陰かげに引っぱってくの手伝えって！」

「だめ。その子たちは駄犬が責任とってあげなさい。いろんな意味で」

「だからどういう意味なんだよこんちくしょう!?」




　　　　３




　その夜。

「ねえ駄犬、エルマリア神教界なら特例で一夫多妻も認められるわよ」

　スーパーで買ってきた食パンをちぎりながら、紗砂が唐とう突とつに言ってきた。

「……いきなり何の話だ」

「ただし妻を平等に愛することと財産も均等に分配すること。これを怠おこたった場合には即そく座ざに法ほう廷ていで争うことになるけど」

「だから何の話だよ、ったく」

　皿の上のベーコンエッグをフォークで突つつく俺。

　ちなみに冷蔵庫に入ってた材料で作れた夕食はこれ一品だけで、いまテーブルに載のってる食パンとチキンサラダとコーンスープはスーパーの安売りコーナーで買ってきた。

「駄犬は料理がうまいのね。このベーコンエッグ、うちの料理担当が作るより上手かも」

「なら安心だ。誰だれかさんは飯の好き嫌きらいとか激しそうだからな」

　実際はどうかというと、俺が作ったベーコンエッグもスーパーで買ってきた安物の総菜も文句一つ言わずに食べ続けてる。

　……もしかして、ほんとは不ま味ずいけど我が慢まんしてるとか？

「本音はどうなんだ？」

「私、食事には文句つけないわよ。こうして用意してもらっておきながら不味いだなんて言う輩やからの方が神経を疑うわね」

「お前、イリスの朝飯をあれだけ怖こわがってたじゃねえか」

「あれは食事じゃないもの」

　さらりと言うあたりが流石さすがすぎる。いやまあ、俺もそれには半分くらい同意だけどな。

「それでイリスはどうしたの？」

「あいつなら『今日一日は復活できそうにありません』とか言って俺の部屋で寝ね込こんでる。どっちが主人かわからねえよな」

「よっぽどショックが大きかったのね。でも大だい丈じよう夫ぶ、ほっぺは二つあるもん。あと本命の唇で三人分。仲良くわけられるわ」

「……意味わかんねぇよ」

「まあいいわ。ちょうど二人きりで話したいこともあったの」

「ん？」

　食べかけのパンを皿に置いて、彼女がじっと対面の俺を見つめてくる。

　その仕草に、俺も思わず食事の手を止めていた。

「私が、わざわざエルマリア神教界に戻もどった後にもう一度帝てい国こくを訪れて、さらに駄犬の家にまで泊とまりに来た理由」

「覇は権けん戦争の前に帝国領を見てまわりたかった……って言ってなかったか」

「そう、その覇権戦争が始まる前に話したかったの。たぶん、アレが始まっちゃうと私もあなたも身動きが取れない。毎日どころか毎時間報道関係者に見張られてると思いなさい。下手するとトイレの中までカメラマンが追いかけてくるわよ」

「……だから俺、そういうのは全力で辞退する気だって。お前こそ平気なのか？」

「平気って？」

「だって、お前こういうの面めん倒どうくさいって一いつ蹴しゆうするタイプじゃん。私は私のやりたいようにやるだけだって言いそうだし」

「わかってるじゃない。まさにその通りよ」

　真顔のまま頷うなずく本人。やっぱり。こいつも俺と同じで覇権戦争が性しように合うタイプじゃないとは思っていたけど。

「俺が言うのも何だけどよ、どうして参加するんだ？」

「三大国が集まってドンパチするってことは、三大国の人間が一か所に集まるってこと。つまり残る二大国の人間と密会できる最大の機会ってわけ」

「ん？　でも俺とは会ってるじゃんか」

「別の相手よ。駄犬に話したいことは個別に話せるけど、別に会いたい人間とは全員一いつ斉せいに集まって話しあいたいの。覇権戦争はその絶好の機会だから」

「……そこまで言われると話の内容も気になるんですがね」

「いずれ話すわ。だけど今は別のことを話しておきたいの。さっきの覇権戦争のことだけど、私が言っておきたいのは一つだけ。帝国司令部の中ちゆう枢すうには気を許さないように」

「それって、俺の意志まるっきり無視で覇権戦争の代表者に選ばれたこととか？」

「それもある。だけど駄犬が考えてることと私が危険視してることは、別物よ」

　コーンスープの表面をスプーンで混ぜる聖女。

「私がイリスを連れていきたかったのは、帝国司令部にイリスを渡わたしたくなかったから」

「……待て待て、俺はイリスを渡す気なんてねぇぞ」

「でも現に、駄犬はイリスと一いつ緒しよに覇権戦争の代表者に仕立てられてしまってる。そして覇権戦争に出てしまえばもう戻れないわよ。無理やりにでも帝国の英えい雄ゆうなり最大戦力なりと褒ほめ称たたえられて、自分の意志と無関係にイリスは幽ゆう幻げん種しゆとの戦いに出向くことになるわ。いつか壊こわれて使い物にならなくなるまで」

「……だけどよ、そうなるって言いきれるのか」

「言いきれるわよ。イリス以外の十二体の機き神しんがそうだもの」

　世界の守護神とも目される禁断水晶アマリリスが力を与あたえた十二体の軍用人型機械体アンドロイド。そのうちの六体が幽幻種との戦せん闘とうで大破したっていうのは、俺も聞いたことがある。

「機神の力にも限界があるんだろ」

「違ちがう。六体の機神は帝国司令部に壊されたの。残りも時間の問題」

　言葉の最後を強調する聖女。

「でも他国の私が言ったところでピンと来ないでしょ。だから自分の目で確かめなさい。誰が自分たちの味方で誰が敵なのか。誰が信用できるに足りる相手なのか」

「……覇権戦争に行って、か」

「これ以上ふさわしい場も機会もないわ。不完全神性機関の力は誰だって喉から手が出るくらいほしいだろうし、相当な数のスカウトが来るんじゃない？　覇権戦争に参加する武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにに帝国司令部、それにエルマリア神教界の高位聖職者たちだって私とは別に話を持ちかけるかも」

「三大国全部じゃねえか」

「甘いわね。周辺諸国だって狙ってるわよ。イリス一体いれば、それだけで帝国軍事力を上回る。一気に大国の仲間入りを果たせるじゃない」

　これから先そんな未来が待ってる。

　一日中誰かに見張られて、隙すきあらばイリスをと考えてる奴やつらを追っ払ぱらう毎日。

「……俺、やっぱ家に引きこもってていいか」

「力ずくで強ごう奪だつ仕し掛かける連中もいるわよ。そいつらに自宅を爆ばく破はされたり扉とびらを破は壊かいされるよりは、家から遠い帝てい都とで襲しゆう撃げき受けた方がよくない？」

「どうやっても襲撃受けること前提かよ……」

「だから私は最初、駄犬からイリスを強引にでも引き離はなそうとしたの。イリスを狙ねらおうとした連中が、まずは駄犬を狙おうとするのは明白だった。襲撃、恐きよう喝かつ、拷ごう問もん……命を奪うばうことすら躊ちゆう躇ちよしない連中だっている可能性が高かったから」

「…………」

　それは、初めてエルマリア神教界の聖女が教えてくれた『真相』だった。

　俺に恨うらまれることすら覚かく悟ごのうえで、俺の身を守るためにコイツは目に見えない敵と戦っていたのか。

「不幸中の幸いがあるとすれば、不完全神性機関イリスを媒ばい介かいして禁断水晶の洗礼を駄犬が受けていたことかしら」

　ふぅ──安あん堵どと疲ひ労ろう。二つの感情が入りまじった吐と息いきをつく聖女。

「……えと、なんだっけ。結界だっけか？」

「傷エだリらスけ・のエ世ル界マ。前にも言ったけど効果は二つ。相手の敵意とか害意に自動反応して、それを無効化する。あともう一つ。その真逆で、駄犬が相手に与えた攻こう撃げきへの強制的な痛覚付ふ与よ。どんなに硬かたくて強きよう靭じんな防ぼう御ぎよ装そう甲こうを持ってても『痛い』って思わせることができる。相手が無傷だったとしても痛みだけは与えられるってわけ」

　……まあ、子供の喧けん嘩かなら強そうだよな。

「要はアレだろ。向こうが一方的に喧嘩売ってきたらそれをブロックすると」

「それくらいの意識でいいわ。逆に喧嘩じゃないもの……たとえばイリスが愛情表現として駄犬にフルパワーで抱だきついても傷エだリらスけ・のエ世ル界マは反応しない。駄犬は背骨を粉々に破壊されて短い生しよう涯がいを終えるのよ」

「喩たとえが妙にリアルすぎるぞおいっ!?」

　そういえばイリスに注意したことなかったな。

　……今後、もしも俺に抱きつくことがあれば絶対手加減してもらわないと。

「これ珍めずらしいんだろ？」

「歴史上でも珍しい守護結界よ。エルマリア神教界の始祖である伝説の聖女エルマリアが使ったとされていて、それ以来誰かが使ったって報告はないわ。もう存在自体が忘れられてた結界ね。イリスに感謝なさい。きっと大事なご主人様を守りたくて、無意識のうちに禁断水晶の力をあなたに分けあたえてたんだから」

「……お、おう」

　ついつい姿勢を正さずにはいられない内容だ。

「そのおかげで、ひとまず駄だ犬けんは自分の身を守れることはできると思う」

「だけどよ……肝かん心じんのこれからイリスを狙ってくる奴らはそれを知らないんだろ。結局は俺もイリスも狙われるって結論になるのな」

「そうよ。どのみち、この程度でイリスを守れないんだったら幽幻種からイリスを守れるわけない。それを面めん倒どくさがるくらいなら私にあの子を預けなさい」

　その言葉に。

　俺は、無言で息を呑のんでいた。

　……その通りだ。

　……なに音を上げそうになってんだよ、俺は。

「理解した目になったじゃない」

「ああ、おかげで吹ふっ切れた。とにかく帝都に行けば、面倒くせえ連中とまとめて話はできるわけだ」

「帝都で話ができる相手は帝国司令部よ。たぶんわかってないと思うけど、覇権戦争の会場は帝都じゃなくて隣となりの凱がい旋せん都市エンジュって場所。危ない連中が接せつ触しよくしてくるとしたらそっちの方じゃないかしら」

「……マジ？」

　覇権戦争は帝都でやるものとばかり思ってた。

　凱旋都市エンジュってのは、帝都から近い大きな都市だったよな。軍隊の大部隊もそこに駐ちゆ屯とんしてるはずだ。

「ところでお前はどうすんだ。まだ覇権戦争まで一月近くあるぜ」

「明日あしたは、軍学校アカデミーの内部が見たいわ」

「まだ見学する気かよ!?」

「当然じゃない。まさか私が今の話をするためだけに来たと思った？」

「……いや、いい。お前らしいから」

　昼間のソフトボールの疲つかれがどっと噴ふきだした。日焼け止めクリーム塗ぬってなかったから肩かたとか首周りも日焼けでヒリヒリするってのに。

「あと明後日あさつては軍学校アカデミーのプールで一日泳ぐ予定を入れてあるの。明明後日しあさつては街の見学よ。広場と商店街を見てまわるから付きあいなさい」

「…………」

「イリスは快く了りよう承しようしてくれたわよ。明後日のプールはシィとミカエルも来てくれるそうで、教官にも話をしてクラス全員呼びだそうかって話になってるわ」

「だから何で俺への連れん絡らくが最後なんだよちくしょう！」

　……ああ、怒ど鳴なったらまた暑い。

　まさかチビ聖女サマ、覇権戦争当日まで俺ん家ちにいる気じゃねえよな。
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　早朝。

　外は雲一つない快晴。地平線から昇のぼってくる太陽に照らされ、じりじりと地面が焦こげるように熱されていく時刻。

「うん、今日もいい天気ね。海水浴には最高の日ひ射ざしだわ」

　小さなハンドバッグ一つだけを肩から提さげた紗砂。服装はいつもの質素なシャツとプリーツスカートだ。

「…………おーう」

「でも残念。こんな日にエルマリア神教界に帰らなくちゃいけないなんて。今日が軍学校アカデミーの夏休み最後の日だなんて、夏休みって短いわね」

「…………おーう」

「もう、なによ駄犬。この私が帰国する日にそんなクタクタでどうするの」

　腕うで組ぐみして肩を怒いからせる少女。

　その姿を、俺はリビングの床ゆかでうつぶせになったまま見上げていた。

「……ねみぃ」

「情けない。たかが最終日に徹てつ夜やしただけでしょうが」

「夏休み最終日まで遊び続けりゃ疲れるに決まってんだろ。お前は遊ぶだけでいいけどな、俺は片付けやら掃そう除じやらで大変だったんだよ」

「嘘うそおっしゃい。家事は全部イリスにやらせてたくせに」

「いや。イリスの片付けの後の片付けと、イリスが掃除した後の掃除な」

「……ああ。洗せん濯たく機きにお皿を入れて洗った件ね」

「それは間かん一いつ髪ぱつ間に合った。と思って油断してたらあのダ家メ政イ婦ド、すでに食器洗い機で俺の下着を洗ってやがった。……まあそれはいいや。おいイリス、イリスってば！」

　返事はない。

　だけどややあって、廊ろう下か側の扉から銀ぎん髪ぱつの少女がそーっと顔をのぞかせた。恐おそる恐るという言葉が一番近いんだろうけど、上目づかいに俺の顔色をじっと見つめてる。

「……きました」

　扉から顔を半分だけ出すだけで部屋に入ってこようとしない。

　さては怒おこられそうな雰ふん囲い気きを察知したな。

「おう。何で呼んだかあててみろ」

「……三日前に、クリームシチューのルーをマヨネーズで代用した件でしょうか」

「あれは俺より先にチビ聖女が食って身代わりになったから問題ない」

「問題あるでしょうが」

　横たわる俺を、紗砂が上から踏ふみつけてくる。

「……二日前のゴミの日に、間ま違ちがえて凪のお財布を資源ゴミに出したことでしょうか」

「駄犬の財布だから構わないわ」

「構うだろ。俺の全財産が牛乳パックに再利用されるところだったんだからな」

　だめだこれは。まともに話が進まない。

　今はそれより、目先の用事を一つ一つ片付けていくのが賢けん明めいだ。

「チビ聖女が帰国するんだとさ」

「！　それなら急いで帰り支度じたくですね！　あ、ど、どうしましょう。お土産みやげにできそうなものも買ってこないと」

「お構いなく。それより二人とも、出国ゲートまで見送れなんて言わないから玄げん関かんまでは付き合いなさいよ」

　小さな黒のバッグをたすき掛がけにし、チビ聖女が廊下を歩きだす。

「……しょうがねえな。玄関までだぞ」

　眠ねむ気けに負けそうな意識をかろうじてつなぎとめ、先を歩く紗砂を追いかける。

「それじゃあ。次に会うときは覇は権けん戦争の舞ぶ台たいかしら」

「その前に、散々ウチで飲み食いした分の経費ちゃんと送ってこいよ。マジでこっち金欠で死にかけてるんだから」

　腕組みし、溜ため息いきで返事する俺。

　……あれ。でも何だこのモヤモヤ感。何か抜ぬけてるっつぅか漏もれてるっつぅか。

　……代金請せい求きゆうは今したばかりだよな。だとしたら何だ？

「じゃあね駄犬」

　言って、本当に小さな小さな笑えみを浮うかべる紗砂。

　手まで振ふってくる仕草なんて、思えば出会った当初は考えられなかったよなあ。これ、最初の時より俺への好感度が上がったって思っていいんだよな？

　……なら、いいか。

　……エルマリア神教界の聖女と知りあいになったってのは凄すごいことなんだろうし。

　このモヤモヤ感なんざ大した問題じゃない。

「イリス、あなたにも世話になった……のかしら」

「こちらこそ。サラちゃんのおかげで楽しい夏休みを過ごせました」

　楽しい夏休み？

　イリスが笑顔で応こたえたその言葉に、俺の中で何かが引っかかった。楽しい……夏休み？　夏休みの後には軍学校アカデミーの授業が待っていて……その初日には、確か。

「じゃあまたね駄犬、それにイリ──」




「自由研究忘れてたあぁっ──────────────っ！」




「ふっ。ふふっ…………ふははは」

　天てん井じように向けて高笑い。

　そう、もはや俺には焦あせりを超こえて爆ばく笑しようしか残っていなかった。

「……凪？」

「……駄犬？」

「やばい……つぅか、やばいとか言ってる場合じゃないくらいやべぇ……！」

　今日は夏休み最終日。

　だけど俺は今日の今日までチビ聖女の面めん倒どうとイリスのトラブル対処に忙ぼう殺さつされるあまり、自由研究のことを考える余よ裕ゆうすら無い状態だったんだ。

「あぁ……くっそ、どうすりゃいいんだ。提出は明日の朝一番だし。ミカエルかいいんちょあたりに何やったか教えてもらって……いやだけどそれが通るわけないし」

「────」

「────」

　頭を抱かかえる俺を見つめる二人の少女たち。

　と思いきや、二人は突とつ然ぜんお互たがいに目配せして頷うなずきあい、そして──

「……いけない。そろそろエルマリア神教界に戻もどる時間だわ」

「……私もお見送りに行こうかと」

　脱だつ兎とのごとく扉とびらを開けて駆かけだした。

「おい待て逃にげんじゃねえ！　てめぇらも手伝いやがれっ！」

　かくして。

　夏休み最終日、ご近所エリアを使った盛せい大だいな鬼おにごっこが始まった。








　　Phase.2『帝てい都とに行くことになるらしい』
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　翌日。

　西日の差しこむ宝ほう条じよう軍学校アカデミーの校舎で。

「諸君！　今朝方に提出してもらった自由研究、見させてもらった」

　クラス担任のユメルダ先生が声を張り上げた。

『チタン四塩化物を利用した理想的なスモーク弾だんの色素調合』、『ニトロセルロースによる弾だん薬やく量産レポート』、『一ひと粒つぶで二十四時間戦える飴あめタイプ携けい帯たい食しよく』等々────自由研究の恒こう例れいから斬ざん新しんなものまで一通りそろった印象だが、全体的には良くできていた」

　ほっ……

　その一言にクラスメイト全員が内心胸をなで下ろしたに違いない。なにせ一人でも再提出になったら連帯責任でクラス全員が居残り授業だもんな。

「特に凪なぎ！」

「え？　は、はい？」

「『エルマリア神教界の軍事レベルの推移と未来予測』──タイトルこそ単調だが、論文そのものは近年まれに見る完成度だった。地理・歴史・教育・倫りん理り観かんそして聖女信しん仰こうなど特異な価値観を持つ大国を、斬新かつ的確な視点で分ぶん析せきした極きわめて有用なレポートと言える。学長もいたく褒ほめておられた」

「……そ、そうすか」

「特にエルマリア神教の機密事じ項こうである高位聖職者の教会配置予想。あれは司令部がそのまま参考にできるほど綿密な下調べに基もとづいていた」

　……まあ、そうっすね。

　……そこの国の聖女本人に聞きだしたんだから正確で当然なんだけど。

　ちなみにレポートに書いた高位聖職者の教会配置は十年前のものらしくて、今さら時効だから公開しても問題ないっていうのが聖女の裏話だ。

　だけどそんなの周りが知るわけもなく──

「ふむ。つまり凪、これは覇権戦争に参加する強い意志の表れとみていいんだな」

「はい？」

「お前たちが帝国代表に選ばれた時、さすがの私も驚おどろきを隠かくせなかったが……いいだろう。貴様がそこまでやる気なら教官として全力で後押しせねばならんな」

「え。いやいいっすよ。どうせ俺はイリスのおまけだし」

　大きな声じゃいえないけど、覇権戦争に出て英えい雄ゆうになるのが目的じゃない。チビ聖女に言われたとおり、イリスを狙ねらってる連中がどれだけいるのか、それを確かめにいくだけだ。

　……覇権戦争中はクラスメイトとも距きよ離りを置いた方が安全だしな。

　俺とイリスの騒そう動どうに皆みんなを巻きこむようなことはできない。

「なので先生、俺のことはかまわず──」

「喜べ、すでにクラス全員分の当日観戦チケットを手配済みだ！」

「喜べねぇぇぇっっっっっ!?」

　クラス全員、俺とイリスにくっついて行動すること確定ですか。ちょっとどうするんだよ。いきなり俺の計画が水の泡あわっぽい。

「そう狼狽うろたえるな凪」

　眼鏡をキラリと光らせていいんちょが立ち上がる。

「全すべて任せろ。イリスさんの戦せん闘とうシーンは俺が責任をもって録画してやる」

「あとでフィルムチェックだからな。……ところでイリス。お前その服装は？」

「いいんちょさんのお古を借りたんです」

　ぶかぶかな真っ黒制服を羽織った家メ政イ婦ドロボがえっへんと腰こしに手をあてる。あの服って中等部の男子制服か。なんでイリスが着てるんだ？

「覇権戦争に出る凪を応おう援えんするための応援衣い装しようです。やはり応援といえば学ランだって、いいんちょさんが教えてくれました」

「……いや、だからお前が参加するんだってば」

「応援に？」

「戦う方にだよ！」

　ああ、本気で不安になってきた。肝かん心じんのイリスがこんな具合だもんな。

　出発まであと数日ないってのに……
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　帝都ウェルエルベルン。

　帝国領の真ん中よりやや北側にある機械都市だ。アスファルトの地面の上には鉄色の家屋が建ちならび、頭上には無数の電線と鉄パイプが蜘く蛛もの巣す状に張はり巡めぐらされてる。

　電線はそのまま電気の輸送目的。

　鉄パイプってのは、元々ウェルエルベルンが蒸気機関の街で、黒炭の黒蒸気を家の外に吐はきだすための名残なごりなんだとか。

「豊富な鉄鋼を利用して機械と人型機械体アンドロイドの量産に着手したことが功を奏し、ウェルエルベルンは帝国有数の大都会として発展したのですわ。それが今から一世紀前、時の総統閣下によって帝国第一の都市──すなわち帝都に指定されたと」

　帝都行きの特急車両。

　向かいの座席に座るミカエルがすらすらと諳そらんじてみせる。

「かつてはただの資源産出都市が、こうして軍事・商業・政治の一大拠きよ点てんになったということになりますわね。人型機械体アンドロイドの量産プラントが帝都周辺に密集しているのも、古くからの技術者たちがいまだ帝都の周りに居住しているからですわ」

「へえ、蒸気機関の街ってのは知らなかったな」

「意外と知られてないですわ。帝都というと立派で綺き麗れいというイメージが先行しがちですが、市街地の家屋はどれも古い煤ばい煙えんで黒ずんでいますわよ」

「あれ？　でも写真だと帝都ってメタリックの巨きよ大だい要よう塞さいみたいな──」

「それは帝国司令部の本拠地。今から十年前に造られたばかりの官かん邸ていですわ。あの場所で帝国全域への指令が決定されているんだとか。もっとも内部はわたくしも見たことがありません。ごく一部のエリート軍人しか入れないんですの」

　厳しい訓練と英才教育を受けた一割未満の軍人だけが帝都で働くことを許される。残りの九割以上は、全て帝国各地の最前線に送られるというわけだ。

「ですから名めい誉よなことですのよ。軍学校アカデミーの生徒でもなかなか帝都見学はできないけれど、こうして見学の機会には高級な高速リニア車両のチケットを手配してもらえるんですの。帝国司令部からの贈おくり物というわけですわ」

「……俺はなんつぅか、地じ獄ごく行きの監かん獄ごくに入れられた気分だけどな」

　開閉のきかない窓をじろりと睨にらみつける俺。

　高速リニアという特性上、一度出発したら帝都までに停とまる駅はわずかに二つ。まさに一度乗りこんだら出られない鉄の檻おりだ。

「考えすぎですわよ。シィやいいんちょを見なさい。あんなに楽しそうに車内見学をしてるじゃありませんか」

「あいつらは元々だろ」

「……ふぅん」

　座席の肘ひじ掛かけに肘をつくミカエルが、俺の顔を見上げるように覗のぞきこんできた。

「覇は権けん戦争、気が重いということですわね」

「ちょっと思うところがあってな」

「心配することないですわよ。戦争と言ったって命を取られるわけでもなし。あくまで同盟国同士、決められたルールの中で戦うフェアな決闘なんだから」

「…………」

　まあ、そうだよな。

　こうして黙だまって考え事してれば、誰だれだって俺が覇権戦争で戦うことに重圧感じてるとしか見えないだろう。本当の面めん倒どう事ごとはそうじゃないんだけど。

「それに、正直なところ今回の覇権戦争は圧勝だと思いますわよ」

「圧勝？」

「イリスさん一人で十分すぎます。あの不完全神性機関は、間ま違ちがいなく最強の戦闘兵器ですもの。エルマリア神教界からは伝説の聖女、武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにからも謎なぞの武人が出ると噂うわさはありますが、生身の人間である以上は力比べで勝負にもならないのは目に見えてます」

「伝説の聖女ね。期待しない方がいいぞ、お前も知ってる奴やつだから」

「え？」

「いや何でもない。それより武宮唐那国の謎の武人て誰のことだ」

「凪、まさか相手国の代表選手を知りませんの？」

　いぶかしげな表情でミカエルがこっちを睨みつける。

　あ……失敗した。

　決闘そのものに出る気のない俺は、相手国の代表者なんてほとんど調べてないんだよな。エルマリア神教界はチビ聖女が出るっていうし、それだけ知っておけばいいやってくらいの心づもりだったんだけど。

「いやいや、調べたんだけど情報少なくてさ。ほらミカエルの方がそういう知識豊富だろ。俺の知らない情報も知ってないかなって」

「あいにく、ツァリについては帝国もほとんど情報がありませんの」

　ツァリ……

　あいつか。そうだよ、チビ聖女が言ってた名前だ。




〝不完全神性機関イリスを手に入れた時から、ツァリはずっとあなたを見てるわ。今だってどこかであなたを見てる〟




「……気味悪ぃこと言われたもんな」

「何がですの？」

「ああ、こっちの話。そっか、そいつがツァリね、うんうん了りよう解かい。そのツァリって奴だけは確かに気になってるんだよな。何でもいいから知らないか？」

「そうですわね……」

　口元をへの字に曲げてミカエルが腕うで組ぐみ。

「とにかくも、生きつ粋すいの武人たちを擁ようする武宮唐那国に突とつ然ぜん現れた武人ということですわ。出身も年ねん齢れいも不明、どこで武ぶ闘とうを磨みがいたのかもわかっていない。ですが当時の上位護士たちを圧あつ倒とうし、一夜にして皇こう帝てい専属護士に成り上がったという噂だけが届いてますわ」

「……ちなみに護士ってのは？　武人と違うのか？」

「武人の中でも特に実力・品格共に秀ひいでた者は、戦士であるとともに政治の重職の護衛も務めるのですわ。その頂点が、さっき言った皇帝専属護士ですわね」

「その上位護士の連中が弱かったって説はどうだ？」

「とんでもない！」

　目を見開いて首を横にふってみせる。

「人型機械体アンドロイドの視点でも帝国軍人は心身共に素す晴ばらしい水準であると思いますわ。ですが、武宮唐那国は本気で次元が違うんですの。護士であるかに関係なく、当国の武人の身体能力は他国の追つい随ずいを許さないでしょうね」

「……話だけは俺も知ってるけどよ」

　世界三大国である帝国、エルマリア神教界、武宮唐那国。この三国は、それぞれ幽ゆう幻げん種しゆに対して異なる軍力で抵てい抗こうしてる。あまりに有名な話だ。

「俺ら帝国は一言でいえば軍事兵器だよな。軍用人型機械体アンドロイドなり最新の重火器とかで幽幻種を破は壊かいするって方法だろ。あとエルマリア神教界は幽幻種を浄じよう化かする沁しん力りよく術式が得意だもんな。で、問題の武宮唐那国は────」

　生身の肉体。

　極限の苦行って一言で済ますのは簡単だけど、実際は想像を絶する修しゆ行ぎようらしい。それをこなすことで、武宮唐那国の武人たちは人型機械体アンドロイドをも凌りよう駕がする身体能力を得る。だから彼らは銃じゆうでなく、剣けんや鎗やりで幽幻種に立ちむかうって話だ。

「武宮唐那国との国境で幽幻種と抗こう戦せんした時、武宮唐那国の武人と合同戦線を張りました。数こそ少ないものの、彼ら一人一人がまさに修しゆ羅らのごとき強さでしたのよ」

　……誇こ張ちようってことはなさそうだよな。

　辛から口くちのミカエルが言うんだ、間違いないんだろう。

「そのトップがツァリってか」

「ええ。しかし不ふ審しんな点が多いんですわ。人間は男性の方が筋肉質で骨格も運動に適しているはず。それを、どうやって女性の武人がいともたやすく凌駕するというのが……」

「ていうか女？」

「と、言われているだけの話ですわ。いざ覇権戦争で出会ってみたらゴリラみたいな巨きよ漢かんプロレスラーの可能性だってあるわけなんだから」

　なるほど、まだ誰も姿を見てないんだもんな。

　エルマリア神教界がチビ聖女を隠かくし球に据すえてるのと同じで、武宮唐那国のツァリだって前情報だけで油断したら危ないことになる。

「そして思いこみは厳禁。覇権戦争が一国につき三人まで代表者を選出できるシステム上、決闘相手がツァリになると決まったわけではないんですよ」

「え？　あ、ああ。もちろんそうだよな」

「凪、あなたのことですから、もう頭の中は自分が大将戦に出るとばかり思ってるんでしょう？　甘い甘い、それが素人しろうとの考え方というもの」

「……違うのか？」

　そういえば覇権戦争って三日間あるんだっけか……

　俺やイリスが戦うのが一日で、残り二日間はお祭まつり騒さわぎでもするのかと思ってた。

「一国につき三組の代表者が一日ずつ戦うわけか」

「どの日に誰が出るのかは非公開ですわ。凪、あなたのところに何か日程の連れん絡らくは？」

「それが全然」

　帝国司令部から宝条軍学校アカデミーに連絡がきて、それをユメルダ教官から教えてもらったのが俺の全すべての情報だ。

「覇権戦争は三日間。で、俺とイリスはその二日前に来てほしい。覇権戦争で使うものは向こうが用意するから手ぶらで良い。聞かされたのは本当にそれくらいだぜ」

「……凪、あなた本当に参加者ですの？」

「いいんだよ。そのかわり土ど壇たん場ばでアレコレ言われたって知らないしな。俺たちはせいぜい田舎いなかからの観光客。覇権戦争つったって、結局は国のお偉えらい奴らの意地の張り合いだろ。くだらねぇよ。そんなものに俺らを巻きこむなってんだ」

　あ、しまった。思わず本音が出ちまった。

　と思ったけどミカエルの方は案外普ふ通つうの反応だ。……いつもの俺くらいに解かい釈しやくしてくれたのか？

「ちなみに帝国は、二組まだ代表者がいるはずですわ」

「どうせ六体の機き神しんから二体だろ。そいつらも俺と同じ考えだと思うんだけどな」

　なので、俺も思ったことをそのまま素直に言うことにした。ずっと一人で抱かかえこんできて、そろそろ俺の方がおかしくなりそうだったから。

「軍用人型機械体アンドロイドとして幽幻種と戦うのならともかく、何で味方のはずの他国の人間と戦うんだろうな。人型機械体アンドロイドだってそんなの嫌いやなんじゃねえのかな」

「────」

　それを、ミカエルはただじっと口を閉じて聞いていた。

「なんだよ、お前が黙るとなんだか」

「いえ。わたくし、凪のそういう部分嫌きらいではないんだろうなって」

　リクライニングシートにもたれかかる深しん紅くの人型機械体アンドロイド。

「あなたは不思議。軍学校アカデミーの生徒なのに、まるで軍用人型機械体アンドロイドの視点からものを言ってるように見える時がある……気持ちを代弁してくれているようにも思える」

「それで褒ほめてるのか？」

「出世できないタイプというのは確実ですわね。仲間思いの部隊長が関の山かしら」

　くすりと微笑ほほえむ人型機械体アンドロイド。

　……その笑顔があんまり眩まぶしくて。

　……俺は、相づちすら忘れて見とれてしまってた。

　軍用から家メ政イ婦ド用までたくさんの人型機械体アンドロイドを見てきたけど、ここまで自然な笑顔ができる機械って、イリスを除いてはこいつしかいないんじゃないかってくらいだ。

「凪！」

「なぎせんぱい！　ミカエルさんも！」

　帝都のガイドマップを握にぎりしめたシィと、その隣となりには両手に缶かんジュースを抱えたイリス。二人が駆かけてきたのはその時だった。

「よーやく帰ってきたか。ジュース買ってくるって言ってたけど、あんまり遅おそいから迷子になってないかと思ってたぜ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私、半径三十キロ圏けん内ないでしたら凪の匂においを辿たどれます」

「……そこまでいくと逆に怖こわいからやめてくれ。で、どうしたんだよ。二人そろって走って戻もどってくるなんて慌あわただしいな」

「そ、そそうなんです！　ええと、この電車って帝都に行くんですよね」

　息を荒あららげながらのシィ。

「そりゃそうだろ」

「で……でもおかしいんです。帝都に行く高速リニアなら、その前の第88ターミナルで停車するはずなんです。あたし、そこに名物のライチジュースが売ってるの知ってたから、なぎ先せん輩ぱいに頼たのまれたジュースはそこで買おうってイーちゃんと待ってたんです」

「なるほどね。だからこんなに時間かかったのか……って、あれ？　でもイリスにもらったのって」

　俺が握りしめてるジュースのラベルは市し販はんのオレンジジュースだ。名物のジュースでも何でもない。それこそ列車の車内販はん売ばい機きだって売ってる。

「停とまらなかったんです。帝都に行くなら必ず停まる第88ターミナルの駅を列車が素通りしていっちゃったんです。ジュースはそれで遅くなっちゃったんですけど、あの……あたしが言いたいのはジュースじゃなくて」

「わかってるって。列車の進行方向のことだろ」

「────さっき列車が通過したのは第92ターミナルでしたわね。第92ターミナルは帝都の東側にあるので、直進ルートではまず通らない駅ですわ」

　車窓の風景を凝ぎよう視しするミカエルがぽつりと呟つぶやく。

　……どういうことだ。

　俺たちが乗ってるこの列車の行き先は、帝都じゃない？

「イリス、第92ターミナルを通過するルートの最終駅ってわかるか」

「そのルートの最終駅は第96ターミナル。凱がい旋せん都市エンジュですから、覇は権けん戦争の開かい催さい地です」

「……そういうことかよ」

　誰だれにも聞き取られないくらい絞しぼった声で呟いて、俺は奥歯を噛かみしめた。

　──俺たちに選せん択たく権けんはない。

　俺がそもそも覇権戦争に乗り気でないことくらい、連中は知ってるんだ。

　だから俺が帝都に行って文句言うことすらできないよう、帝都行きの列車をルートまで強引に変へん更こうして覇権戦争の古コ代ロ競シ技ア場ムへの直行便に変えてしまった。

「意外でしたわね。覇権戦争の代表者を呼び招くんですもの。てっきり最初に帝都で正式な令状も下ると思いましたのに」

「……向こうも色々あるんだろ」

　俺の隣とミカエルの隣。

　空いてる二つの席に二人が座るのを待って、俺は席から立ち上がった。

「あれ、凪？」

「ちょっと外の空気吸ってくる。ここじゃ窓も開けられないからな」

　立ち上がろうとするイリスを手で制し、車両の前方へと足早に歩いていく。

　…………色々やってくれるよ。

　……ったく。到とう着ちやくまでも一波乱てか。

「凪！　凪！」

「ん？」

　二階の展望席へと上がる途と中ちゆう、俺を呼ぶ声にふり返った。綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつをふわりとなびかせて、両手を後ろに隠したイリスが階段を昇のぼってくる。

「なんだイリスか、どうしたんだ？」

「ジュース忘れてますよ。はい、冷たいうちにどうぞ！」

　にこにこ笑顔の家メ政イ婦ドロボが、両手に持った缶ジュースを押しつけてきた。なるほど、だから両手を背中に隠してたわけね。

「ジュース二本もか？」

「売店のおばさんをお姉さんと呼んだらおまけしてくれました」

「……そういう生活の知ち恵えみたいなのどこから仕入れてくるんだよ」

　しかしまあ、どうしよう。俺だってさすがにジュース二本飲むと口の中が甘ったるくなりそうだしなあ。腹も水ぶくれしそうだし。

「お前も飲んでみる？　いや、でも構造的にさすがに無理か」

「試ためしてみましょうか」

「冗じよう談だんだっての。とはいえ一本余ったのをどうするか………ん。おーい。そこの女の子、ちょうどいいや。コレやるよ」

　展望席から階段の俺たちをぼーっと見下ろしてる女の子。艶つややかな黒くろ髪かみを二つ結びにした彼女を手招きして、俺はもう一本の缶ジュースを手て渡わたした。

「コレくれるの？」

「おう。持っていきな」

「ほんと!?　ありがとうお兄ちゃん！」

　冷えた缶を抱だきかかえるようにして抱える女の子。

　俺たち以外にも客がいたんだな。あの子たち、帝てい国こくに行くつもりだったらどうするんだ。凱旋都市行きに進路を変えられたけど。

　……それとも。

　……知らされてないのは俺たちだけだったのか。

　出るわけもない答えをしばらく考え続けるあまり、俺はジュースを飲むのも忘れて立ちつくしていた。




　　　　３




『凱旋都市エンジュに到着しました。

　どなた様もお忘れ物のないようお気をつけてお出かけください』




「凪、ほら到着しましたよ。早く一階に降りないとみんな先行っちゃいます」

「なんだかんだで着いちまったな」

　イリスに袖そでを引っぱられ、俺は展望席から列車の扉とびらへと歩いていった。そこには案の定、巨きよ大だいな機関銃マシンガンケースを楽々と肩かたに提さげたミカエルが。

「凪、早くきなさい。あなたがクラスの先頭に立たないでどうするんですの」

「俺だってこの先どうすんのか全然知らされてねえんだよ。とにかく駅に降りてみて地図探して、ホテルにたどり着けばいいんじゃねえの？」

「……なんかもう、都会に出張ってきた田舎者ですわね」

「俺に言うなっての。って押すな押すな！　てめーら危ねぇだろうが！」

　ミカエルをはじめクラスの連中にこぞって背中を押され、車外へ。

　と同時。




　割れんばかりの拍はく手しゆが響ひびきわたった。




　ぐるりと駅のホームを埋うめつくす人、人、人。ホームからあふれて線路の中に降りてるのもいる。なんだ、なんだよこのすげぇ大人数の出で迎むかえは！

　しかも。

「嘘うそだろ……」

　俺ら軍学校アカデミーの生徒じゃテレビでしかお目にかかれない将校級の老軍人を先頭に、その後ろにずらりと並んだ数百人単位の部下たち。

　帝都直下の部隊がこんなに？

　あの一人一人が、軍学校アカデミーをトップ卒業したような超ちようエリート集団だぞ？

「統合機動軍司令のカレンダル少将!?　まさか、あの方が自ら帝都から出迎えにいらしただなんて！」

「それに独立機械化歩兵大隊長シッダール中佐……錚そう々そうたる顔ぶれだな」

　目を見開いて声を上げるミカエル。

　その隣では、ユメルダ教官が珍めずらしくも苦笑いを浮うかべていた。

「お前ら、特に凪はよく顔を覚えておけ。あの集団の先頭に並んでいる方々は皆みな、軍用人型機械体アンドロイドの部隊を指揮する独立機械化歩兵大隊の隊長殿どのだ」

「……あの人たちが」

　ミカエルにイリスも例外なく。

　軍用人型機械体アンドロイドである人型機械体アンドロイドが、まず指揮下に入るのが第二機き甲こう師団だって聞いたことがある。そこから独立機械化歩兵大隊ごとに区分けされて帝国各地に配置されるらしい。ていうことはあの爺じいさんたちが、ずっと前にはイリスやミカエルの遠い遠い上司だったってことか。

「久しいなユメルダ嬢じよう。ハリヴェン先せん輩ぱいの様子はどうかね」

　堅かたい靴くつ音おとを響かせて、ずらりと並んだ出迎えから老軍人が前に出た。

　さっきミカエルが統合機動軍司令って呼んでた人だ。

　顔に深い皺しわが刻まれた壮そう年ねんの軍人で頭も白髪しらがばっかりだけど、とにかく直立した姿が精せい悍かんでたくましい。日焼けした肌はだに大きな肩かた幅はば。何十年ていう軍役を経へてここまでのしあがった、まさに現場たたき上げの軍人て雰ふん囲い気きだ。

　……ていうかユメルダ嬢？

　……それってうちのユメルダ先生のこと？

　みんな同時に同じことを考えたんだろうな。クラス全員の視線が、スーツ姿の女性教官に一いつ斉せいに注がれた。

「ごぶさたしておりますカレンダル少将」

　予想どおり、同じく一歩前に出るユメルダ教官。ただ、こっちは何だかいつになくぎこちないというか、はにかみ気味な表情だ。

「父なら無事に手術も終えたところです。早くも入院生活に飽あきてしまって、さっさと退院させろとぼやいてますよ。釣つりができないのが一番の苦痛らしく」

「ふむ。酒は止やめられているのか？」

「少量なら……と言いたいところですが、少将と父が呑のみだすと少量で止まらないのが目に見えているのでミルクでいかがでしょう。そして別件ですが、これでも教え子の手前、お嬢ちゃん扱あつかいは困ります」

「ふはっ、その生き真ま面じ目めさは変わらぬか。あの父にしてこの娘むすめありだ」

　豪ごう快かいな表情で噴ふきだす老軍人。

「ともあれ身内だけでは話が進まぬな。後ろの生徒たちが君の教え子で間ま違ちがいないな？」

「その通りです少将」

「なるほど。──さて、ようこそ宝条軍学校アカデミーの生徒諸君。未来の帝国を支える若き可能性たちよ。我ら一同、諸君らの到着を心から歓かん迎げいしよう」

　ざっ！

　一斉に俺の周囲に響きわたる靴音。何かと思えば何てことじゃない。俺以外のみんなが一斉に少将に向かって敬礼のポーズを取っていただけだ。

　……あれ。俺以外のみんな？

　……やばくね？

「凪・一いち咲さき・ジール二年生」

「うわっちょっらばだばあっ!?」

　少将の隣となりにいる長身の片眼鏡軍人に名前を呼ばれ、慌あわてて敬礼。

「なにやってるんですの」

「……うるせー」

　ひそひそ声のミカエルが背中をツンツン指で突つついてくる。

「第二機甲師団所属、第一独立機械化歩兵大隊の指揮を執とるシッダールだ。凪・一咲・ジール二年生、そして宝条軍学校アカデミーの諸君。帝都そして我ら一同は、諸君ら同志を心から歓迎するものである」

　片眼鏡が妙みように威い圧あつ感かんたっぷりなこの人がシッダール中ちゆう佐さか。

　軍用人型機械体アンドロイドの部隊の命運が、この人の戦術手しゆ腕わんにかかってるって言っても過言じゃない。そんな大役を任されるってことは優ゆう秀しゆうなんだろうな。

「凪・一咲・ジール二年生、君がここに呼ばれた理由を理解しているな」

「……はい」

「結構。それでは君の指揮下に担当官をつける。自分の部下と思って使いたまえ」

「担当官？」

「秘書のようなものだ」

　中佐にかわって説明してくれたのはカレンダル少将本人だ。

「明後日からの三国決戦、帝国司令部は君の保有する機き神しんイリスに軽からぬ期待を抱いだいている。彼女の全性能を本戦舞ぶ台たいで遺い憾かんなく発揮させるのが君の役目だ。──が、それでは君個人に過度の精神負担をかけることになる。それがゆくゆくは本戦の結果にも影えい響きようが出てしまっては困るだろう？」

「…………」

「そこで君自身の負担を軽減するため、専門の秘書をつけるというわけだ。司令部が手配した宿舎への移動、会場の説明、覇は権けん戦争本戦のスケジュール管理もだ。君が自分の手で行うものは一つもない」

「……そうですか」

　素す直なおに喜んでいいのかどうか迷うな。もちろん好意ではあるんだけど、そんな急に手て篤あついもてなしを受けると身構えたくもなるってもんだ。

「それではさっそく──」

「お断りします！」

　しん、と駅全体が静まりかえった。

　あの少将が喋しやべってる時に横入り？　しかも真っ向から反はん抗こう？　誰だれだ誰だ、今の命知らずというか身の程ほど知らずの空気読まない────

「凪には私がいます！　この完全家政婦機関パーフエクトメイドアームズイリスの仲なか睦むつまじいサポートがある限り、凪に秘書なんて要いりません。そんなの一昨日おととい来やがれです！」

「ってお前かよおおおぉぉぉぉっっっっ!?」

　イリスだった。

　よりによって少将の目の前で、左手を腰こしにあてて右手で少将を指さしてふんぞり返ってる我らがダ家メ政イ婦ド。しかもどさくさに紛まぎれて自分のこと誇こ張ちようしやがったな。

「どうです！」

「……不完全神性機関イリス、報告に聞いていたとおりの奔ほん放ぽうさだな」

　当の少将は、目の前に指を突きつけられても眉まゆ一つ動かしてない。人型機械体アンドロイドが人間にって激げつ昂こうするかと思ったけど、口調も表情も平静そのものだ。

「君は、もともと我が軍の人型機械体アンドロイドであると聞いている。ひいては私の部下として戦せん闘とうに参加していた時代もあったと認にん識しきしているが」

「それなら、私もその時代の出力で覇権戦争に参加すればいいですか？」

「なに？」

「帝てい国こくが求めているのは不完全神性機関としての私の力でしょう？　それは私が凪と出会い、修理され、凪と共に預かり受けた力です。凪がいたからこそ得た力を利用したいのは帝国あなたがたの方なのに、私の所有権に関してだけは凪と出会う前のことを主張する。それは矛む盾じゆんではありませんか？」

　ざわり。

　わずかながら少将の鉄面皮に罅ひびが入ったのを俺は確かに見た。そしてそれは、少将の後ろに控ひかえる何十人何百人という幹部候補の連中も同様だ。

　──こんなにも饒じよう舌ぜつに、こんなにも整然と自分の意志を告げる機械。

　──こんなにも自己を主張する人型機械体アンドロイドがいる。

「ほら、凪も何か言ってあげてください！」

「そこで俺かよ!?」

　ちょっと待て洒しや落れにならないぞ。こんな緊きん迫ぱくした場面で、少将をはじめ何百人ていう部下が見てる前で何を言えってんだ。下手したら反逆罪で捕つかまるじゃねえか！

「あ……えと、俺としては」

「構わない。君の所有する可愛かわいらしい機神の言うとおりだ」

　遮さえぎったのはほかならぬ少将本人だった。

「我々は不完全神性機関の力を欲ほつしている。それは覇権戦争のためではない。今後いっそう激化が予想される、幽ゆう幻げん種しゆとの戦争において救世主となる力だと信じているからだ」

　そうきたか。

　頬ほおの内側を強く噛かむ。

　……イリスがいなければ、幽幻種の侵しん攻こうで人にも人型機械体アンドロイドにも犠ぎ牲せいが出る。

　……そうだよ。

　……確かにそれが、俺が言われて一番苦しい名目だ。

「この覇権戦争は、不完全神性機関の力をテストする極きわめて貴重なサンプルだ。そのために最高の環かん境きようを提供しよう。期間中のホテル滞たい在ざい、スケジュール管理、必要なものがあれば何でも用意する。先ほど申し出た担当官もその一つだ」

「ですからそれはおことわ──」

「それが君の造り主。つまりは君の生みの親である人間であってもかな？」

「……………………え？」

　機械であるはずのイリスが、自分の耳を疑うように目を瞬またたかせた。

「──私だ。指示通り待機しているな？」

　懐かい中ちゆうから黒くろ塗ぬりの通信機を取りだす少将。

　話し方からするに、もう会話先の相手と繋つながってるらしいな。

「なに、駅の外で待ちぼうけは退たい屈くつでしょうがない？　それは良かった。ならば今すぐに駅内部のホームまで来たまえ。ああ、そうだじゃっかんの予定変こ……なに？　もう目の前まで来────」

　会話が途と切ぎれた。

　通信が切れたからじゃない。迫はく力りよくある少将の声が、それよりも巨きよ大だいで強きよう烈れつなモーター音に掻かき消されたからだ。

「ちょ、ちょっとなんですの！」

　ミカエルが指さす方向で濛もう々もうと舞まい上がる排はい気き煙えん。耳をつんざく騒そう音おんを響ひびかせて、凄すさまじい勢いで近づいてくるメタリックカラーの車体が一つ。

「三輪ヴィークル!?」

「だ、誰か止めて止めて止めてぇっ！　さっきからこの車ブレーキがきかないの！」

　機械油ですっかり黄ばんだ白衣をはためかせた女性が、あっという間に俺たちの目の前までやってきて────

「いやぁぁぁぁぁぁぁっっっっっ！」

　一いつ瞬しゆんで俺たちの真横を通過するや後方の円柱に衝しよう突とつした。

　ぐしゃっ、と金属がひしゃげる音を響かせてヴィークルが大破。もちろんというか、乗っていた彼女も地面にえげつなく叩たたきつけられたまま動かなくなる。

「う、うぅっ。ブレーキオイルが切れたからサラダ油で代用したのはさすがに自殺行こう為いだったかも……」

　埃ほこりまみれの白衣を叩き、よろよろと這はい上がってくる彼女。

　外見の年ねん齢れいは二十代の前半だろう。

　明らかにトリートメント不足のぼさぼさなオレンジ色の髪かみに、年とし頃ごろの女性なのに化け粧しようっけの欠片かけらもない顔。服にいたっては近所のスポーツ店で買ったような運動着に、研究用の白衣を羽織ってかろうじて体てい裁さいを整えているような恰かつ好こうだ。

　でも、そんな素そ朴ぼくなスタイルがどんなに着き飾かざった姿より似合ってる。

　──俺は。

　──俺は、そんな彼女に見覚えがあった。

「ヨミ」

「はいな少将、早かったでしょ？　到とう着ちやく」

「駅のホーム内をヴィークルで暴走してこいと命令した記き憶おくはないが、まあいいだろう。ここに並んでいるのが宝条軍学校アカデミーの生徒諸君だ。そして先頭にいる彼が────」

「ジール、やっぱりジールじゃない！」

「……よぉ先せん輩ぱい」

　目と目があったと同時。

　ヨミ先輩は黄色い歓かん声せいを上げ、一方の俺は思いきり脱だつ力りよくした悲鳴を上げた。

「うっわ久しぶりぃ！　元気だったぁ？」

「あ……いや、まあ別に。でも先輩は──」

「ねね、聞いたわよ、機械工学科行かないで傭よう兵へい科なんて進学しちゃったんでしょ？　まったくもーったいないんだから。そんなとこ行ってないで私の研究室ラボおいでよ。ちょうど助手がほしくてさー」

「傭兵科の方はまあ……でも今はそうじゃなくて」

「いやー懐なつかしいわねえ。すっかり大きくなっちゃって。見ないうちに──」

「だぁぁぁぁぁっっっ！　落ちつけ、落ちつけって！　ああもうっ。そんな服でくっついてくるから俺の学ランまで機械油でベトベトじゃねえか」

　抱だきついてくる彼女を引きはがし、そそくさと後ろに引き下がる俺。

「ヨミ？　これは」

「凪？　どういうことですの？」

　少将とミカエルが同時に詰つめ寄ってくる。しかも、なぜかミカエルにいたっては妙みように迫力ある不ふ機き嫌げん顔で俺のこと睨にらんでるし。

「どういうことって……いや、えっとな」

「どうもも何も少将、ジールはあたしの後こう輩はいですよ。ね、ジール？」

「……ジールとは」

　不ふ審しんそうな目で彼女を見下ろす少将。けれど当の本人はといえば、その反応が面おも白しろくて仕方ないといわんばかりにニコニコ笑え顔がおだ。

「だってこの子の名前、凪・一咲・ジールだもん。そのままの呼び名ですよ少将」

「……話がいまいち見えないが、つまりヨミ、君は彼と旧知の仲ということかね。そうした前情報は一いつ切さい、私の耳に届いてないが」

「あらやだ。報告をわすれてました」

　くすっ、と意味深な目つきで俺に微笑ほほえみかける彼女。

　……えーっと。

　……そこで俺に振ふるって事は、俺が説明しろってことですか？

「どうなんですの」

　しかもミカエルが妙に怖こわいです助けてください。お前も何か反応しろよイリス……と思ったら、肝かん心じんのイリスも何か怖いくらい無反応。

　あれ、まわり味方がいないぞ？

「だからまあ、昔からの近所づきあいの仲なんだって。俺ん家ちの隣となりの隣がヨミ先輩の実家で、先輩が帝てい都と行くまで時々一いつ緒しよに遊んでもらったっていうか機械いじりの趣しゆ味みに付き合わされたわけ。一緒にゴミ山からクズ鉄漁あさってきて、その半分を売った金で小さな部品買って、モーター組み立てて簡易ロボとか造ったな」

「違ちがうのです、そんなことは聞いてませんわ！　わたくしが聞きたいのは──」

　ヨミ先輩の目の前までずかずか近づいていくミカエル。

「凪、あなた自分の名前は凪でしょう。それが何ですかジールだなんて。一人だけそんな特別な呼び名を許すだなんてズル……じゃなくて、不ふ埒らちですわ！」

「家族名呼ばれただけで不埒呼ばわりかよ!?」

「とにかく、そんな得体の知れない女性にジールだなんて呼ば──………………れ？」

　ミカエルの声がだんだん小さくなっていく。

　それもそのはず。ミカエルの隣にいたヨミ先輩が、突とつ然ぜんに彼女の正面に回りこむや頭から爪つま先さきまで穴が空くほどじーっと全身を覗のぞきこみ始めたからだ。

「あなた」

「な、なんですの突然に！　人の身体からだを眺ながめまわすなんて失礼千ば──」

「あなた、最近メンテナンス怠おこたってるでしょ」

「…………はい？」

　その一言で、今度はミカエルが沈ちん黙もくする番だった。

「ほらまっすぐ立ってみなさい。機関銃マシンガンのケースは地面に置いて。早くする！」

「え……え、あ、はあ」

「ほらやっぱり。水平に対して零れいコンマ数度だけ体幹が左に歪ゆがんでる。あなた、以前に右みぎ肩かたに別パーツを移植したでしょ。ん……、極きよく螺ら７６００番台ね。あれ接合パーツが重いからすぐに新型のが出たのに」

「なっ!?　なんでそれを!?」

「それが原因ね。右肩から上の型番だけ新しいから右半身の接合部の擦こすれが激しくて、それを補うために左足に負担がかかってる。左足の膝しつ関かん節せつと股こ関かん節せつのラバーが損傷してると思うわ。心当たりは？」

「…………あります……わ」

　目を背そむけながらも頷うなずくミカエル。

「今すぐパーツを入れかえなさい。だけど問題は、その重心異常に気づかない三半規管システムの方ね。プログラムの方に何かが──」

「そのセルフチェックはしてますわ！」

「あたしが言ってるのは人間による外部メンテナンス。人間も人型機械体アンドロイドも同じ。人間が自分は健康だって思っても内臓に大きな病気が隠かくれてるように、人型機械体アンドロイドだってセルフチェックの判定アルゴリズムは常に見直さないといけないの。それは本来、あなたが軍用から一いつ般ぱん用に切り替かわった時にするべきことだけど、それを怠ったわね」

「…………」

「いいわ、今夜あたしの研究室にきなさい。摩ま耗もうしたパーツの交こう換かんと、あとセルフチェックモード時の点検をしてあげるから」

　誰だれ一人ひとりその様子に圧あつ倒とうされて言葉も出ない。

　俺だってそうだ。ミカエルがぐうの音も出ないくらい言われっぱなしの場面なんて初めてみた。と思いきや────

「凪どうなってるんですの！　この女性やたら人型機械体アンドロイド工学に詳くわしいですわよ！」

「むしろヨミ先輩のこと何だと思ってたんだよ!?」

　こいつ、先輩のこと何も知らずに言ってたのかよ。

「……とにかくわかったろ。この人、人型機械体アンドロイドつぅか機械工学全ぜん般ぱんに関しては本気で右に出る者なしってくらい凄すごいんだよ」

　あの時。

　肝きも試だめしの海岸沿いで、チビ聖女から聞かされた時点で予感はしていた。




〝軍用人型機械体アンドロイドＳＥ・Ｒ─００１３。

　今から一年と三か月前、機械工学の鬼き才さいヨミ・レッセント博士の指揮の下、対幽ゆう幻げん種しゆ用ＡＩ通つう称しよう『ＩＲＩＳ【希望】』を組みこまれたわ〟




　今なら全すべてに納なつ得とくがいく。

　イリスを造った技術者がこの世界にいるのなら、それはこの人をおいてほかにいない。この人にしか造れるわけないからだ。

「ヨミ。旧ＡＩに、私の製作者としてデータ登録されてます」

　一人静かに成り行きを見守っていたイリスが、じっとヨミ先輩の横顔を見つめる。

　生みの親に会えて嬉うれしいって感じの表情ではないけれど、目をそらさないってことは気になってるってことなんだろう。

「あ、良かった。まだあたしのデータは残ってるのね」

「あなたが私の製作者ですか」

「そうよー。ボディからＡＩから、全行程であたしが監かん修しゆうしたのなんて久しぶり。せっかくだから可愛かわいくしてあげようって、この髪の毛だって熱放射効率を最大限にしつつ、でも触さわった時にサラサラで金属っぽくないように仕上げるの苦労したんだから」

　まるで愛まな娘むすめを愛めでる母親のように。

　ヨミ先輩がイリスの頭を撫なで、銀色の横髪を手で梳すいてやる。

「まったく、あなたの部隊が幽幻種に襲おそわれたって聞いて心配してたのよ。……ジールに拾ってもらって良かったわね」

「凪は私の恩人です」

　おいダ家メ政イ婦ド。

　真顔で言うなっての。恥はずかしいだろうが。

「こほん。歓かん談だんのところに水を差すようだが──」

　シッダール中ちゆう佐さの咳せき払ばらい。

「今の様子を見るにヨミ担当官の件、君たちの合意が取れたと認にん識しきしたが？」

「……どうなんですの凪」

「……どうって言われても。なあイリス？」

「断れる気がしません」

　うん、それが結論なんだろうさ。

　俺にとってヨミ先輩は恩人だしイリスにいたっては生みの親、唯ゆい一いつなぜか不満顔だったミカエルもあっという間に懐かい柔じゆう済みだ。

「よろしい。それではヨミ・レッセント。本日ただいまの時刻をもって凪・一咲・ジールの専属担当官に就つくこと。期限は追って指示する」

「はーい。それじゃよろしくねジールにイリス、それに宝条軍学校アカデミーのみんな。そうと決まればさっそく出発し……と、その前に。もう一人紹しよう介かいしたい子がいるのよね」

「あれ、ヨミ先輩のほかにも？」

「覇は権けん戦争の期間はいろんな国の人が凱がい旋せん都市にやってくるでしょ。何が起きるかわからないから、非常事態を抑おさえるために帝都から特別任務を与あたえられた機き神しんがいるの。そんなわけでほら紫し苑おん！　紫苑てば早く来なさいな」

「……ここ……に」

　ざわりとざわめきたつ帝都のエリート軍人集団。

　その一糸乱れぬ整列が大きく左右二つに割れていく。何百人という隊列が一いつ斉せいに動くんだから、まるで海が割れたような迫はく力りよくだ。

　そして二つに割れた隊列の、その間を歩いてくる人ひと影かげは……？

「人型機械体アンドロイドか？」

　黒くろ髪かみを目の上あたりでばっさり切った髪型の少女。

　鋭えい利りながらも物もの憂うげな眼まな差ざしはどこか浮うき世じみていて、紫苑という名のとおり薄うす紫むらさきの瞳ひとみでどこを見ているのかわからない。まさに機械兵と言えばいいんだろうか。目鼻立ちの整った美人系なのに、表情にまるで乏とぼしくて何だか怖い。

　服もなんだか着物みたいな服で、色味も瞳と同じ薄紫一色に染められてる。

　……あの機神、俺は見たことある気がする。

　……どこでだっけ。でもつい最近なんだけど。

「Orbie Sionオービエ・シオン【真実契けい約やく者】!?　なぎ先せん輩ぱいほら、あの子です。あたしたちがミオ渓けい谷こくに見学に行った時、機神になった人型機械体アンドロイドの話を聞いたじゃないですか」

　最初に言葉を発したのはシィだった。

「あぁ、どうりで見た顔だと思った。イリスも覚えてるか？」

「はい。ミオ渓谷の第三フロア中央展示場で、軍用人型機械体アンドロイドであった当時の記録写真を閲えつ覧らん済みです。容姿、機番ともに98パーセントの一いつ致ちを確認できました」

「98パーセントってことは残り２パーセントは違うのか？」

「眼球の色です。展示された写真によれば、彼女の瞳の色は髪と統一されていたはずです。つまり黒であったはずなのですが」

「機神転生。彼女が機神へと進化した時に現れた外観変化こそ、あの瞳の色ですわ」

　近づいてくる機神をじっと見つめるミカエル。

「あの瞳の紫色は、厳密に言えば蒼あおと緋ひ色いろの混合ですの。それぞれ沁しん力りよく術式によく見られる色で、彼女の戦せん闘とうパターンもそうした術式がメインになるはずですわ」

「詳しいな？」

「おバカさん。言ったはずですわよ。わたくしがまだ軍用人型機械体アンドロイドとして戦場にいた時、機神の一体と同じ部隊にいたことがあるって」




〝こう見えて機神『Orbie Sionオービエ・シオン【真実契約者】』と部隊を組んだこともありますの。機神というのは彼の神性上位存在『禁断水晶アマリリス』の加護を受けた人型機械体アンドロイドで────〟




　模も擬ぎ戦の直前で言ってたやつか。

　言われれば思いだせるくらい間近のことなのに、感覚としては何年も前に言われたことのように昔の気がする。

「じゃあホテルまで移動しましょっか。駅周りの様子は？」

「……異状なし」

　物憂げな表情で機神が小さく頭を上下。

　もしかして、あれが俺たち向けの会え釈しやくってことか。まさに機械的なとでも言うのかな。見た目どおりの無機質な反応だ。

「問題なしね。それじゃ行きましょうか」

「……先導を開始。各自、速すみやかに同行願います」

「シオン！」

　駅の出口に向かおうとした矢先だった。俺の隣となりに立っていたミカエルが急きょ、ヨミ先せん輩ぱいの前にいた機神の前まで駆かけよったんだ。

「……久しぶり、ですわね。まさかこんなところで再会できるなんて」

「ミカエル・ユーティア・ラスカ？」

　物憂げな表情だった機神の双そう眸ぼうが大きく見開いた。

「久しいです。あなたが軍を離はなれたのが７６３日前。……もう、そんなに日が経たちましたか。無事で何よりです」

「わたくしは軍生活から離れてますもの。あなたこそ帝てい都とから辺境まで、帝国中の戦場に出しゆつ撃げきしているって。正直、なんて無茶をと思ったことが何度あったことか」

「……その手の戦果は、司令部が大きく吹ふい聴ちようしているだけです」

　二人は知りあいなのか？

　ミカエルは何だか複雑そうな表情だったけど、話してるうちに少しずつ声に力が戻もどっていってるのが俺にもわかった。対する紫苑もそうだ。さっきまでまっすぐ引きしめられてた口元が、今は少しだけ和なごやかになってるもんな。

「懐なつかしい友人と……出会ったものです」

　小さく呟つぶやいて俺たちに背を向ける機神。

「……これよりホテルへ移動。宝条軍学校アカデミー関係者は同行願います」




　　　　４




　ホテル『星夜見アステリズム』。

　凱旋都市エンジュのちょうど中央部に建設された公営ホテルだ。

　建物内部に大型会議室やプールやスポーツジムはもちろん、結けつ婚こん式しき用のチャペルに映画館まで備えた一大複合施し設せつとしても有名らしい。

「公営だしねー、あたしらみたいな庶しよ民みんも利用できるし宿しゆく泊はく料も意外と安いのよ」

　巨きよ大だいなドーム型のエントランスホールを見み渡わたしながらヨミ先輩。

「……へえ」

「どしたのジール。そんな意外そうな顔しちゃって」

「いや。だって俺らって覇権戦争に出るって聞いてたから。なんかこう、現地の人に注目されて取り囲まれたりするのかなって思ってたんで」

　ホテルの入口で報ほう道どう陣じんが待ちかまえてる可能性だって考えてた。

　俺本人はイリスのことを考えれば大おお騒さわぎにならない方が助かるんだけど、帝国がそんな事情を考こう慮りよしてくれただなんて思えない。

「そういうお披ひ露ろ目めの場も明日あしたあるわよ。覇権戦争の出場国の選手をまとめて紹介する三国会見式。全世界で視し聴ちよう率りつ70パーセント超ごえは確実って言われてるわ」

「その面めん倒どうなのが明日の午前？　それとも午後？」

「全部まとめて明日の昼よ……あれ夜？　ねえジール、夜だっけ？」

「担当官のあんたが俺に聞いてどうすんだよ」

「おっかしぃなぁ。確かにメモしてたと思ったんだけど」

　メモ帳を開いて凝ぎよう視しするヨミ先輩。何十枚という栞しおりと付ふ箋せんが挟はさまってて、ちょっとした辞書並の厚さにまで膨ふくれあがってる。

「手書きのメモ帳なんか使ってっからだろ」

「いいのよ。このメモ帳はあたしの宝物なの。手書きの方が整理しやすいのよ。……ま、会見式はあたしが出るわけじゃないからいっか」

「あんたホントに担当官かよっっ!?」

「後で確認しておいてあげる。それよりホテルの説明の続きしたいの。ほらみんな集合っ！　この大きな昇降機エレベータに乗った乗った！」

「ヨミさん。これが凱旋都市で一番大きいホテルですの？」

　薄うす汚よごれた昇降機をミカエルが睨にらみつける。

「そそ。さっき言ったとおり低層階は宿泊料もすごく安いのでお薦すすめよ。だけど上層階は政府関係者たちを招いたりするゲストルーム仕様で、そっちは例外。向こうは一フロア上がるたびに値段が倍になっていくから」

「……その値段が倍になるという話の上層階を、昇降機が止まることなく昇のぼり続けてる気がするのですが」

「もう着くわよ。────はい、最上階の一つ下、『水中花』のフロアに到とう着ちやく」

　扉とびらが開いたそこは、もう別空間になっていた。

　深海をイメージさせるブルーライトが廊ろう下かを程ほどよく照らし、なんだか水中を散歩してるみたいな印象を感じさせる。

「おおっ、な、なんだかロマンチックです！」

「こんな幻げん想そう的なフロアを貸しきりとは。……これはフロアを探検せねば！」

　どこまでも延びる通路をシィといいんちょが爆ばく走そう。続いて残りのクラスメイトたちが負けじと二人を追いかけていく。

　……さすが。緊きん張ちよう感かんねぇな。

「ジール。ほらこっち。早く昇降機に乗りなさいって。みんな待ってるわよ」

「はい？」

　さっきの昇降機の扉で待ちかまえるヨミ先輩。

「紫苑、あなたはここで待機ね。こっちにはイリスもいるし大たい抵ていのことは何とかなるから、ほかの生徒たちをお願い」

「……承りました」

　わずかに会釈する紫苑。

「え。俺もこっちがいいんだけど」

「なに遠えん慮りよしてんのよ。あなたはこの一つ上の最上階。それも貸しきりなのよ？　こんなの人生で二度とないんだから」

「いや……チビ聖女の陰いん謀ぼうのせいでホテル最上階は良い思い出がなくて」

「だからなにブツブツ言ってんの。ほら来なさい」

　両手首を掴つかまれてずるずる引きずられていく俺。

　くそ、だから俺みたいな貧びん乏ぼう人にこんな場所は似合わないんだって。くっそ、最上階の貸しきりなんて美お味いしい思い、絶対に後でツケが回ってくるってわかるのに。




「……なーんて思ってたけど、こんな豪ごう華かな部屋見せられるとなあ」

　部屋の専有面積３００平方メートル。

　風ふ呂ろとは別にプライベートプールがあって、それに特設シアタールームにビリヤード台、会議室兼けんオフィス。これ全部一つの部屋に入ってるんだぜ？

「凪、報告です！　大発見をしてしまいました！」

　先に部屋の奥へ進んでいたイリスが大あわてで戻ってきた。

「このバスルーム、お湯がすぐに出てくるんです。お湯が出るまで二分もかかる我が家と違ちがいます！」

「それは言うな。ほかには？」

「はい、ベッドがとても大きくて、それにふかふかです」

　枕まくらを胸むな元もとに抱だきしめるダ家メ政イ婦ド。そしておい、なぜ上目づかいになって恥はじらいがちなまなざしを俺に送ってくる。

「……枕が四つもあるんです。これなら今日は同じベッドで寝ねれますね」

「人型機械体アンドロイドが寝る必要ねぇだろ」

「あ、あの。……私ってば寝相が悪いので、凪に抱きついちゃうかも」

「だから寝相の悪い人型機械体アンドロイドなんて聞いたことねぇよ!?」

　……あーもう疲つかれる。

　列車の中でさんざん寝たはずなのに、この気苦労ってのは何なんだろうな。

「ねぇジール。こっちこっち」

　とか考えていた矢先。

　今度はヨミ先輩の声。場所は……リビングの奥からか？

「ん？　なんだよヨミ先輩まで、そこ寝しん室しつじゃねえか」

「そうよー。あたし寝相が悪いからベッドの真ん中でよろしくね。あ、でも枕が四つもあるから、そうしたらジールが真ん中右側に寝て、あたしがその左側にすればいいのか」

「冗じよう談だんはいいよ。先輩も自分の部屋があるんだろ」

「あたしの部屋もここ。専属担当官だって言ったじゃない」

「──はい？」

「考えてみれば一いつ緒しよに寝るの久しぶりよね。十年以上前かぁ。あの時は一緒にキャンプしたりお互たがいの家にお泊とまり会もよくやったわよねー」

「いやさすがにそ……」

「いけません！」

　窓がビリビリと震ふるえるほどの大声が寝室にこだました。誰だれの声かなんて確かめる必要すらない。いまだに枕を脇わきに抱かかえたイリスだ。

「凪は覇は権けん戦争を控ひかえた大事な身！　今日だって家から凱がい旋せん都市まで大移動をして疲ひ労ろうが溜たまっているはずです。そんな凪のベッドに他人が寝ては凪だって落ちついて寝れないのは明白。凪のベッドにヨミが寝るのは断固反対です！」

　おい、そこの完全ダ家メ政イ婦ド機関。

　さっきまったく同じこと俺に言ってたの誰でしたっけね。

「ふぅん？」

　ベッドにうつぶせになった姿勢で頬ほお杖づえするヨミ先輩。なんだか表情がニマニマしてて、なんとも怪あやしげな雰ふん囲い気きだ。

「つまりイリスは、ジールと一緒に寝たいのは私の方ですって言いたいのね」

「！　そ、それは……」

「興味あるわねぇ。その『ジールと一緒に寝たい気持ち』は何が根底にあるのかしら。主あるじへの忠誠の現れ？　それともそう教育されたから？　あなたと寝るとジールが喜ぶと思ったから？」

「え？……あ、あぅ？　……あ…………」

　口をパクパクさせて見る見るイリスの顔が紅潮。

「そ、れ、と、も。あなたまさか、機械であるはずのあなたがジールを本気で恋こい──」

「やめてぇぇぇぇっっっっ！」

「げふぅっ!?」

　イリスが絶ぜつ叫きようとともに投げつけた枕が、ヨミ先せん輩ぱいをはるか後方の壁かべ際ぎわまでふきとばした。

「お、おいイリス」

「知りません知りません！　私は何にも……何にもなんですぅうううううっ！」

　リビングの方向へとイリスが逃にげていく。

　べきっ、めきっ。

　目の前にある高価なテーブルとかソファーとか手当たり次し第だいに蹴けり飛ばして逃げてったけど、まさかこれ俺が弁べん償しようしろとかないですよね。

「ふ、ふふ……プレインストールしておいた上級権限者の設定を破って製作者の私に手を出すとは……我が子ながら成長したわね」

　そして、頼たのむから誰か助けてください。

　吐と血けつしながら愉ゆ悦えつの笑えみを浮うかべる狂科学者がここにいるんですってば。

「ジール」

「ん？」

「あの子に懐なつかれてるみたいね」

　よろよろとベッドに這はい上がるヨミ先輩。それより先に口元の血をふけよと思うけど、本人はそんなのまったく気にした様子じゃない。

「そりゃ皮肉？　あんなダ家メ政イ婦ドどこを探したっていないと思うけど」

「そうね。あんなにも素す直なおに感情を表せる人型機械体アンドロイド、どこを探したっていないわ。あの子ほど積極的に人に近づこうとする機械はいない」

「……？」

「イリスが人に接せつ触しよくしたがるのはどうしてだと思う？　それは、あの子にも『同じもの』が芽生え始めてるからじゃないかしら」

「……同じものってなんだよ」

「あらジール？　あなたがイリスに禁断水晶アマリリスを埋うめこんだ場所はどこだったかしら」

　ベッドの上であぐら座りになる先輩が、自分の胸のあたりを指さした。

「芽生え始めた心。でもあの子には、自分の胸の奥に芽生えたものが何なのかわからない。わからないからジールという存在を通して確かめたがってるんだと思う」

「……で、先輩は何が言いたいんだ。意味深なことばっか言われても」

「それが機き神しんと人型機械体アンドロイドの決定的な違いってこと」

　ベッドの上に座ったまま先輩が俺をじっと見つめる。こういう時、俺は昔から目を合わすことができないでいた。

「ほかの軍用人型機械体アンドロイドや家庭用人型機械体アンドロイドを見た時、それと比べてイリスの感情表現があまりに豊かだと思わなかった？　明らかにＡＩ設定からかけ離はなれた行動をイリスが取ることってなかった？」

「それっぽい場面はいくつかあった……かも」

　矢や継つぎ早に問いただされ、言葉に詰つまった。

　設定したはずのない行動。たとえば海に行ったときは砂すな浜はまで砂遊びをしてたし、ついこの前だって壁かべに留まってるセミを捕つかまえて楽しそうだった。

「だけど、それがどうして機神と人型機械体アンドロイドをわける壁になるんだ？　ヨミ先輩だって、まさか人間みたいな心があれば機械が強くなるなんてファンタジー信じてねえだろ。機械に心があるかどうかは俺もわからないけど、心があるから機神みたいに強くなれるってのは別問題なんじゃないか」

「人型機械体アンドロイドが機神に進化できる条件はたった一つだけ。幽ゆう幻げん種しゆと真逆の属性をもつ神性上位存在の禁断水晶から力を与あたえられること。それは知ってるわね」

　知らないわけがない。

　禁断水晶の力を銃じゆう弾だんにこめれば刻こく印いん弾だんに。

　人に洗礼が与えられた場合で一番わかりやすい例は、エルマリア神教界のチビ聖女だな。

　そして、その洗礼を機械が受ければ機神へと進化する。

「禁断水晶に出会った時のことだけどね、十二体の機神が口をそろえて興味深いことを教えてくれたの。『声が聞こえた。その声に言われるまま進んだら世界門があって、その先に禁断水晶がいた』ってね。それが全員よ？　だとすれば、禁断水晶は自分の声が聞こえる人型機械体アンドロイドを選別してるって結論が導きだせる」

「それ、単に声を察知できるかって意味じゃあないんだよな」

　周囲の音声を聞き取って理解する機能くらい軍用人型機械体アンドロイドは当然に備えてる。そうでなかったら人間の声による命令だって聞けないんだから。

「……きっとこの世界の守護者は、とても心配性しようなのよ」

　背中をそらして天てん井じようを見つめるヨミ先輩。その表情はなんだか、俺にはとうてい説明できない激情に満ちている。そんな気がした。

「禁断水晶から受ける力はとても強いわ。そうね、たとえば人の言うことは全部素直に聞いてしまう人型機械体アンドロイドがいたとして、その子に禁断水晶の力が与えられたらどうかしら？　きっとその子を手に入れて悪用しようとする人間が後を絶たないわね。今の帝てい国こく司令部だって似たようなものよ。不完全神性機関イリスを我が物にするためにアレコレと策を練ってるわ。ジール、あなたからどうにかして所有権を奪うばおうってね」

「っ!?」

　呼吸がひっくり返った。

「いや……もちろんそれは勘かんづいてるけど、さ。……それをアンタがバラしていいのかよ。先輩なんて人型機械体アンドロイド部門の中ちゆう枢すうにいるんだろ」

「あたしは帝国の味方じゃないもん。自分の造った人型機械体アンドロイドの味方だもん。イリスがジールと一緒にいたいって感情を抱いだいてるのはすぐわかったし、だったらあたしはジールの味方するわよ。昔のつきあいもあるしね」

　天井を見上げたまま続ける先輩。

「──話を戻もどすけど、要は、人間の言うことをきくだけの操あやつり人形に強大な力なんて与えてはいけないの。機神としての力の行使を自分で選べる人型機械体アンドロイドでなければいけない。そして、それこそ禁断水晶が人型機械体アンドロイドを選ぶ条件である『自我』だと思う。必要となれば主の命令に反してまでも、機神の力に制限をかけられる確固たる自我がなければ神性上位存在の力を受けるにはふさわしくないの」

　そっか、ようやく見えてきた。

　今のヨミ先輩の話が、ここでさっきの『イリスの胸の奥に芽生え始めたもの』の話につながるってわけだ。

「だけど、まだ不安な点があるかな」

　寝室の扉とびらの向こう。

　さっきイリスが逃げていったリビングの方向を指さす先輩。

「あの子はすごく強い自我を持ってる。だけどその意志で、ジールに全すべてを尽つくすことを選せん択たくしてしまってる。ジールのことが大好きでしょうがないのよ。その何が危険かと言うとね、あたしが言った『必要となれば主の命令に反してまでも～』なんて考えられないってこと。もしも凪が帝都を破は壊かいしろなんて間ま違ちがって、あるいは誰かとジールの命を天てん秤びんにかけた時、あの子は何のためらいも感じないでしょうね」

「……さすがにそりゃ悪い方に考えすぎじゃねえの」

「バラしちゃうけど、それが帝国司令部のもっとも危き惧ぐしてるところなの。我が国最強の戦力になりうる機神が、たとえば主を人質にとられることで他国にひるがえったらどうしようって」

　それは、チビ聖女にも言われたことだ。不幸中の幸いは、イリス自身がそういうの一番嫌いやがる性格ってことだけど。

「あれ……でもさっきの黒くろ髪かみの機神は？」

「紫苑がどうかしたの」

「アイツ、本当にヨミ先輩のいう自我があるのかなって。さっき見たかんじ、とにかく人間に言われるまま従いますって雰囲気じゃない？」

「うん。どうしてなのかな」

「どうして……って。アンタが造った人型機械体アンドロイドだろ。ＡＩ設定も一番詳くわしいくせに」

「あたし紫苑の設計者じゃないわよ」

　あれ、違うのか。

　なんと言ってもイリスを造った実績があるし、機神になった人型機械体アンドロイドの残りもヨミ先輩が全部手がけてるのかとばかり思ってた。

「あたしが製作したのは二体だけ。どっちもあたしの最高に自じ慢まんの子よ。そのうちの一体がイリス。もう一体がHeckt Magnaヘケト・マグナ【剣けん帝てい】っていうの。聞いたことない？」

「ヘケト・マグナ!?」

　剣帝マグナ。

　知らない奴やつなんていない。だって十二体の機神でも段だん違ちがいに強いって言われてて、覇は権けん戦争でも間違いなく主力になるって言われてた機体じゃないか。

「アイツを造ったのってヨミ先輩だったのか」

「うん……でも、もういないんだ」

　ベッドにあぐら座りになっていた先輩が身体からだを倒たおし、背中から仰あお向むけに横たわった。まるで体中から力が抜ぬけたみたいに。

「ついこの前の戦いで、幽幻種の大群と戦ってる時に通信が途と絶だえたの。しばらくして戦場の浄じよう化かが完かん了りようしたって聞いてすぐ飛んでいったけど、マグナらしい人型機械体アンドロイドは倒れてなくて。……きっと身体がバラバラになるまで戦ってたんだろうなって」

　剣帝と呼ばれる理由は、銃じゆうでなく巨きよ大だいな双そう剣けんを自分の武器としていたからだ。

　戦場の最前線に躍おどりでるや、たった一体で無数の幽幻種たちを次々と斬きりふせ蹴け散ちらしていく。その姿はまさしく機神の中の機神。帝国の最終兵器そのものだって、軍学校アカデミーの授業で何度も名前を聞いていた。

　それが────

　その英えい雄ゆうが消息を絶ったのは帝国第三ポート東側ゲート。つまりは俺たちが見学していたミオ渓けい谷こくに一番近い場所だ。




〝破壊されましたわ〟

〝八十時間以上前から戦場で交戦を続けていた機神Heckt Magnaヘケト・マグナ【剣帝】と、三十分前に通信が途絶えたそうですの〟




　俺たち宝条軍学校アカデミーの生徒を助けるために英雄は出しゆつ撃げきし、そして二度と戻ってこなかった。それをヨミ先せん輩ぱいが知らないはずはない。

「すいません……なんて言えばいいか」

「なに言ってんの。宝条軍学校アカデミーの誰だれかのせいにしようなんて思ってないわよ。……あたしの見こみが甘かったの。報告を受けてた規模の侵しん攻こうくらいマグナ一人で止められるって疑いもしなかった。それがこんなことになったなんてね」

　仰向けに倒れた先輩が目を閉じる。

　その瞼まぶたの端はしに、小さな小さな水すい滴てきがあふれたのを見てしまった。

「でもあの子がいなくなって、代わりにいなくなったはずのイリスが戻ってきたってわかったでしょ。なんだかそれで……すごく救われたっていうのは本音。あの子のこと、イリスが継ついでくれた気がしたから」

「…………」

　唇くちびるを噛かみしめるヨミ先輩の横顔を見つめ、俺は十年以上前のことを思いだしていた。

　動かなくなった自作の動力人形。

　どんなにパーツを取り替かえても動かない。もう無理なんだ。動かしすぎて全身がボロボロに欠けて脆もろくなっているから────大人がどんなに諭さとしてもヨミ先輩は聞かなかった。涙なみだを両目いっぱいに溜ためて、自分で造った人形を抱だきしめていた。

　剣帝が戻らなかった夜、きっと同じ思いをしてたんだろう。

「……あー、だめだめ！　湿しめっぽい空気はやめ！　ね？」

　やおら、ガバッと上半身を起こす女性研究者。

「で、何の話をしてたのかしら。剣帝……の前だから……ああそうそう、紫苑の話をしてたのよね。あの子は確かに機き神しんぽくないのよね、でも実力はしっかりあるしで。ちょっとレアな機体かもとは思ってたの」

「先輩が造ったものじゃないなら、どっか別の研究室で？」

「そうなるわね。でもどこで造ったのかしら。紫苑に聞いたら答えてくれるかな。製造コードがわかればすぐわかるんだけど、あたしも今まで自分の研究で忙いそがしかったし。ねね、さっきの赤い髪かみした人型機械体アンドロイドの子は？」

「ミカエルが何か？」

「あからさまに紫苑と知りあいっぽかったじゃない。もしかしたらどこの研究室製かって知ってるかもしれないわよ」

「あー、そっか。なるほど……機き嫌げんのいい時にでも聞いてみようかな」

　ミカエルと話す時は何事もタイミングに気をつけないとな。ていうか自我うんぬんなら、あの紫苑よりミカエルの方がハッキリしてる気がするくらいだ。

　……人型機械体アンドロイドも経験を重ねれば感情表現パターンを学習するとは聞いたけど。

　……案外、ミカエルだって誰か有名な研究者に作られたとかな。

「さて休きゆう憩けいはおしまい。そろそろ凱がい旋せん都市の見学に行くわよ。覇権戦争の会場になる古コ代ロ競シ技ア場ムも見せたいし、今日から本番までのスケジュールも話さないとね」

「ようやく担当官っぽくなったな」

　一つ下の階にいるクラスの連中もフロア探検に飽あきてる頃ころだろう。クラスの皆みんなが見学に夢中になっている時に俺は打ち合わせできるってのが理想だ。

「そんなわけでいくぞイリス」

「…………」

　リビングの壁かべ際ぎわから、そろそろと顔だけ覗のぞかせるダ家メ政イ婦ドさん。あなたいったい何してるんですかね。

「凪、私ってば考えました」

　おずおずと、だけど自信ありげという矛む盾じゆんした口調のイリスさん。

「おう。どうせよくわからんことだろうけど言ってみろ」

「あのベッド、凪が真ん中に寝ねればいいんです。その右に私、その左にヨミ。これで全て解決。みんな幸せです」

「本気でよくわからねぇ!?　俺の幸せはそこにはねぇだろ!?」








　　Phase.3『一人また一人と集まって』




　　　　１




　凱旋都市エンジュ。

　帝てい都とから特急列車で二駅。徒歩でも一時間圏けん内ないにある大都市の一つだ。

　帝都の経済力が爆ばく発はつ的てきに増大するにつれ、凱旋都市に住む人の多くが新事業、新企き業ぎようを夢見て帝都に旅立っていった。凱旋都市ていうのも、帝都の事業で大金持ちになった起業家がエンジュに戻ってくることからつけられたらしい。

「そんな大昔に一人の大だい富ふ豪ごうが酔すい狂きようで建築したのが古コ代ロ競シ技ア場ムってか……」

「そそ。感想は？」

　前を歩くヨミ先輩にそう聞かれ、俺は見たままを素す直なおに口にした。

「でかいのも程ほど々ほどにしろって言いたいな」

　太陽を浴びて鈍にび色いろに輝かがやく円形競技場。

　長径４００メートル短径３６４メートルの楕だ円えん形で、高さ１２０メートル。幅はばだけじゃなく高さも周りのビルより圧あつ倒とう的てきに高い。

「収容人数が20万人だっけ」

「21万人ね。競技観戦とか抜きの避ひ難なん場所としてならもっと入るはずだけど」

「世界中からスポーツ競技者が集まる一大開かい催さい地。……というのは大昔の話で、今はもう幽ゆう幻げん種しゆとの戦いでそんな余よ裕ゆうなくなっちゃったもんね。だからここ百年くらいは使い道がなくて、莫ばく大だいな維い持じコストに困った所有者が売り渡わたしちゃったの」

　それを買い取ったのが帝国司令部。

　老ろう朽きゆう化かした壁へき面めんや天てん井じようを十年以上かけて補強し、現代用に甦よみがえらせた。

「使い道が決まるまでは帝国軍部の屋内演習場だったらしいわ。これだけ大きいから飛空艇ていだって発着できるもんね。それが今回、晴れて覇権戦争の舞ぶ台たいに選ばれたというわけ」

　古いにしえの競技場。

　それが百年以上の時を経へて本来の役目に戻もどったことになる。

「ていうか近っ！　よりによってホテルの真裏かよ！」

「徒歩でも往復できるのがウリよ」

「どうりでホテルの最上階から大きな建物が見えるなって思ったよ。……なまじホテルから全ぜん貌ぼうが見えてたぶん、ありがたみが薄うすいっつぅか」

　駅のすぐ真正面が俺たちのホテル。

　そのホテルのすぐ真裏が、何を隠かくそうこの古コ代ロ競シ技ア場ムだったというわけだ。確かに移動しなくていいのは楽なんだけど…………

「それじゃ内部に入るわよー」

　警備員が十人近く待ち受ける入場ゲート。その真正面へ堂々と乗りこんでいくヨミ先輩。警備員もにこやかな表情だし、さすが、とっくに顔パスなんだな。

「全面改装しただけのことはありますわね」

　ゲートを潜くぐってすぐ、ミカエルが感かん嘆たんの口調で呟つぶやいた。

　ここはエントランスホールらしい。

　空をイメージした蒼そう穹きゆうの壁面。

　天井には最さい新しん鋭えいの高演色発光球が無数に取りつけられていて、淡あわく目に優やさしい光を発している。巨大なテレビモニターも最新の電光技術が搭とう載さいされたもので、まだカタログにも載のってない試験品だ。

「────」

　ふと、ほとんど無意識的に俺は背後にふり向いてみた。

　Orbie Sionオービエ・シオン【真実契けい約やく者】。

　機神の一体が、クラス最さい後こう尾びである俺のすぐ後ろを追って歩いてきてる。

　雰ふん囲い気きは依い然ぜんとして同じ。目鼻立ちのすっきりした美人系の顔だちが、憂うれいを帯びた瞳ひとみと表情で常に曇くもってる印象だ。

「紫し苑おんが気になりますの？」

「お前こそ、アレと知りあいっぽいじゃん。すぐ後ろにいるんだから声かければ？」

「任務中に声はかけられないですわよ」

　小さく苦く笑しようしてミカエルが肩かたをすくめてみせる。

「…………古い友人……………………だけど、彼女には気をつけて」

「……え？」

「何でもありませんわ」

　肩で風を切るように足早に進んでいく人型機械体アンドロイド。そのきらびやかな赤髪が躍おどる背中を、俺はしばし呆ぼう然ぜんと見つめていた。




　古コ代ロ競シ技ア場ムレベル13。

「はーい、13階に到とう着ちやく。ここが客席の最上階よ」

「……まさか全フロア階段で上らされるとは思わなかったけどな」

　額に小さく浮うきでた汗あせをぬぐい、ガラスのバリケードが施ほどこされた客席に近づいていく。

　──広い。

　──なんつぅ広さだよ、これは。

　ヨミ先せん輩ぱいが最上階にまで連れてきてくれた理由がようやく理解できた。

　長径４００メートル短径３６４メートルの楕円形。そんな数字じゃピンと来なかったけど、いざ一望してみると本当に目のくらむような光景だ。

　本当に、向こう側の壁かべがかすんで見えない。

「小学校の校庭の敷しき地ち面積を３０００平方メートルとすると、その四十倍です」

「……そのたとえは逆にピンと来づらいぞ」

　とにかく広い。でも、それはあくまで一いつ般ぱん人基準なんだろう。

　たとえばイリスが本気で戦うとしたら、その流れ弾だまとか攻こう撃げきの余波とかが周りにも及およぶだろうし、それを考えたらこれでも狭せまいかもしれない。

「ヨミ先輩。実は俺、覇は権けん戦争の細かいルールとか当日のこととか全然知らないんだけど。先輩はそういう情報も持ってる？」

「持ってるも何も、司令部関連の人間はとっくの昔に聞かされてるわよ」

「やっぱりかよ、くそ……」

「本当に聞かされてないんだ？　へえ、それちょっとおかしいな」

　腕うで組ぐみしたヨミ先輩が片目をつりあげる。

「いいわ。とりあえず当日の対戦ルールなんかも教えとくわ。まず覇権戦争の全体ルールだけど、帝国とエルマリア神教界と武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにの三国がそれぞれ代表者を三組選出して戦うことになる。これは基本よね？」

　実はそれを知ったのもつい数日前。しかも情報源は帝国じゃない。相手国であるエルマリア神教界の聖女。つまりは今回の大ボスも同然の相手からだ。

　……ほんと、誰だれを信じていいのかすらわかんなくなるよ。

「その三組がそれぞれ一日目、二日目、三日目にわかれて戦うの。戦うときは下の競技場で三国いっぺんね。だからあまり目立ったことしちゃうと、相手二組から集中砲ほう火かを浴びちゃうことになるルール」

「下手すりゃ二対一になるってことか」

「ありえるわね。だけど今回のポイントは勝つことじゃない、自国の代表者──つまりは自国の戦力がどれだけ強いかを示すこと。二対一で集中攻撃しないと倒たおせないってことは、逆にその一国の方が強いって自分から認めちゃうことになるでしょ？　どの国の代表者もそれは避さけるだろうって予想されてるわ」

「おぉ……なるほど」

　見た目の戦い以外にも、複雑な思おも惑わくがからんだ駆かけ引きになってくる。

「いま言った理由のとおり、この戦いは一応の勝者敗者も決めるけど、判定はあくまで決けつ闘とうを見届ける無数の観衆なの。たとえばほら、明らかに勝負が決まってるけど中々ギブアップしない負けず嫌ぎらいな困ったちゃんているじゃない」

「いますわね」

「心当たりがありますです……」

「もう負けず嫌いの塊かたまりみたいな奴やつがいるな」

　ミカエルにシィにいいんちょ。

　ていうか、皆みなさんなぜ俺を横目で見てるんですかね。

「そういう時は圧あつ倒とうしてる側が負けを宣言して決闘を終わらせちゃっても構わないのよ。終始圧倒し、鮮あざやかに敗北宣言して競技場を去る敗者。グダグダ引き延ばして負けを認めなかった勝者。──ね、どっちが恥はずかしいかわかるでしょ？」

「凪なぎ、たまには素直になりなさいね」

「なぎせんぱい、負けを認めるのも勇気だと思いますです……」

「ああ、俺のクラスメイトの無様な姿が全国テレビ中ちゆう継けいだなんて」

「恰かつ好こう悪い凪は嫌いやです……」

「だから俺を一いつ斉せいに見るな！　しかもイリスまで参加してんじゃねえよ！」

　あーくそ。でも実際、こんな大おお舞ぶ台たいに出るメンバーで一番素人しろうとっぽいのは俺なんだろうな。いくら軍学校アカデミーの生徒って言ったって。

「それで代表者の予想って」

「明日あしたの三国公式会見には嫌でもわかるわよ。だけど聞きたい？」

　間かん髪はつ入れず頷うなずく俺たち一同。

　テレビでもさんざん代表予想者が特集されてるし、中には代表者が誰かなんて当てる宝くじまで売られてる。そんな中、もっとも正確な情報を掴つかんでるはずの帝国司令部が一いつ切さいそういう情報を出していないんだ。

「言っとくけど予想だから明日外れてても文句言わないこと。まずエルマリア神教界だけど、初日つまりは先せん鋒ぽうが『十二審しん判ぱん司教』の面々から一人、二日目である中ちゆう堅けんが『四回帰枢すう機き卿きよう』から一人」

「ずいぶんとまあ大物ばかりですわね。エルマリア神教界の重じゆう鎮ちんばかり」

　腕組みするミカエルが苦笑気味に溜ため息いきをついてみせる。

「そりゃあ国の威い信しんをかけた戦いだもん。でも強そうなのは階級だけよ。エルマリア神教界の高位術者はもっぱら幽幻種の魔ま笛てきを浄じよう化かしたり結界を張ったりが得意って言われてるから、直接の戦闘は不得手だろうって見方が強いわね」

　そっか。偉えらい連中って、戦場の前線には中々出ないもんだからな。帝国の大将中将クラスのお偉いさんだって必ずしも銃じゆう器きの名手ってわけじゃないだろうし。

「ただし、そんなエルマリア神教界でも最終日の大将格だけはまったく予想がつかないの。かの大国が永らく待ち望んでいた聖女がいよいよ姿を現すって話だしね」

「あれ？　それって紗しや砂さ・エンデンス・凜りん・ケールさんですよね？。あの人だいぶ前から帝国の機密フォルダにも情報が上がってたような」

「長い黒くろ髪かみの中年女性のことなら、彼女は偽にせ者ものよ。本物は別にいるって話題になってるわ。伝説の聖女エルマリアの後こう継けい者しやが初めて姿を現すって」

「ええっ!?　そ、そうなんですか！」

　声を上げて目を丸くするシィ。その真横のミカエル、背後のいいんちょも同じ表情だ。当の俺はほかならぬ本人からそれを教えてもらったから平然としてられるけど、今ここで初めて伝えられてたら三人以上に動どう揺ようしてたかもな。

「次に武宮唐那国ね。……その前に、ミカエル。あなたに一つアンケート」

　ヨミ先輩の突とつ然ぜんの名指しにかるく首を傾かしげるミカエル。

「わたくしですか？」

「そう。この下の競技場の長径４００メートル。軍学校アカデミーの体育で必修講義に組みこまれているとおり、この距きよ離りが人間が全力で走りきれる距離ギリギリって言われてる。そこで人型機械体アンドロイドのあなたに聞こうかしら。軍用装備を外した状態で、あなたなら何秒でこれを走破できるかシミュレートしてみて」

「五百回の試行トライアル平均で16・12秒ですわね。あくまで無風環かん境きよう下かで」

　間髪入れず答える赤あか髪がみの人型機械体アンドロイド。さすが、ヨミ先輩が言い終える前から何を聞かれるか予想して演算開始させてたな。

「それがちょうど武宮唐那国の下級護士の走行タイムくらいかな」

「……はい？」

　思わず聞き返す俺たち。

「私たち帝てい国こく軍部が禁断水晶アマリリスの力を銃じゆう弾だんに付ふ与よして刻こく印いん弾だんを精製するように、武宮唐那国も同じ技術を武器に施してるわ。違ちがうのは、帝国が重火器を使うのに対してアッチは剣けんや鎗やり、弓に刻印を施すこと。それを使って彼らは幽ゆう幻げん種しゆに肉弾戦を挑いどむ。時に無む謀ぼうとか原始的とかって勘かん違ちがい報道もされるけど、あの武人たちはそうやって何百年という長きの侵しん攻こうを食い止めてきたの」

　剣や鎗それに弓で幽幻種をか。

　最新式の重火器使ってかろうじて撃げき退たいしてる帝国からすれば、なんかもう大昔の伝説を聞いてるみたいな話だよな。

「その過か酷こくな修しゆ行ぎようから錬れん成せいされた強さは尋じん常じようじゃないわよ。下級護士で軍用人型機械体アンドロイドの運動スペックとほぼ互ご角かく。上級護士の一部には帝国の機き神しん並の強さをほこる伝説じみた武人もいるとか」

「なんだよ先輩、部屋にこもって開発しかしてないかと思いきや情報通じゃん」

「──って、このレポート紙に書いてあるわ」

「カンニングペーパーの丸読みかよ!?　どうりでボソボソ喋しやべりだと思ったよ！」

「とにかく武宮唐那国の戦力をなめちゃいけないわ。で、肝かん心じんの代表者三組だけど、三日間とも当然に、普ふ段だんなら国の上級官職の護衛をしてる上級護士が出てくるでしょうね。初日が序列三位で二日目が序列二位。そして最終日が序列一位。つまり皇こう帝てい直属護衛となる最上位護士が出てくるはずなんだけど、こっちも不気味なのよねぇ……」

　腕組みしてヨミ先輩がしかめ面つら。

「ツァリ。ほんと突然に武宮唐那国の最上位護士に躍りでた護士。だけどその直近に記録されていた護士リストに彼女の名前は無いの。コネか何者かの推すい薦せんなのか。……あ、いま彼女って言ったのは『一応』ツァリが女性だっていう武宮唐那国側の発表に準じゆん拠きよよ。ねえジール、男として女には負けられないんじゃない？」

「……いや女っつっても」

　並み居る男の猛も者さどもを蹴け散ちらして皇帝直属護衛になるような奴だろ。こういっちゃなんだけどゴリラ並にゴツくて太い外見しか想像できないんですが……

「ヨミさん、それで肝心の我が帝国戦力ですが、やはり明日の公式発表までは教えてもらえないんですか」

　カメラを構えたいいんちょがピントをヨミ先輩に。

「え？　ジールから聞いてない？」

「もちろん。おい凪、覇権戦争のことは何一つ聞かされてないんだったな」

「おぅ。自じ慢まんじゃねえけどうちら以外の二組なんてヒントも教えてもらってねぇよ」

「……ジール、あなた本当に代表者？」

　半分呆あきれたまなざしで俺を見つめるヨミ先せん輩ぱい。そういや同じことミカエルにも言われた気がするぞ。

「んー、代表者のジールに帝国側の二組の情報すら言ってないって変ね。変ていうかちょっと異常だけど──まあいいわ。それはあたしが教えればいいから」

「おう。それで残りの二組ってのは？」

「結論から言っちゃうと、まあ予想どおりジールとイリスは最終戦よ。残りは今いる機神から二体が選出予定。ただし、その六体は帝国辺境の警備もあるから、どれが選ばれるかって本当にギリギリになるまで決定されないらしいの。なおさら観衆は、今の時点で公式発表されてるあなたたちに好こう奇き心しんを向けてるってわけ」

「凪、頑がん張ばってくださいね」

「だからお前がメインなんだって……いや、俺もお前に戦えって言う気ないけどな」

　どうすればいいのかな。

　とにかくこっちは、真ま面じ目めに当日に戦う気なんてさらさらない。

　当面は、最終戦をうまく棄き権けんする方法を考えておかないとな。今まで決めかねてたのは覇は権けん戦争の詳しよう細さいを全然知らされてなかったのが理由だけど、もう明後日あさつてから本戦初日を迎むかえてしまう。

　……ヨミ先輩だけには事前にホントのこと話しといた方がいいのかな。

　……今さら最終日にチビ聖女と戦うってか、そんなのアホらしいし。

「一階に戻もどるわよジール」

「なぎせんぱい、呼ばれてますですよ」

「っ！」

　真後ろからシィに肩かたを叩たたかれて、びくっと全身が痙けい攣れんした。だけどそんな俺より、肩を叩いたシィの方がもっと驚おどろいた表情で。

「……せんぱい、少しぼーっとしてたみたいだけど大だい丈じよう夫ぶですか」

「あ、ああ。何でもない」

「でも、いつもなら『おう！』って言いますです……なのに今は……」

　海を思わせる真っ青な双そう眸ぼうが俺の顔を覗のぞきこんでくる。

「あの、何かあったら……あたしで良かったら本当にいつでもお話を聞きますから。相談なんて堅かた苦くるしいことじゃなくていいですから」

「わかった。でも、ま、当分の間は大丈夫だと思うぜ」

　軽く手を振ふって応こたえ、急いでヨミ先輩を追いかける。

「さあホテルの会議室へ直帰よ。そこで午後からの細かいスケジュールを話すから。ジールも、そろそろ帝国司令部の偉い人との面談も増えてくるから」

「だから俺そういうの興味ないのに」

「目を開けたまま寝ねてればいいのよ。あたし研究で徹てつ夜やの時はいつもそうだもん。イリス、会話データはあなたが保管しておきなさい」

「了りよう解かいしました。凪は気き兼がねなく寝ていてください。ただし目は開けたまま」

「……いや無理だろそれ」

　漏もれそうになるあくびを噛かみつぶして、俺は古コ代ロ競シ技ア場ムを後にした。

　──背後に感じる視線。

　──俺の後を無言でついてくる機神・紫苑の視線に気づかぬフリをしたまま。




　　　　２




　午後七時。

「なーぎー、ホテルの中を見学にいきましょうよ。こんなに素す敵てきなホテルに泊とまってるのに凪ったら戻ってくるなり寝るなんてヒドイです！　ねーねー、ねーったら」

　ゆさゆさ。

　いや、ガクガクッていうのが正解なんだろうな。ベッドにしがみつく俺を引きはがそうとイリスが両肩を激しくゆさぶってくる。

「あー……ずっと会議会議で疲つかれてんだよ。少し仮か眠みんさせてくれって」

　昼飯を食べて午後すぐのことだ。

　それこそ運動会ができるんじゃないかってくらい広い特別会議室に招待されて、そこで俺たちを待っていたのは帝国司令部の幹部たちだった。

「凪でも緊きん張ちようするんですか？」

「……お前は何かを勘違いしてるようだけど、俺はもともと繊せん細さいなんだよ。つぅかお前こそ真面目に話は聞いてただろうな」

「退たい屈くつでしたので目を開けたままスリープモードで待機してました」

　だと思った。なに聞かれても自分の名前しか答えねぇんだもん。「帝国の軍部に戻る気はあるか？」って質問に『私の名前はイリスです』はねぇだろ。

「ちなみに面おも白しろい内容でしたか？」

「……マジで完全スリープモードだったのな。いいや。いっそ俺も目を開けたまま眠ねむりたいところだったけど」

　まずは真ん中の席に座ってたワイライト中将から一言という名のご挨あい拶さつ。

　これが一言どころか三十分経たってもまだ終わらねぇし。要約すると「幽幻種ヤバイ。帝国ヤバイ。今の若者だらしねえからもっと頑張れよ」の三語で済むんだけど。

「途と中ちゆうからの覇権戦争のことは聞いてた感じがするけどな？」

「横からヨミに起こされました。次はあたしが寝る番だからアンタが起きてなさいって」

「なんつぅひでぇ理由だよ……」

　そういえば覇権戦争の話になってからは会場の雰ふん囲い気きも違ったな。

　何が一番違うかって、向こうのお偉いさんが一方的に喋る立場から、俺やイリスに色々と質問してきたってのが大きかったと思う。

　覇権戦争の意気込みは？

　最終日の戦いにおける勝算をどれだけ見こんでいるのか？

　矢や継つぎ早に聞かれたせいで俺も「はぁ……」とか「何とも……」って答えが多かったけど、唯ゆい一いつ向こうが何度も聞いてきたのが「不完全神性機関イリスに命令できるのは本当に君だけなのか？」ってことだったな。さすがにそこまで直接的な聞き方はしてこなかったけど、あれこれ問い方をかえて繰くり返してたから間違いない。

　──覇権戦争すら二の次。

　──それが司令部の一番確かめたいことなんだろう。

「凪、何か心配してますか」

「……顔に出てたか？　あーそういやシィにも心配されてたもんな」

　あんまり他人に心配かけるの好きじゃねえし、なるべく普段どおりを装よそおってるつもりなんだけど。

「大丈夫、私がついてます」

　子供のように無む邪じや気きな笑え顔がおでイリスが俺の顔を覗きこんできた。

「あの人たちの顔は記録しました。帝国司令部が凪を困らせるようなことがあれば、あの人たちを地の果てまでも追いつめて壊かい滅めつします」

「幽ゆう幻げん種しゆより怖こわっ！」

「私はいいんです。でも凪を困らせるようなことだけは許せません！」

　拳こぶしを握にぎって力強く宣言するダ家メ政イ婦ド。

「へえ。俺を困らせるようなことはダメ？」

「もちろんです」

「よし、じゃあ俺は寝る。今のお前が睡すい眠みんの邪じや魔まするのが一番俺を困らせてるんだからな。ホテルの見学は仮眠してから一いつ緒しよにいってやるから」

「ソレとコレは別問題です」

「だからなんでだよ!?」

「そういえばもう夕食の時間ですね。二階ホールのレストラン『曙しよ光こう』に集合だそうです。今日はホテルのレストラン総料理長が凪のために特別メニューを考えてくださったそうですよ」

「……だから俺、こういう時には食えないんだって。胃腸弱いから」

　俺の必死の抵てい抗こうもむなしく。

　ほとんど連行されるような力ずくで、俺は自分の部屋を後にした。
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「凪どうした、食事制限中か？」

　ローストビーフを山盛り皿にのせたいいんちょ。

「皿に何も取ってないじゃないか。そんな小食どころか無食では明後日からの本戦で応おう援えんもできないぞ」

「俺はちょうど来たところなんだよ。……お、立食形式なんだ？」

　レストランの中央部にあったはずのテーブルが綺き麗れいに撤てつ去きよされて、そこが俺たちのいる歓かん談だんスペースというわけだ。料理はその外側のテーブル上に配置された銀色のプレートに盛りつけられている。……いや、盛りつけられていたか。

　普ふ通つうならとても食べきれないボリュームの料理が、まるで溶とけるように減っていく。さすがは我が傭よう兵へい科。男だけじゃなく女子も食べる食べる。

「凪、あそこの豚ぶたバラ煮にこみはどうだ。うまいぞ」

「……だから俺が胃腸弱いの知ってるだろ。ここんとこ考え事多くて頭痛いし食しよく欲よくねぇしで大変なんだって」

「なぎせんぱい！　そんなせんぱいにお薦すすめの料理がありますです！」

　俺の後ろから肩をつんつんと突つつくシィ。

「あそこの小さなグラスに入ったゼリーみたいなの。香こう味み野菜のムースと特製ドレッシングのジュレで食べ口もすごく爽さわやかですよ。オードブルにもちょうどいいと思います」

「へえ。あの綺麗なやつか」

　シィの指さした料理はちょうど俺の目の前だ。女の子のお薦めというだけあって、クラスの女子がさっきから一人二つか三つは手にとって持っていく。おかげで周りのプレートの中でも減り方が際きわだってるな。

「その野菜ジュレ、既すでに一回空っぽになったので追加をお願いしたのが目の前の分ですよ。主役のなぎせんぱいが食べれてないのはまずいだろうって」

「そんなに人気なのかよ。じゃあ一個もらうか」

　鮮あざやかな緑色のムースが盛りつけられたグラスを手に取る。

　ええと、ほかはどうするかな。さっきまで眠くてしょうがなかったけど、さすがにこんな豪ごう華かな料理を前にすると食べなきゃ損て気にもなる。

「イリス、お前は？　さすがに飯食えねぇと退屈だろ」

「料理の映像を記録中です。家に帰ったら凪に同じものを作ってあげますね」

「マジかよ。そりゃすげえな」

　だから料理のプレートを食い入るように見つめてたわけだ。なるほど、映像データから調味料や調理方法を分ぶん析せきしてるってわけか。

「ただしこれらの料理、どれも食材の原価が我が家の経済規模を凌りよう駕がしています」

「というと？」

「赤字にならないためには食材のグレードダウンが必要です。たとえばコレ──」

「ビーフストロガノフがどうかしたか」

「これを再現した場合、スーパーで賞味期限ギリギリ三割引特価の牛肉を使い、ソースも市し販はんのカレールゥでの代用になると思われます」

「単なる我が家のカレーじゃねえか!?」

「向こうにある海の幸さちとキャビアの宝石サラダですが、あれも残念ながらスーパー特価のレタスとプチトマトのサラダに落ちつくかと」

「落ちつくってレベルじゃないですよ!?　つぅか海の幸はどこいった！」

「……くっ。可哀かわい想そうな凪。我が家の修しゆう繕ぜん費ひがもう少し抑おさえられていれば」

「何がアホらしいかって、美容体操の回し蹴げりで我が家のダイニングを吹ふき飛ばしたお前にだけは同情されたくねぇよ」

　とにかくイリスの言う再現料理があてにならないってことはわかった。それならシィやいいんちょみたいに食べられるだけ食べた方が良さそうだな。

「ねえユトも、ユトもー」

「おう。そうだなユトも食え食え。ほらこの肉なんか…………ユト？」

　はて、ユトって誰だれだ。

　真後ろから呼びかけられたせいで反射的に答えたけど、うちのクラスにそんな名前の奴やついなかったような。

「凪、この子ではないですか」

　イリスが見下ろす視線の先に────

「ユトも、ユトもご飯食べたい！」

　艶つややかな黒くろ髪かみを二つ結びにした幼い女の子だ。好こう奇き心しんがそのまま形になったような大きな黒こく瞳どうに天てん真しん爛らん漫まんな笑顔、空色のワンピースが似合ってる。

　……あれ、この子どこかで見たような。

「凱がい旋せん都市に入る前の列車で出会った女の子と情報が一いつ致ちしました。凪が余ったオレンジジュースをあげた女の子です」




〝コレくれるの？〟

〝おう。持っていきな〟

〝ほんと!?　ありがとうお兄ちゃん！〟




「あーっ。そうだよな、会った会った。考えてみりゃ同じ列車なんだから凱旋都市に来てるのも当たり前だもんな」

「ただし彼女がこの会場にいる理由が不明です。宝ほう条じよう軍学校アカデミーのクラス及および帝てい国こく司令部との会食の場ということで関係者限定になっているはずですので」

　だよなあ。ていうことはこんな十歳にも満たなそうな女の子が帝国司令部の関係者？　いやまさか。

「軍部幹部の家族である可能性はどうでしょう」

「せいぜい考えられるのはそれくらいだよな。でなきゃさすがにレストラン前のチェックも抜ぬけられないだろうし。飯も大量にあるんだからいいんじゃねえの」

　顔を見合わせ、互たがいに肩かたをすくめる俺とイリス。

　と。

「あーーっ、ツァ……ユトっ!?　だめじゃない、ホテルで待ってる約束だったのに！」

「ヨミ先せん輩ぱい？」

　あいかわらず研究服なヨミ先輩が一目散にこっちへ走ってくる？　と思ったら、先輩がユトって女の子の首根っこを問答無用で掴つかまえたじゃないか。

「こらぁ！　あんだけ念押ししてたのに。あたしのとこ来るのは夕食が終わってからって話だったでしょうが」

「おいおい先輩、いくら親しん戚せきだからってそれはやりすぎじゃねーの？」

「親戚じゃないわよ」

　あれ、違ちがうのか。なんかめちゃくちゃ親しげっつぅか、いきなり首根っこ掴まえて怒ど鳴なるくらい近しい間あいだ柄がらって……

「まさか先輩の子供!?」

「──と、騒さわぐバカは放ほっておくとして説明していいかしら」

「結構です」

「おいイリス、お前まで冷静にそんなっ、どっちの味方だよおい」

「この子は一応あたしの知りあいなの。友だちっていうと語ご弊へいがありそうだけど、あたしが急がしい時にお手伝いとかしてくれて重宝してるんだけど……」

　首根っこを掴んだ手を離はなさぬまま、先輩がじっと幼女を睨にらみつける。一方のユトって子は相変わらずニコニコしてるし、確かに初めての間柄ではなさそうだ。

「時々、こうやって言うこと聞かずに勝手にフラフラしちゃうのよね。おかげであたしの仕事が増えることが多々あって」

「？　ユトお腹すいたのー」

「ここで余ったの持っていってあげるっていったじゃない。ほら、とにかく──」

「まあまあ先輩」

　首根っこを掴んだまま外に連れて行こうとする先輩を押しとどめた。

「別にいいんじゃねえの、後で持っていくったって冷めちまうだろ。飯は温かいうちに食うのが一番だって」

　非の打ち所がない素す晴ばらしく人道的な提案。

　のはずが。

「…………へえ」

　当のヨミ先輩が、なんだか妙みように冷めた目線を送ってくるじゃありませんか。

「ねえねえ聞いたイリス？　ジールったら小さい子には甘いのね」
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「驚きよう愕がくの事実です。凪にまさか少女育成趣しゆ味みがあったなんて。小さい子を狙ねらって自分好みに育て上げるつもりではないかと……」

「ねー。こーんな良いオンナが二人もいるのに。ジールにとっちゃ十六歳以上は女にあらずってわけよ。昔はあんなに純じゆん粋すいで可愛かわいかった少年がこんなに歪ゆがんじゃって」

　ひそひそ。ひそひそ。

　なあ、そこの密談めっちゃ聞こえてるんですがね。

「なぎせんぱいが幼女好きだったなんて。あたしが勇気だして色々恥はずかしいこともしてたのに……ふり向いてくれない理由ってそれだったんですね」

「いかんな凪。年下好きというのは悪くないが、目をつけるのはせめて小学校高学年になるまで待ってからでもいいんじゃないのか。さすがに今は犯罪だ」

　ひそひそ。ひそひそ。

　……もうやだこのクラス。小さい女の子に優やさしくしたらコレかよ。あといいんちょ、小学生は高学年だって十分犯罪だから気をつけろよ。

「とりあえず飯はいくらでもあるんだから誰が食ったっていいだろ。俺もまだ全然食べてな…………ん？」

　俺の周りがうるさいのはさすがに慣れっこだけど。そういや、普ふ段だんなら必ず首を突つっこんでくるクラスのまとめ役が静かじゃないか。

　目を向ければ会場の隅すみ、誰の会話にも加わらずにいる赤毛の人型機械体アンドロイドが。

「よぉミカエル。どうしたんだよ黙だまりこくって。ずいぶん静かじゃねえか」

「幼女好きのザ・変態とでも罵ののしってほしいと？」

「もう勘かん弁べんしてくれそのネタは……」

「────」

　なんだよ、また黙りか。

　いよいよ本格的にいつもと違う。このまま何となく居い心地ごこち悪いから離れられればいいんだけど、なんかそれも後味悪いしなぁ。かといってミカエルがこんな静かなのって初めてだから、どんな話題をふるのがいいのか想像もつかないってのが問題だ。

「今日は良い天気だったよな」

「…………」

　外れ。

「よぉ、今日も相変わらず髪かみの毛真っ赤だな」

「何をバカなこと言ってるんですの？」

　これも外れか。でも嫌いやみで反応してくるぶん、きっとこっちの方がまだ彼女にとっちゃ話しやすいっつぅか気になる話題ではあったんだろうな。

「さっきから何ですの。あなたのための食事会なんですからお腹いっぱい食べた方がいいのでは？」

「いや、だってお前だけ静かなんだもん。気になって飯に集中できねえだろうが」

「静かなのはわたくしだけではありませんでしょう？」

　空のグラスを傾かたむけるミカエル。シャンデリアの光を浴びるグラスの縁ふち。その鏡面に照らしだされる人ひと影かげは──

「なるほど、紫苑が気になってたってわけか」

「声が大きいですわ」

　窘たしなめる口調で、強く短くつぶやくミカエル。

　そう。彼女がそっと盗ぬすみ見ている視線をずっと辿たどった先には、薄うす紫むらさき色いろの瞳ひとみをした少女型の機き神しんが直立不動で立っていた。

「友だちなんだろ？　向こう行って話してくりゃいいじゃん」

「彼女は警備中です。わたくしから話しかけて仕事を放ほう棄きさせるなんて言語道断ですわ」

　相変わらず固い奴。

　……でも、同じ頭の固さでもミカエルと紫苑はやっぱり違う気がする。

　ミカエルの頭の固さってのは彼女の意志みたいなのが見え隠かくれしてる。だけど紫苑から感じる雰ふん囲い気きってのは、無機質っつぅかただ命令を忠実にこなすっていうタイプの固さな気がしてならないんだよな。

　──そこに自我なんて存在しないかのように。

　だけどヨミ先輩の話じゃ、機神はみんな自我を持ってるって話だったよな。

　それが本当に、あの紫苑にもあるっていうのか？

「…………」

　でも、聞けやしないよなぁ。

　腕うで組ぐみしたまま紫苑をじっと見つめるミカエルになんて、きっと「わたくしの心情にズカズカ土足で入ってくるなんて最低ですわ！」とか言われるに決まってる。

　しょうがない別の話題を無理やり探すか。

「そういえば古コ代ロ競シ技ア場ム前の傭よう兵へいたち見たか？　みんな最新式の電磁スコープ付き機関銃マシンガンだぜ。しかも刻こく印いん弾だんも軽量化しつつ強力になったっていうし」

　ピクっ。

　ミカエルの耳が器用に揺ゆれた瞬しゆん間かんを俺は見み逃のがさなかった。よし、やっぱこういう話題の方が食いつき良いのは間違いないな。あと一押しか。

「そういえばアレはどうなったんだ？」

「アレとは」

「ヨミ先輩から言われてたじゃん。肩だか足だかのパーツを軍用時代に入れかえたせいで、全身のバランス悪くなってるんだろ。おまけにセルフチェックのプログラムも甘くなってきてるって話だし」

「そう、それなのですわ！」

　よしよし。聞いてるこっちが驚おどろくくらいの勢いでミカエルがふり向いた。やっぱりだ。人型機械体アンドロイドのこと──それも自分のことなんだから気にならないはずがない。

「普段は気にも留めてなかった姿勢制せい御ぎよのズレなのですが、いざ指し摘てきされると気になるものですわね。四六時中、歩いてる時もこうして立ってるだけの時も半身に力みが偏かたよってることに違い和わ感かんがありまくりですの」

「そうか？　俺には普通な気がするけどな」

「わたくし本人が気にも留めてなかったズレですもの、他人がぱっと見た目だけで気づくようなものではありませんわ。あのヨミという技術者……正直ちょっと苦手意識もあるのですが、腕うでは確かなようですわね」

　釈しやく然ぜんとしない面おも持もちでミカエルが右腕を回しはじめる。と思ったそばから、今度はその場で屈くつ伸しんを始めやがった。こんなパーティー会場でだぞ？

「まてまて、ここは軍学校アカデミーのグラウンドじゃねえぞ。場所を選べっての」

「だって本当に気になるんですもの……」

「ったく。そんな気になるなら俺が見てやろうか？」

「……はい？」

「こう見えてヨミ先せん輩ぱいには昔っから鍛きたえられてたからな。直す場所さえわかってりゃ簡単だっての。摩ま耗もうしたパーツの交こう換かんと周辺部位の洗せん浄じよう、あと筋きん繊せん維いの油圧調整かけて最後にセルフチェックモードの修復だろ」

「……え。あ、あの……な、凪が……わ、わたくしのボディを………診みると………」

「おう。ヨミ先輩さっきから酔よっぱらった司令部の偉えらい人に絡からまれてっからな。こりゃ飯終わった後にも二次会三次会連れていかれそうな感じだし。お前が気になって仕方ないってんなら早く直した方がいいだろ？」

「あ……あぅ……で、ですがそのぉ…………」

　徐じよ々じよにミカエルの頬ほおが赤らんでいく。

　それとともに、なぜかもじもじそわそわと落ち着かない様子になってきてるじゃないか。なんだ、これは怒おこってるのか？　俺の腕が信用されてないのかな。

「…………」

「やめとくか？」

「そ、そういう意味ではありません！……わ、わか……わかるますた！　で、ではお願いしますわ！　そ、そういうことなら今夜十二時に──」

「おう。それならほら、服脱ぬげ」

「……脱……？」

「だから制服脱がないと肩かたの接合部見れないだろ」

「あ、あの凪？　でもあのその、わたくし……ほら、そういうことは……誰だれもいない暗がりで二人っきりの方がいいなぁって」

「暗いとこで修復なんかできねぇだろうが。それに今はヨミ先輩も担当官っつぅことでヨミ先輩から勝手に離はなれちゃまずいだろうし、イリスにも心配かけ…………ん？　ところでお前急に椅い子すなんか振ふりあげて何す──────ぐはぁっ!?」

「凪のドドドドド鈍どん感かんっ！　もう知りませんわ！」

　ミカエルの投げつけた椅子に吹ふき飛ばされ、俺の身体からだは高々とパーティー会場を舞まったのでした。




「……う、っく？」

「あ。目が覚めましたか」

　イリスだ。

　真上からふりそそぐ照明がまぶしくてなかなか目を開けられないけど、俺のすぐそばで聞こえる声はイリスの声に間違いない。

「……ここは病院か？　俺は生きてるのか？　手術は無事に成功したんだな」

「ここはホテルの凪の部屋です。そしてミカエルに吹き飛ばされた件を心配してるなら、特に命に別状はありません。ええ、命の方は……命だけは………………」

「なんでそこで意味深に沈ちん黙もくするんだよ!?」

「冗じよう談だんです。でも本当に大だい丈じよう夫ぶですよ。ユメルダ教官が言うにはお腹に青アザが出来てるくらいで済んだそうです。あと数日は血けつ尿にようが出るくらいで」

「それ結構キてるんじゃねえのかよ……」

　悲鳴なのか咆ほう哮こうなのかもわからない声を上げて跳はね起きる。

　あいてて……なんだ。膝ひざとか足首も痛ぇじゃん。こりゃ結構な勢いで床ゆかに叩たたきつけられたっぽいな。あれだけ高々と吹き飛ばされたんだから当然か。

「ん？　いま何時だ。外ってこんな暗かったっけ」

「夜の十一時です。夜の七時三十八分に凪が吹っ飛んで三時間強が経過しています。とっくにパーティも終わっています。いらっしゃっていた帝てい国こく司令部の幹部から私が名めい刺しを受けとっておきましたが、ご覧になりますか」

「気が向いたらな。それで一つ教えてくれ。なんでお前の隣となりにその子がいるんだ」

「ユトちゃんは、ヨミに『預かってて』と子守を頼たのまれました」

　黒くろ髪かみを二つ結びにした幼女。

　今はオレンジジュースの缶かんを持ってニコニコと俺の方を見つめてきてる。

「凪にぃ起きた？」

「……おう」

　そういえばヨミ先輩と知りあいみたいにしてたもんな。おおかたヨミ先輩の同どう僚りようの子供ってあたりなんだろうな。

「ちなみに肝かん心じんのヨミですが、司令部の幹部に無理やり引っぱられて朝まで飲み会だそうです。明け方に帰ってくるからお風ふ呂ろの用意よろしくとのことでした」

「どっちが担当官なのかわからねぇな……」

　だけど一つ確かなことは、このユトって子、今日一晩は俺とイリスで面めん倒どうを見なくちゃいけないってことだ。だけど俺は一人っ子だし、妹なんていないからどうやって構ってやればいいのか想像もつかないな。

「イリス、お前も一応は同性だろ。この年とし頃ごろの女の子の好きそうな遊びねえか？」

「遊び……ユトちゃん、それでは窓の向こうを見てください。私の指さす方向に白く輝かがやく星があります。エルミネウス一等星と呼ばれるもので、星座のオカリナ座を形成する星の一つに数えられている星です」

「うん！　ユトわかるわかる！」

　おお、やるなイリス。ちゃんと会話がなりたってる。初めての割には子供の面倒も見れるじゃねえか。

「では──あの星が公転軌き道どうで月を巡めぐり、十六億七千時間後にハーケン流星群とすれ違ちがうまでの移動距きよ離りを一いつ緒しよに計算して遊びましょう」

「するかボケェェェっっ！」

「？　どうしましたか。凪も一緒に遊びましょう」

「却きやつ下かだ却下。そんな天体学の試験問題みたいなのやらされて喜ぶ奴やつがいるかってんだ。もっとまともな……えっと、お人形遊びとかお絵かきとか」

「残念ながら、私のＡＩにお人形遊びという行動プログラムの指針が組みこまれていないんです。辞書に記き載さいされたデータとしてはわかるのですが」

「うぁ、そうだよな。俺だってそんなデータ想定してなかったもん……」

　家メ政イ婦ドロボと言ったって何でもできるわけじゃない。特に俺なんか一人暮らしの補助を頼むつもりで家メ政イ婦ドＡＩを組んだわけで、子供と遊プログラムだなんて詳しよう細さいに組みこむ気なんてゼロだったもんなあ。

　子供と遊べって言われても俺以上にイリスの方が困る。これは納なつ得とく。

「？　ユト、おままごと上手だよ？」

　オレンジジュースの缶を振り回すユト。

「というわけで凪、任せました」

「……あいよ。よし、じゃあおままごとでもするか」

「凪にぃ、このオレンジジュースあげる」

「おう。ていうかこれ、前に俺が列車の中であげたやつじゃんか。なんだ、缶のプルトップが開けられないのか？　なになに、ジュースの中身が沈ちん殿でんしてる場合があります？　缶を開ける前に中身をよく振ってくださいってか」

　受けとった缶を条件反射で振ろうとした矢先のことだ。

「あ、凪にぃ！」

「振っちゃだめです凪！　それさっき私が開け──」

「え」

　時すでに遅おそし。

　くっついてたと思った缶のプルトップがあっさり外れたじゃないか。だけど俺の方は缶を思いっきり振ってしまっていて…………ということは。

「わわっ、凪にぃ！」

　ばしゃっと音を立て、オレンジ色の飛沫しぶきがあたり一面にはじけ飛んだ。当然そこにいた俺とユトとイリスにもジュースがふりかかっ──

「……危ないところでした」

「ってお前だけ避ひ難なんしたのかよおい！」

　我が家のダ家メ政イ婦ドだけは部屋の隅すみっこに避難していやがった。さすがプルトップを開けてた本人。反応が俺らより早いですね。

「うげ、制服からオレンジジュースの匂においがする……。洗せん濯たくしないとベタベタじゃねえか。悪ぃなユト。ジュースこぼしちまったけどそっちは平……てか、あんま平気そうじゃねえな。頭からかぶっちまったか」

「ユト平気だよー」

「……いや、さすがに頭から服までびしょ濡ぬれだから」

　ちらりとバスルームの方を眺ながめる俺。

　仮にもヨミ先輩から子守をお願いされた身分だ。先輩が戻もどってきた時に預かってた子がオレンジジュースかぶったままってのはマズイか。

　服は、子供用のバスローブが奥のクローゼットにあったっけ。

「しょうがねえ。ちょっとシャワーで頭だけでも洗ってやるか。さすがに頭からオレンジジュースの匂いさせてたら可哀かわい想そうだし」

「はい。それじゃあさっそく──」

「言っとくけどお前は服脱ぬぐ必要ねえからな。一人だけジュースから逃にげただろ」

「っ！　し、しまった！」

　まさかイリスさん。あなた最初から、俺にジュースかけてシャワー入らせる気でプルトップ開けてないですよね。

「わたしもジュースかぶります！　そうすれば一緒に──」

「お前は俺たちの服の洗濯な。それも立派な家メ政イ婦ドロボの務めだ。ユトいくぞ」

「……ぐすん」

　ユトの手をとってバスルームへ向かう俺たち。

　とりあえず俺は制服だけ脱いで迷めい彩さい柄がらのシャツになる。下はジュースもかかってないから制服のズボンそのままだ。問題はユトの方なんだけど……

「ユトお風呂はいるーっ！」

「ってもう脱いだのかよ」

　ワンピースと下着まで脱ぎおわり、すっかり裸はだかな状態でバスルームの中でしたとさ。

　なんかイリスとも似たような場面があったなとか思いだすけど、今回はこんな小さな子だし、俺の方も刺し激げきが少なくて助かった。

　……とはいえ、さすがに素すっ裸ぱだかをじろじろ見るわけにもいかねえしな。

「ちょいまて。ほら、この手ぬぐい身体に巻いておくといいぞ」

「はーい？」

「おし。そしたらその椅子に座ってくれ」

　バスチェアにユトを座らせて、俺の方はシャワーのノズルに手を伸のばす。

「少しだけ髪洗うけど平気か？」

「ユト、これ使う！」

「お、シャンプーハットとか懐なつかしいものを。それ考えた奴はすげぇよな」

　泡あわ立だてたシャンプーを黒髪にかるく乗せていく。

「泡ぶくぶくー」

「さすが最高級部屋の備品、きっと高価なシャンプーなんだよな。泡立ちからして家のと全然違うし」

　と言ってる間に、一いつ瞬しゆんにしてシャンプーハットの上が泡だらけだ。

「じゃあ流すぞー。少しだけ目閉じた方がいいぞ、泡が目に入ると痛いから」

　泡の上にさっとシャワーのお湯をかけていく。

　溶とけるように白い泡が流れていって、その下に隠かくれていた艶つややかな黒髪が現れた。

「よしお終しまい」

「ありがと凪にぃ。じゃあ次は────」




「私が、お前の背中を流してやろうじゃないか」




　はらり。

　音もなくシャンプーハットと手ぬぐいが床に落ちる。

「……え」

「ずいぶんと優やさしいご主人様じゃないか凪・一いち咲さき・ジール。あの不完全神性機関の髪も同じように洗ってやったらどうだ？」

　……

　…………なん……だ？

　……なにが……起きて、るんだ？

「お、お前…………？」

　一瞬だった。

　シャワーの水に弾はじかれた泡が俺の目に入ろうとして、俺が一瞬だけ目を閉じたその直後。目の前にいたのはユトじゃなかった。

「私？　私が誰だれかなんてお前はとっくに知ってるはずだ」

　絶世の美女。

　艶やかな濡ぬれ羽ば色いろの髪に、吸いこまれそうなくらい深い琥こ珀はく色いろの瞳ひとみとそれを彩いろどる長い睫まつげ。端たん整せいで彫ほりの深い目鼻立ち。

　──何より、その一糸まとわぬ裸の立ち姿があまりにヤバかった。

「どうした？　ウブな少年には刺激が強すぎたか？」

　湯気だつバスルームに浮うかびあがる妖よう艶えんな裸身シルエツト。きゅっと悪戯いたずらっぽく唇くちびるをつり上げて、自らの肩かたを抱だき寄せるように腕うでを交こう叉ささせて。

「それとも大人の女の裸を見たのは初めてか」

「あ、いや……ちょっ……」

　一いつ切さいの無む駄だなく引き締しめられた二の腕。

　その隙すき間まから、とうてい隠しきれない胸の双そう丘きゆうが今にもこぼれ落ちそうなくらいに盛り上がってふるえてる。しかも、相当な重みのはずなのに形はきれいな楕だ円えんを保ってて、指を入れれば手首まで埋うもれてしまいそうな深い谷間がシャワーの熱でほんのり上気して汗あせばんでるところなんか……もう、思わず見とれてしまうような色っぽさだ。

　しかも、それでいて余計な腹部の脂し肪ぼうはゼロ。

　それどころかうっすらと腹筋が浮きでるくらいウェストも引きしめられていて、その下はこれまた扇せん情じよう的で豊満な腰こし回まわりが続いてる。

「なんだ目を背そむけて。堂々と見ればいいじゃないか」

　髪の毛を伝う水すい滴てきが、細い首筋を伝って腹部へと落ちていく。

　……勘かん弁べんしてくれ。

　イリスとかシィもスタイルはすげぇと思うけど、上には上がいた。

　これはもう別次元で、いいんちょあたりが見たら即そつ効こうで悶もん絶ぜつ失神する。とにかくそれだけ凶きよう悪あく無比な破は壊かい力なんだって。

「可愛かわいい反応だが、私が敵だとしたら目を背けてるのは危険じゃないか？」

　蠱こ惑わく的な唇を近づけてくる女。

「なあ凪にぃ」

「っ!?」

　凪にぃ。

　その名前で俺を呼ぶ相手は一人しかいない。

「ユ……ト？」

「今はツァリだ」




〝ツァリはずっとあなたを見てるわ〟




「ツァリ!?　だけどヨミ先せん輩ぱいはユトを知りあいだって────」

「そもそもヨミが帝国でなく私たちの仲間であるとは考えもしなかったか？」

「っ！……なんなんだよテメェはっ！　テメェもイリスを狙ねらってるクチかよ！」

「いいや」

　上気した唇をにやりとつりあげる彼女。

「私はお前に興味があるのさ。私の半身であるエルマリアの結界を継けい承しようしたお前にな」

「エルマリア……？」

「伝説の聖女と言われている女の肖しよう像ぞう画がを見たことはないか？　エルマリア神教界には山ほど飾かざってある。紗砂からは生き写しだと言われたんだがな」

「──どういうことだ」

「知りたければ私とともに来い。なに、こんな絶世の美女が誘さそってるんだ。男おとこ冥みよう利りに尽つきるというものだろう？」

　あらわになった胸むな元もとをさらに片手で押しあげてみせる。さらにはもう片方の手を俺の頬ほおへと伸ばしてきて。

「さあ────」

「凪から離はなれなさい、この極ごく悪あく肉女」

　ジュッ。

　深しん紅くのレーザー光が、俺とツァリの間をかすめるようにして通りすぎた。

「って風ふ呂ろの壁かべも何もかも蒸発してる!?　今の熱線は何なんだよ!?」

「裁きの熱線です」

　脱だつ衣い室に立つイリスがばさりとエプロンを脱ぎ捨てる。

「バスルームから正体不明の沁しん力りよくが計測されたと思ってきてみたら……」

「やあ不完全神性機関イリス。見るからに怒いかり心しん頭とうといった顔つきだが、あいにくこのバスルームはお楽しみ中で満員だ」

「黙だまりなさい！　状じよう況きようは遠視で確かく認にんしていました」

「覗のぞき？」

「ちちち違ちがいます！」

　顔を真っ赤にさせてイリスが顔を横にふる。

「と、とにかく凪の好意を利用するどころか、あまつさえその羨うらやま……もとい、その淫みだらに熟うれたボディで凪を誘ゆう惑わくしようなんて言語道断！　これ以上その肉体を凪の前にさらけ出すのは許しません！」

「いいじゃないか。お前だってさんざん似たようなことをしてるだろう」

「ダメ。あなたは色んな意味で破壊力がありすぎる危険個体と認識されます。これ以上凪に近づけば重罪。もしも指一本触ふれようものなら──」

「じゃあこれは？」

「え？」

　ぐいっ、と問答無用でツァリに手を引っぱられて体勢を崩くずす俺。そこにツァリが……否いな、彼女の艶やかな唇が待っていて────

　唇が、俺の首筋に触れた。

　やわらかい唇の感かん触しよくと人ひと肌はだの温かみがほんのりと伝わってきて…………って俺は何を言ってるんだよ。

「ば、ばか離はなしやがれ！　何いきなりしやがんだ！」

「いいじゃないか。オトナな首筋のキスも初めてか？　どうせそこの人型機械体アンドロイドに頼たのんだって恥はずかしがってやってもらえないんだから。なあ？」

「──────凪、その女から離れてください」

　うつむくイリスの全身が銀色の光を放ちだす。

　その手にはいつの間にか巨きよ大だいな大おお鎌がま。……いや待て、待て。それ完全に機き神しんモード時の武器じゃないですかイリスさん。

「もう我が慢まんの限界です。対象をロックオン、これより報復に移ります」

「だからイリス待っ……」

　ホテルの最上階の一角がイリスの破は壊かい攻こう撃げきの余波で消し飛ぶ。そう覚かく悟ごした刹せつ那な。

「これは──」

　驚きよう愕がくの声を上げたのは大鎌を持つイリスの方だった。




　──『Keinez赤の歌』──




　ツァリが何かを口ずさむ。

　直後、目の前の世界がぐにゃりと拉ひしやげたんだ。そして気づいた時には、俺とイリスは広大な公園の入口に立っていた。

「あんな狭せまい場所で力を振ふるえば困るのはお前の主人だけだろう？」

「……空間転移はあなたの仕し業わざですか」

「仕し掛かけ人は別さ。こんなせせこましい沁力術式は好むところではないからな」

　風になびく黒くろ髪かみを手でおさえるツァリ。

　いつの間に羽織ったのか、今の彼女は大だい胆たんなスリットの入った暗色の闘とう衣いをその身にまとっていた。

「見覚えあるぜ、武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにの護士が着てる服だよな」

「護士に用意される支給品だが着き心地ごこちは悪くない。何より、どれだけ破いても私の財さい布ふが傷いたまないというのがいいじゃないか」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない笑えみのツァリ。

　武宮唐那国において突とつ然ぜん現れ、一夜にして皇こう帝てい直属の最高位護士に上りつめたという話もミカエルから聞いたばかりだ。

「いずれにせよ、私の怒りは限界を超こえて絶賛オーバーフローです」

　ざくっ、と地面に大鎌の刃はを突つきたててイリスが目をつりあげる。

「その淫らな極悪熟れ熟れボディで凪を誘惑した時点で重罪。さらには私ですら未経験な凪とのキ……キキキ……キ…………スまで、しかも私の目の前でこれ見よがしにだなんて……もう本気で怒おこりました！　乙女おとめの報復を受けるべきです！」

「おいイリス！　ちょ、ちょっと待て！」

　相手は人間だぞ。

　なのに完全に我を忘れたように激げつ昂こうしてる？　イリスが本来の力で襲おそいかかったら人間なんてマジでどうなるかってことも忘れてるってのか!?

「凪、できれば最低でも数百メートルは離れていてください」

「は？」

「目の前の個体は人間。……ですが、沁力の波長に正体不明の揺ゆらぎを感じます。しかも尋じん常じようでないほど強力な数値です。ただの人間とは思えません」

　……どういうことだ？

　沁力の数値が強力だってだけならエルマリア神教界の聖女であるチビ聖女も同じはず。だけど、それに対するイリスの反応がまるで違う。

「敵であるならば危険です。彼女の仲間が増ぞう援えんとして現れる前の早急な決着を必要と判断しました。凪は下がって」

「そうはいかないな」

　声は、俺の真後ろからだった。

「私の興味の対象はあくまで主人の方だからな」

「──っ!?」

　ふり返ったすぐ目の前に、黒髪をなびかせたツァリの姿。

　この女いつの間に!?

　イリスとだって相当な距きよ離りが離れていて、俺はイリスのさらに後ろにいた。それが……気づいた時にはすぐ目の前にいた？　そんな嘘うそだろ、軍用人型機械体アンドロイドどころか機神だってここまでの機動力ないぞ。

「これから敵意をこめてお前を殴なぐる。痛かったら素す直なおに音を上げることだ」

「誰だれがっ、素直に殴られるかってんだよ！」

　これ見よがしに拳こぶしを握にぎりしめるツァリ。

　対する俺は、一歩でも遠くへ逃にげようと大地を蹴けってバックステップ。なのに、俺の足が地面に着地するより先にツァリの顔がすぐ目の前まで迫せまってきていた。

　──だから速すぎる！　いったいどんな仕掛けがあるってんだよ。

「いくぞ？」

「っ、ざけんじゃねえ！」

　ほとんど無意識のうちに俺は両りよう腕うでを顔の前で交こう叉ささせていた。とんでもなくヤバイ。目の前に拳けん銃じゆうどころか大型攻こう城じよう砲ほうでも突きつけられてるような悪お寒かんしかしなくて……

　そして。

　気づいた時には、俺ははるか後方にまで叩たたきつけられていた。

「ぐっ、あっっっっ！」

　……いつ俺を殴った？

　拳を振りあげる仕草も拳を振り下ろした仕草もまったく見えなかった。なのに、ツァリの殴おう打だを受けたと思われる両腕が真っ赤に腫はれてる。

「優ゆう秀しゆうじゃないか。よく私の拳を受けた」

　……てことはガードだけはできてたのか？

　だけどツァリって女はまだ余よ裕ゆう綽しやく々しやくって表情で。

「お前の傷エだリらスけ・のエ世ル界マはまだ不完全。が、それを差し引いたとしてもエルマリアの守護結界を一いつ般ぱん人のお前がよくそこまで発動させている。私の敵意の部分だけは確実に無効化したじゃないか」

「無効化？　どこがだよ……」

　ならこの真っ赤に腫れた両腕はどう説明するってんだ。

「ああ、赤く腫れてるのは私の好意の証あかしさ。私が殴った威い力りよくのうち、敵意の割合だけがキレイに無効化された。残りはお前に対する興味と感心の分だ」

「……なんだよそれ」

「褒ほめているのさ。傷エだリらスけ・のエ世ル界マ、お前は不ふ審しんがっているようだが大事にするといい。お前が望むなら、その結界でお前は自分の運命だって変えられる。なあ？」

　それは俺に向けた言葉ではなかった。

　ツァリの視線はすでに、真後ろに迫る家メ政イ婦ド姿のイリスに向けられていた。

「──凪を傷つけた」

「傷？　お前の主人はそんなヤワな男じゃないさ」

「それとは別問題です！」

　イリスが銀色の大鎌をふるう。

　その一いつ閃せんだけで幽ゆう幻げん種しゆ一○○体以上をなぎ払はらい殲せん滅めつさせる。それを──

「それでは不十分だ」

「……なっ!?」

　その一撃を、ツァリは自分の拳で受けとめていた。

　ありえない。あの鋭えい利りな刃先を人間の拳で受けとめるって行こう為いがまず物理的に異常だっていうのに、しかも鎌と拳が衝しよう突とつしたまま微び動どうだにしないだなんて。

　……拮きつ抗こうしてるっていうのか。

　不完全神性機関ていう想像もつかないような出力に、生身の人間の膂りよ力りよくで五分にもちこんでる。そんなことが本当にできるのか。

「やはり……」

　大鎌を受けとめられた姿勢でイリスが睨にらみつける。

「あなたの力は何かが違う。不完全神性機関わたしやサラちゃんとも違う。……いえ、そもそも禁断水晶アマリリスの力とも違う！　人間だけど、あなたから感じる力の波長は異質です！　人でも神でも幽幻種のものでもない。あなたの力は──────っ！」

「だとしたら？」

「あなたの正体はどうでもいい。ですが目的だけは教えてもらいます！」

「目的だけとは残念。せっかくスタイルアップに効く美容体操も用意してたんだが」

「……うっ。そ、それも教えてもらいます！」

　おい。

　なに動どう揺ようしてんだよダ家メ政イ婦ド。

「対神破は壊かいシステム『その運命に牙剥く者アマデウス』起動。出力37パーセントまで拡張────とにかく私は本気です。少々のお怪け我がは覚悟してください！」

「37程度で足りるのか？」

「っ！」

　イリスの目が驚愕に見開いた。

「なぜ出力値を限界まで引き上げない。私を相手に足りる数値だと本気で考えているのか？　それとも力の出し惜おしみか？　あるいは、そもそもそれ以上引き上げることがシステム上不可能なのか？」

「……あなたには関係のない話です」

「私に関係なくてもお前の主人には大いに関係のあることだ。現状でお前が出しうる出力値に満足しているようでは、お前の主人は守りきれない」

「そんなことはありませんっ！」

「それは、お前が穢歌の庭エデンの深しん淵えんを覗のぞいていないから言える台詞せりふだよ。……気が変わった。もう少しお前のご主人様と楽しみたかったが、脳天気な不完全神性機関に現実を思い知らせてやる方が先決らしい」

　拳をひき、ツァリが自分から後方へと跳とび下がる。

　……現実？

　……何を言ってやがる。

「現状の機体スペックでは不完全神性機関のシステムを活いかせない。だから私が教えてやる。今のままのお前では、自身もお前の主人も守れない。──一度とことん悩なやむがいいさ。お前を待ち受ける未来の有り様を」

「あなた……何者なんですか」

「私はツァリ」

　真正面に立つイリスに横顔を向けて彼女は応こたえた。

「『真なる赤き大樹ネクサス』の波長を受けることでエルマリアと別たれた並列存在。人でも神でも幽幻種でもない、反逆者ネクサスの刻印によって力を得た放ほう浪ろう者だよ」

「聖女エルマリアの……並列存在？」

「そうさ凪・一咲・ジール。だから私はお前に興味がある。傷エだリらスけ・のエ世ル界マを継けい承しようしたはいいが、お前自身まだ理解しきれていまい？　ならばエルマリア本人にかわって私が全すべてを教えてやる義務があるというわけだ」
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　……なんだ。いまツァリが口ずさんだ詩は？

　魔ま笛てきによく似てるけど違ちがう。もともと人間が魔笛を使えるわけがない。……でも、それとよく似た何か。チビ聖女の力とも違う？

　イリスの言う『人でも神でも幽幻種でもない力』の正体？
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「反応値上じよう昇しよう!?　そんな……まだ際限なく上がり続けてる……これが、本当に人間一人の発する波長だなんて！」

「不完全神性機関として完全機動できるなら、そんな台詞は出なかっただろうな」

「……っ、ですから私は！」

「試ためしに一撃受けとめてみせろ。それで全てを理解する」

　黒くろ髪かみの武人が大地を蹴る。

　その刹せつ那な──

『そこでお終しまい。ツァリ、もういいわ』

　さながら木霊こだまのように響ひびきわたる声が、脳に直接伝わってきた。

「紗砂か」

　足を一歩踏ふみだした姿勢のままツァリがふり向いた。カサッ……背後の茂しげみが小さくゆれたと思いきや、その暗がりから現れる人ひと影かげが一つ。

「……で、お前かチビ聖女」

　公園の照明に照らしだされた姿を一目見て、俺は大きく溜ため息いきをついた。

　透すけるような水みず鏡かがみ色いろの髪をした小こ柄がらな少女。服装は俺ん家ちにいた時と何一つ変わらない。質素なシャツとスカートっていう素そ朴ぼくな装よそおいだ。

「ツァリ、さっきの行動は理解しかねるわね」

「ん？」

「ホテルの浴室で駄だ犬けんを誘ゆう惑わくしようとしたでしょ。そういうことするって話じゃなかったはずよ。単に接せつ触しよくしてみるって言ったから許可したのに」

「だから人ひと肌はだと人肌でオトナの接触を──」

「ツ～～ァ～～リ～～？」

「そう怖こわい顔をするな。そこの不完全神性機関を挑ちよう発はつするには、ご主人様にああいうかたちで接触するのが一番効果的だと思ったまでのことだ」

　真後ろの木に寄りかかるツァリがいたずらっぽい笑え顔がお。

　……そういうことですか。

　手段としては褒められたもんじゃねえけど、イリスの逆げき鱗りんに触ふれるという意味では間違ってはないのかもしれない。俺はたまったもんじゃないけど。

「それで、てめーら二人やっぱりグルってことか」

　エルマリア神教界と武宮唐那国。

　二国が繋つながってるのか。あるいはこの二人だけが何かを理由に繋がっているのか。だけど見た感じ……ずいぶん前からの知りあいって雰ふん囲い気きだよな。互たがいを警けい戒かいしてるような素そ振ぶりがまるでない。

「私たちのこと気になるって表情ね？」

「言わなくてもいいぜ。そのかわり俺らに一いつ切さい関かかわってこないってんならな」

「それは約束しかねるわ。そもそも駄犬だって覇は権けん戦争にまんまと出場させられてるじゃない。帝てい国こくの干かん渉しようは良くて私たちだけダメなの？」

「……だから、どっちも勘かん弁べんしてくれっての」

　力ずくに誘ゆう拐かいに、それに色いろ仕じ掛かけ。

　もうこれ以上はないってくらいに好き勝手されてる気がするぞ。

「覇権戦争も考え中なんだよ。いざとなったら当日休んじまえばいいんだろ」

「そんな子供みたいな言い訳で帝国軍部が引き下がるの？　あいつら喉のどから手が出るくらいイリスをほしがってるのに」

　わかってる。俺だってそこが一番の悩なやみなんだ。もっと正当性のある欠席理由を考えようって今日まで来たんだから。

「それで何が言いたいんだよチビ聖女。イリスを狙ねらってる奴やつらと決着つけるのなら覇権戦争の舞ぶ台たいが一番良いって言ったのはそっちだろ。凱がい旋せん都市まで来ておいて覇権戦争には参加しないって理り屈くつも考えてあるんだろうな」

「ないわ」
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「……胸張って自信満々に答えるなよ」

　ていうか我が家であんだけ好き勝手に寝ね泊とまりしてた挙げ句にそれかよ。

「覇権戦争の欠場を正当化できる言い訳なんて存在しない。それは私もツァリも同じ。だからいい加減に覚かく悟ごを決めなさい」

「覇権戦争で戦うってか？」

「違う。私たちと手を組む覚悟を決めなさいって言ってるの」

「……手を組む？」

「駄犬の基本理念はすごく単純よ。『帝国もエルマリア神教界も武宮唐那国もみんな一いつ緒しよ。俺はそのイザコザに余計な口出しはしない。だからお前たちも俺に面めん倒どう事ごとをもちかけるな』。簡単に言えばこんなところ。だけど──」

「はいはい紗砂、そこまで」

　茂みがゆれた。

　今のはツァリじゃない。この声は──

「ダメよ紗砂、そういう回りくどいこと言ってもダメ。もっと単刀直入にいきましょ」

「……ヨミ先せん輩ぱい？」

　オレンジ色のくせっ毛を手で梳くしけずりながら歩いてくる女性研究者。

「やっほー。いきなり大勢で押しかけちゃってごめんね。でもあたしで最後だから。……この場の五人。たったの五人。でもね、この五人でやりたいことがあるの。その相談」

「何だよあらたまって、こっちまで緊きん張ちようしちまうんだけど」




「幽ゆう幻げん種しゆのいない世界とか作ってみたくない？　あたしたち五人で」




「ヨミ!?」

　紗砂とツァリが弾はじかれたように彼女の方へとふり向いた。

「本人に告げるのは早い。そう言っていたのはお前だったが」

「んー。心変わりってやつ？」

　責めるような視線の紗砂。

　試すような口ぶりのツァリ。

　両方の感情を浴びながらもヨミ先輩はいつもの飄ひよう々ひようとした雰囲気だ。

「いやぁ色々考えたのよね。でも全部伝えちゃった方がいいと思ったの。こっちが大事なことを伏ふせて話したってジールを警戒させるだけだもん。特に今はイリスが一緒でしょ。イリスと自分の分で二人分考えなきゃいけないんだからそりゃ慎しん重ちようにもなるわよ」

「──ということらしいが、どうするリーダー？」

　苦く笑しよう混じりにツァリが肩かたをすくめる。

　視線の先は、すぐ真横にいるチビ聖女だ。

「この公園にいるのは私たちだけ。ヨミ、盗とう聴ちようされる心配は？」

「ちゃーんと妨ぼう害がい機器を設置済みよ。このヨミ様お手製だから心配しないで」

「……いいわ。でも話しすぎないようにね」

「まだジールが信用できない？」

「ううん。長く話しすぎちゃうと駄犬のミニ記き憶おく野やじゃ覚えられないから」

「よりによって俺のせいかよ!?」

　しかも隣となりでうちのダ家メ政イ婦ドが「納なつ得とくの理由です」とか頷うなずいてるしね。あれ、ヨミ先輩まで「すばらしい配はい慮りよだわ」とか呟つぶやいてませんか。

「ねえジール？　あたしと紗砂とツァリが進めてるプロジェクトがあるの。で、そのプロジェクトには一つの基本理念がある。それが何だかわかるかしら」

　言って、ヨミ先輩が意味深な笑みで俺を指さした。

「……さっき先輩が言ってた世界を救うってことか？」

「そっちは目標。理念ていうのはね、幽幻種のいない世界を作るのに帝国もエルマリア神教界も武宮唐那国も関係ないってこと。自分たちの利害のために覇権戦争を企き画かくし、そこに周囲を巻きこもうとする────あなたが帝国に抱いだいてる反はん抗こう心しんも同じでしょ？」

「だけど、そっちの二人は覇権戦争に出る気なんだろ」

「出るわよ。出るけど戦わない」

「え？」

「戦いの鐘かねが鳴ってすぐ、二人とも早々に敗北宣言するシナリオなのよ」

　最終戦は実質的な無効試合になる。覇権戦争の勝者が決められないから、そこに国家間の主従関係も生まれない。

　……それがチビ聖女とツァリの考えた解決策？

「俺もそれは考えた方法だけどよ、周りで見てる観衆が大混乱するんじゃねえのか。そっちを収めるのが大変だろ」

「エデン・プロジェクトっていうの、あたしたちの計画」

　そう告げる先輩が少しだけはにかんだ。

「最終戦の舞台で、あたしたちは覇権戦争にかわる代案を提案する。今の予定では紗砂とツァリの共同提案というかたちだけど、そこに帝国代表のジールも乗っかってほしいの。そうすれば帝国側の観衆も落ちついて話を聞けると思う」

「そうすりゃ三国での共同声明になるってことか」

「……ええ、長かったわ」

　胸に手をあてた先輩が、横にいる二人を横目で見やる。

「覇権戦争っていう化石みたいなアイデアが実現に向けて動きだすなかで、それを逆に利用してやろうって思ったの。その時点で紗砂が覇権戦争の代表に選ばれることは確実で、あたしも帝国中ちゆう枢すうにいたから帝国の動きは掴つかめてた。武宮唐那国だけは情報源に乏とぼしかったから、ツァリがそこの代表者になればいいって結論にいたったわ」

　全すべてがつながった。

　ツァリっていう正体不明の武人が、一夜にして武宮唐那国のトップに躍おどりでた理由。他国の状じよう況きようがわからない。ならスパイを送りこめばいいってわけだ。

「それで三国の動きも内部事情も全部わかるようになったってわけだ。──で」

　ちらりとイリスの横顔をのぞき見る。

「肝かん心じんのプロジェクトってのも話してくれるのか？」

「そりゃあもう、話すまで引き下がらねぇぜって表か情おしてるんだもん」

　ヨミ先輩が口元に手をあてて微び笑しよう。だけどその笑顔をぬぐい去って、先輩は、いつもより落とした声こわ音ねで続けてきた。

「プロジェクトの目的はね、全ての幽幻種を消しよう滅めつさせて、そして汚お染せんされた大陸を浄じよう化かして世界を取りもどすこと」

「っ!?」

　呼吸が喉の奥でひっくり返った。

「……いや、あ……あのさ……ちょっと待ってくれよ先輩。いきなり何を……」

　いくら何でも話が子供の夢みたいに飛ひ躍やくしすぎてる。

　今この世界は、侵しん攻こうしてくる幽幻種に立ちむかうことすら困難な状況だろ。だからこそ覇権戦争みたいな企画があって、人類全員が一丸になろうじゃないかって土台がようやくできあがってきた段階じゃないか。汚染された大地を浄化するどころか、残された大地にかろうじて避ひ難なんして生きのびてるので精せい一いつ杯ぱいだ。

　なのに、全ての幽幻種を消滅させる？

　汚染された大陸を浄化して世界を取りもどす？

「できっこないって思ってる？」

　小さくゆれる双そう眸ぼうで。

　縋すがるように弱々しい言葉でもって、エルマリア神教界の聖女が俺に問いかけてくる。

「駄だ犬けんもそんなこと不可能だって思ってる？」

「……いいや」

　俺は、そんなチビ聖女にも伝わるよう大きく首を横にふってみせた。

　……「駄犬も」ね。

　……いったい何回同じ話をして、何回鼻で笑われてきたんだろうかな。

「やり方も聞かねえうちから不可能だなんて決めつける気はないな。続けろよ。横から割りこんできたってことは、てめーが一番喋しやべりたくてウズウズしてるんだろうが」

「っ！」

「バレバレじゃないか御お姫ひめさま」

「う、うるさいツァリ！　あなたはいつもどおり後ろで見てなさい！」

　含ふくみ笑わらいを隠かくそうともしないツァリに小石を投げつけるチビ聖女。……あの。だから、そういう仕草が説得力を無くすっつってんだけどな。

「さっきの一緒に手を組まないかって話。それが今から聞くプロジェクトってやつか」

「……そうよ」

　こほん、と白い頬ほおをほのかに朱しゆにそめて聖女が首しゆ肯こう。

「覇は権けん戦争の最終日に私とツァリで、つまりは覇権戦争の代表者が観衆の前で発表する。それがプロジェクトの始まり。もし駄犬たちが加わるなら、最終日の発表にあなたたちも加わってもらうわ」

「──だそうだぜイリス。どう思う？」

「任せてください。全世界に向けたテレビ中ちゆう継けいで凪への愛を叫さけびます」

「全然聞いてねぇだろ!?」

　なーんか俺の真横でフラフラ挙動不ふ審しんな動きしてやがると思ったら案の定。やっぱり話が長くてスリープモードに入ってやがった。

「続けるわよ」

　だけど当の紗砂本人はまるで気にしてない。やるじゃないか、ここ一か月の我が家の居い候そうろうですっかり耐たい性せいをつけてきたな。

「駄犬、私と出会った海岸で幽幻種が顕けん現げんした瞬しゆん間かんのこと覚えてるわね」

「忘れられねぇよ」

　夜の世界に刻まれた透とう明めいな亀き裂れつ。

　ひび割れた空間の奥底に、血の色によく似た真っ赤な瞳ひとみが無数にこっちを見つめていたんだ。手足が動かなくて背中がぞっと凍こおりついたのを覚えてる。

「あの亀裂の向こうが幽幻種の住すみ処か。あいつらの気味悪い魔ま笛てきが満ちる世界。だから私は、あの世界を穢歌の庭エデンと呼んでるの」

　穢けがれた歌の庭園。

　たしかにあの魔笛は、呪じゆ詛その言葉が詰つまった歌のようにも聞こえる。それが響ひびく場所だからっていうネーミングってことか。

「そこまではわかった。それがエデン・プロジェクトの名前の由来なんだろ」

「そう。禁断水晶アマリリスから授かった究極結界で穢歌の庭エデンを凍とう結けつさせる。それがプロジェクトの一番大きな目標」

「凍結ってことは氷こおり漬づけ？」

「意味としては封ふう印いんくらいに考えればいいわ。幽ゆう幻げん種しゆも魔笛も、そっくり穢歌の庭エデンを覆おおいつくす沁しん力りよく結界で封印する。住処を閉とざせば幽幻種だってこの世界に現れない」

　究極結界。

　世界を覆いつくすほど大規模な結界。帝てい国こくの人工結界で一番大きい規模が直径一キロなわけだから、もう比ひ較かくにもならないくらいの大きさだ。

「でも浄化ってのは？　そんなことまでできんのか」

「できるわ。勘かん違ちがいされやすいけど、魔笛に侵しん食しよくされた大地を浄化する技術自体は今でもあるわよ。でも砂さ漠ばく化かと砂漠緑化を比べてもわかるように、今はその砂漠化のスピードの方が早いってこと」

　そうか。じゃあ作戦としては幽幻種を巣ごと封印するだろ。それで砂漠化っつぅか侵食がこれ以上進まないように手を打ったうえで大陸の浄化をすると。

「違うわ」

「俺まだ何も言ってないんですがねえっ！」

「言わなくてもわかるもん。計画は、駄犬の考えてる方法より一歩進めた策をとるつもり。幽幻種の封印と大陸の浄化は二つで一つよ。究極結界で封印するのは穢歌の庭エデンだけじゃない。世界中の汚染された大地もまとめて結界で覆いつくす。結界の内部は浄化作用があるから、あとは勝手に穢歌の庭エデンと大地が綺き麗れいになるのを待てばいい。そういう理り屈くつ」

「臭くさいものには蓋ふたって方法か」

　汚きたないたとえだけど、ゴミ山をぐるっとシェルターで囲む発想だな。そうすればシェルターの外に汚お臭しゆうは出てこれない。あとはシェルターの中で勝手にゴミの分解とリサイクルが進んでいくわけだ。

「ずいぶん方法は単純に聞こえるけどよ。今まで何百年てスパンでその方法が実現されなかったってことは問題も山積みなんだろ」

「……そうね」

　深く深く息をはくチビ聖女。

「今まで似たような計画はいくつも考えられていたわ。帝国も、刻こく印いん弾だんの威い力りよくを強化して同じような結界弾の作成に着手したこともあったようだし。武宮唐那国も似たような囲い込み方法を模も索さくした時期があったって聞いてる」

「できなかったってことは、やっぱり面めん倒どうな問題があるわけだな？」

「一番大きな理由は術者の欠落。世界の汚お染せん状じよう況きようは大陸の76パーセント、海水の69パーセントに及およんでる。それだけ広こう範はん囲いに沁力結界を展開できる術者が現れなかった。たとえ禁断水晶アマリリスの力を借りたとしても、その依より代しろは人間────でも今は私がいる」

　ここで自じ慢まん話ばなしか？

　なんていつもなら冷やかしてたかもしれない。だけどできなかった。それを語るチビ聖女が、あまりにも真しん剣けんに熱っぽく俺を見つめていたからだ。

「私がやるの。そのためにずっと聖堂に籠こもって力を蓄たくわえてきたんだから」

「……心当たりはあるな」




〝私はいたって快適よ。これくらいの熱気なんて沁力術式で抑おさえられるもん〟




　夏休みにチビ聖女が泊とまりに来た時、確かにそう言っていた。

　そして、あの時の会話は本当だったんだ。

　幽幻種たちを凍結して封印するための修しゆ行ぎようをしていたこと、彼女がずっと前からそれとなく伝えようとしていたこと、俺はようやく気づいた。




〝これも修行の一いつ環かんだもん。無む駄だ遣づかいっていうのは、たとえば術式の範囲をこの街全体に広げるとか帝国領全域に広げるとか言うの〟

〝……好こう奇き心しんで聞くけど、できるのか？〟

〝私を誰だれだと思ってるの。前にエルマリア神教界で練習済みよ〟




「お前、俺に気づいてほしかったのか」

「……もういいの。ここで全部話せたからすっきりしたわ」

　そんな寂さみしげな表情で言われるとね……。あの時もっときちんと話を聞いておけばって俺の方が心苦しくなるだろうが。

「ちなみにエルマリア神教界の中ちゆう枢すうでは計画に向けて動きだしてるわ。ヨミの設計書を元にした必要機材の量産体制にとりかかってる」

「武宮唐那国もだ」

　静かに話を聞いていたツァリが顔を上げた。

「なかなか話のわかる皇こう帝てい殿どのだよ。話をした私が驚おどろくくらい前向きに話を聞いてくださった。覇権戦争最終日の発表で自国が混乱しないよう、あらかじめ重大告知があると周知までしてくれている」

「…………」

「そう、凪・一咲・ジール。お前の言うように誰も覇権戦争なんて心の底から望んでなんてない。ただ戦いの先に、ようやく幽幻種との抗こう戦せん態勢ができることを信じて支持しているだけだ。ならばそれを利用してやればいい」

「………………」

　その言葉を何度も何度も頭の奥で噛かみしめて。

「すげぇ……な」

　俺は、たった一言呟つぶやくので精一杯だった。

　覇権戦争なんかまっぴらご免めんだって意見は同じ。それで俺はどうやって当日の戦いを棄き権けんするかしか考えられなかったってのに。棄権するどころかそれを利用してプロジェクトの公開会場にしてやろうだなんて、そんなの思いつきもしなかった。

「知らぬは帝国だけってか」

「そういうわけじゃない。現にヨミがいなかったらこの計画は成り立たなかった」

　……不思議な光景だった。

　エルマリア神教界の聖女が、他国である帝国の一技術者にここまで信しん頼らいを置いている。

「さっき私は自分がやるって言ったけど、駄犬が言ったとおり問題だって挙げればキリがない。私一人ならとっくに潰ついえてたわ。それをヨミとツァリが支えてくれた。だからこの計画は、今のところ三人を中心にして進んでる」

「……一個教えてくれ」

　紗砂、ヨミ先せん輩ぱい、ツァリ。

　目の前にいる三人全員に向けて俺は聞いた。

「チビ聖女が本気だってこともわかった。ヨミ先輩も力になってるくらいだし、ほかにもたくさん協力者がいるってのもな。だけど俺とイリスは、具体的にどんなことするんだ」

「ジールはあたしのお手伝いよ。一いつ緒しよに遊んでた時のことをもう一度やるの。一緒に機材を選んだり設計書を確かめたり、ほかにもお願いしたいことがあるわ」

「じゃあイリスは？」

「この子にも大事な役目があるわ。全すべての人型機械体アンドロイドを代表する役目────」

　不意に、ヨミ先輩が言葉を句切った。

　彼女が見つめる先に立つのは俺でなく家メ政イ婦ドロボの方？

「イリス」

「はい、何でしょうヨミ」

「先にホテルに戻もどりなさい」

「え？　あ、あのでも……凪は？」

「ジールがいなくなったことに紫苑が勘かんづく頃ころよ。帝国の照準はあなただから、あなた一人が戻ってればひとまず時間稼かせぎができる。こっちも話が終わったら戻るから」

「でも……」

　躊躇ためらいの表情で俺とヨミ先輩を交こう互ごに見比べるイリス。そんな弱々しい仕草のダ家メ政イ婦ドの肩かたに手をのせて、俺は小さく首しゆ肯こうした。

「心配しないで先に帰ってろって。俺もすぐ戻る。帰ったら部屋の鍵かぎかけてしっかり自宅警備員しとけ。盗とう聴ちよう器きとか部屋荒あらされたりとか勘かん弁べんだからな」

「──わかりました」

　名残なごり惜おしむようなまなざしを残して遠ざかる人型機械体アンドロイド。その姿が見えなくなるのを確かめて、俺はチビ聖女へとふり返った。

「珍めずらしく気が利きくじゃない」

「ん？」

「あの子を先に帰らせたこと。……これから私の話すことが、あの子に聞かせたくない話だってことに気づいたからでしょ」

「バレバレなんだよ。ヨミ先輩があんだけ唐とう突とつに話題変えりゃあな」

「そうね」

　くすっ、と珍しくもチビ聖女が苦く笑しようの表情。

「じゃあ駄だ犬けんに計画の最後を話してあげる。これは話の最後にとっておいたって意味じゃなくて、結界の発動に成功して幽幻種がいなくなった後に訪おとずれる未来。プロジェクトの最終章という意味の最後────」

「いいから言えって。そこまで意味深にされたら何言われたって怒おこったりしねぇよ」

「信じるわ、その言葉」




　そして────

　俺は、プロジェクトに不完全神性機関イリスが必要な理由を知った。
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　ホテル『星夜見アステリズム』50階。

「凪おかえりなさい！」

　俺が扉とびらを開けた途と端たん、目の前にエプロン姿のイリスが両手を広げて待っていた。足音で俺が戻ってきたって気づいたんだろうな。

「ていうか嗅きゆう覚かくも良いのに足音探知まで備えてるのか」

「足音？　私、凪の息づかいが廊ろう下かから聞こえてくるのを感知しただけですが」

「なにそれ怖こわ！……で、俺がいない間に誰か来なかったか。紫苑とか」

「いえ。ずっと一人で待っていました」

　その言葉の意味の──

　独り言にも似たイリスの返事にこめられたものを察し、俺は小さく唇くちびるを噛んだ。

「悪ぃ。寂さびしかったんだな」

「いつもの家ならお掃そう除じや洗せん濯たくも好きにできるのですが、ホテルの部屋ではあまり自由にできないですね。壁かべを壊こわしただけで怒られるし」

　……いや、さすがに壁大破は我が家でも勘弁してください。言っておくけど修復だけで休日丸々使うんだからな。

「凪の方はどうでしたか。ヨミがまだ帰ってないようですが」

「ヨミ先輩は研けん究きゆう棟とうに足伸のばしてくるってよ。一日一回はペンチ握にぎってボルト締しめないと気が済まないタチだから。それで俺の方は……んー、まあなんつぅか」

　しばし天てん井じようを見上げて沈ちん黙もく。

　……今すぐ話せる気にはなれねぇよな。やっぱ。

「まあ、色々だ」

「色々とは？」

「意味不明な専門用語をまくしたてられてサッパリ。あの言いぶりからしてチビ聖女が本気だってことはわかったけどな。それだけだ」

「────」

　狐きつねにつままれたような顔でイリスが目を瞬またたき。こいつにとっちゃ何が何だかわからない返事なんだろうけど、今は俺もここまで言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「だけど一応の返事はしてきたぜ。覇は権けん戦争最終日の件はチビ聖女に協力する。後のことはそれから考えるってな」

「全世界テレビに向けて凪への愛の告白ですね」

「ああ、それでいいんじゃないか」

「………………………………………………………………………………………………………………………え？」

「だからそれでいいぞ。お前はお前の好きなように話していい」

「あ……あ、あわわ」

　口を半開きにして小刻みにふるえるダ家メ政イ婦ド。

「ん。どうしたんだよ、そんな目おっきく見開いちまって」

「…………そ、そんな……凪がこんなに優やさしいなんて…………………………………………さてはあなた偽にせ者ものですね！　本物の凪がこんなに優しいはずありません！」

「どうしてそうなるんだよ!?」

「だってだって、凪がそんなこと言うの珍しいんですもの！」

「俺だってそういう気分になる時もあるんだよ」

　……そうだよな。

　……あんな話聞かされた後じゃ、そうならない方がおかしいって。

　チビ聖女から聞かされた話は、まだイリスに言えない話だ。

　俺から伝えるには、まだ俺自身の気持ちの整理がつけられない。もう少し時間がほしい。これからの俺たち二人のこと。考える時間がほしかったから。

「凪、疲つかれて見えます」

「ああ。だいぶ言いあったからな」

「え？」

「いやこっちの話。とにかく風ふ呂ろ入って寝ねる。……言っとくが入ってくるなよ」

　そそくさとついて来ようとするイリスを先制。

　と──

「ただいまぁー」

　バタンッ、と扉が開いたそこには黒くろ髪かみの幼女の姿が。

「ユト…………あ、いやツァリ？」

「？　ユトはユトだよ？」

　にっこり笑え顔がおで両手を上げる幼女。

　そして一言。

「凪にぃお風呂？　ユトも一緒に入るーっ！」

「てめぇだけは絶対に入ってくるんじゃねえ────────────っっ！」

　かくして、再び激げき怒どモードとなったイリスに守りを任せ、俺は一人で風呂場に向かったのでした。

　風呂から出た後、リビングが消しよう滅めつしてましたけどね。ええ。








　　Phase.4『邂かい逅こうと思い出よ──』
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　青みをともなった朝の光。

　カーテンから差しこむ陽光がまぶたに重なって、その眩まぶしさに目をこする。

「なぎせんぱい、なぎせんぱい起きて」

「……ん」

　うっすらと開けた片目に映ったのは金きん髪ぱつの女の子。……シィ？　あれ、なんでシィが俺の部屋にいるんだ。

「イーちゃんから部屋の鍵を預かりましたです」

　カード式キーを掲かかげてシィがにっこり。

「でもビックリです。一歩入ったら部屋が壁から天井まで真っ黒焦こげだし、あちこち鋭するどい亀き裂れつまで入ってるし。せんぱいはそのお部屋で堂々と寝てるし」

「おう。枕まくらだけは無事だったからな」

　まさか風呂に入る入らせないの戦せん闘とうだけで周囲３００平方メートルが焦しよう土どになるなんて思わなかった。あいつらどんだけ戦ってたんだよ。

「イーちゃん、なぎせんぱいが寝ぼけてガス爆ばく発はつさせたって。ダメですよ？」

「……そうだな、危ないなガス爆発」

　あのダ家メ政イ婦ドめ覚えてやがれ。

「ところで元の話に戻もどるけど、イリスはどこいったのかわかるか」

「ミカエルさんといいんちょさんに誘さそわれて席取りだそうです。古コ代ロ競シ技ア場ム正面の中央広場、坂道になってる姉妹しまい像あたりの席が見晴らしいいって」

「ん？」

「ヨミさんが言ってたじゃないですか。今日の正午ぴったりにエルマリア神教界の人たちと武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにの人たちが到とう着ちやくするって」

　俺たちが駅についた時の歓かん迎げいみたいなもんか。

　そういや自分たちの場合は軍部関係者限定だったけど、今回は広場に集まれば誰だれだって見られるって言ってたもんな。

「主にいいんちょさんが、帝てい国こくに初めていらっしゃる聖女様をどうしてもカメラに収めないといけないんだって意気込んでて」

「知ってる奴やつなんだけどな、その聖女サマ……」

　俺たちに限っては、本人が昨日のうちに到着してることまで確かく認にん済みだ。でも行かないってのは怪あやしまれるよな。

「しょうがない。んじゃ行くか」

「あ！　ま、待ってなぎせんぱい！…………あ、あのぅ」

　俺の制服の裾すそをぱっと掴つかんだシィが、なんだかとても弱々しそうに上目づかいに見つめてきた。

「どした？」

「……せんぱいは……すごい、ですよね」

「すごい？」

「はい……こんなすごいイベントに……帝国の代表にまでなっちゃうんですもの。ヨミさんみたいな帝国の偉えらい人ともお知り合いだし。だけどあたし……本当のこと言うと先輩が覇権戦争の代表に出るって聞いて、本当にあたし素す直なおに応おう援えんできるのかなって…………悩なやんじゃったんです」

　こぼれ落ちては消えてしまう水すい滴てきのように。

　風に煽あおられては消えてしまう火の粉のように。

　金髪の少女の唇くちびるからこぼれる声は、あまりに弱々しくて儚はかなくて。

「覇権戦争に出れば有名になれます。きっとたくさん取材を受けたり、帝国の偉い人ともますますお知り合いが増えて……それはすごく名めい誉よなことだと思います。でもそのぶん、軍学校アカデミーの生徒としていられる時間が減っちゃうんじゃないかって……なぎせんぱいが遠いところにいっちゃう気がして……あたしすごく寂さびしくて……それでっ……」

　声に嗚お咽えつが混じるころ。

　俺の前に立つ女の子は、両目を真っ赤に泣き腫はらしていた。

「ご……ごめんなさ、い。本当はさっきの……部屋の鍵かぎも……あたしがイーちゃんにお願いして預かっ、かってたんです…………せんぱいはすごく忙いそがしそうで、二人きりではな、話せる時間なんてほとんど取れないってわかって……て……だから……」

「気にすんじゃねえよ」

　限界だった。

　もうそれ以上、クラスメイトが泣き腫らす姿を見るのは嫌いやだった。だから──

「……？」

「俺が忙しい？　アホ言え、偉い奴に気に入られたいとか仲間入りがしたいとか全力でお断りだってんだよ。俺は俺だ。なに遠えん慮りよしてやがんだよ。俺に話があるならいつでも来い。余計な気ぃつかってんじゃねえ」

「…………」

　俺は、シィの肩かたを強引に掴んで顔を上げさせた。

「約束しろ。俺に対して二度とそんな気遣うんじゃねえ。いつだって気が向いた時に来いって。クラスメイトだろ」

「は……はい……で、す」

「声が小さい」

「は、はいっ！　なぎせんぱい閣下！」

　両手を先までピンと伸のばしてシィが敬礼。

「……ありがとうございます。やっぱりなぎせんぱいは素敵です」

「礼言われるほどのことしてねぇよ。それよりもう十二時じゃんか。急ぐぞ」

　シィと一いつ緒しよに小走りで部屋を出る。

　そのまま無人の廊ろう下かを走りぬけようとして──

「…………」

「うおっ!?　あ……え、えと…………紫し苑おん？」

　開いた扉とびらのすぐ目の前に少女姿の機き神しんが無言で立っていた。あぶね、危あやうく正面衝しよう突とつする寸前だった。

「…………」

「えっ……と、俺たち別にホテルの外に行ってもいいんだよな」

「……はい」

　ぼそぼそと独り言のように呟つぶやく機神。せめて首しゆ肯こうするとかしてくれればいいんだけど、本当に直立不動で返事だけ返してくるからなあ。俺の得意じゃないタイプだ。

　……こいつがミカエルと友人だったってんだからなあ。

　……ミカエルも昔はこうだったってことか？

「せんぱい」

「お、おう！　行くって」

　シィに背中を押されて駆かけだした。

　背後に、粘ねばりつくような機神の視線を感じながら。
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　凱がい旋せん都市エンジュ・中央広場──

　そこに俺たちが向かった時には、もう割りこむこともできないくらいの見物客がぎゅうぎゅうに広場を埋うめつくしていた。

「すっげぇ、自衛官がロープ張って交通規制してるぜ」

「向こうもです。どうしましょう。ミカエルさんと連れん絡らくも繋つないだんですけど、あっちも人が多すぎて道案内に来ることもできないそうです」

　とにかく公道は足の踏ふみ場がない。

　みんなピクニックシートを地面に敷しいて陣じん取とり合戦してるからな。下手にシートの合間を抜ぬけていって横入りに思われても面めん倒どうだし。

「シィ、そっちの路地裏は？」

「だめです。建物と建物の間まで人がぎゅうぎゅうで、裏の細い道に入るのも無理そう。広場の外側でこれですから、ミカさんのいる中央噴ふん水すいはもっとすごいかも……」

「だよな。もう時間だし。ここでの見物で我が慢まんするか。俺はとりあえず雰ふん囲い気きだけ味わえればいいし……だけど遅おそいな。そろそろ来てもいいはずなのに」

「ちょっと変ですよね。スタート地点の公道にエルマリア神教界の人が見えなくて」

　中央広場は大まかに十字の形をしている構造だ。

　予定ならエルマリア神教界の一行が十字の右側からスタート。同じく武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにの一行が十字の左側からスタート。どちらも中央部の姉妹噴水まで歩いていって、十字の上にあたる古コ代ロ競シ技ア場ムへと向かう手て筈はずになってる。

　だけどスタート地点にエルマリア神教界の人間がいないってどういうことだ。

「あのチビ聖女、夜よ更ふかしがきいて寝ね坊ぼうってことはないよな」

「なぎせんぱい、上！　上見てください！」

　シィが頭上を指さして叫さけんだのはその時だった。

　巨きよ大だいな黒い影かげ。

　陽光をさえぎる巨大な流線型の物体が、俺たち見物客の頭上を通過していく。巨大な排はい気き音とエンジンの機動音。これは──

「飛空艇ていか」

　向かって右に、エルマリア神教界のシンボルカラーである白銀の機体。

　その対面に、武宮唐那国の国旗色である黒と赤の機体。

　どちらもそれぞれ十艦かんからなる飛空艇団だ。

「金かかってんな。どっちも高速推進タイプのオリジナルモデルじゃねえか。塗と装そうも特注だし、武装つけたら小国の防衛費一年分はかかるぞ」

「綺き麗れいです。それに上だと離はなれてもよく見えますね。スコープ要いらずですです」

　広場に下降する白銀の飛空艇団。

　その中で、先頭にいた大型飛空艇の中央搭とう乗じよう口ぐちがゆっくりと開いていく。

「あぁっ！　ほらほら、あの真っ白な服を着た人たち。あの人たちがエルマリア神教界の大司教さんですよね」

「だな。周りにも司教っぽいのがたくさんい……ん？　あれまさか──」

　中央搭乗口の最さい後こう尾び、多くの大司教たちに見守られながら観衆の前に歩いてくる少女が遠目にもはっきり見えた。

　白銀を基調にしたウェディングドレスみたいに裾の長い法衣。

　頭には、金の装そう飾しよくで飾かざられたヴェール付ヘッドドレス。豪ごう奢しやかつ神聖。なんていうか、俺みたいな一いつ般ぱん人でも、一目でああコイツが聖女だってわかるような服装だ。

「せ、せんぱい。あの人が噂うわさの聖女さま？」

「だと思うんだけどな。あいにくヴェールで顔隠かくれて……とか言う間に」

　広場が大きくどよめいた。

　薄うすいヴェールで顔を隠していた少女が、自らヘッドドレスを外したからだ。

「え、ええええええぇぇぇぇっっ!?」

「ちょっ、ちょっとシィ、耳元で大声あげんなって」

「だ、だってだってだって！　せんぱい、あ、ああああ、あの子!?」

　真夏の日ひ射ざしに照らされて七色に色を移す水みず鏡かがみ色いろの髪かみ。

　憂うれいと儚さを感じさせる大おお粒つぶの瞳ひとみは瑠る璃り色いろで、白銀の法衣からのぞく素す肌はだは白磁のように白く透すきとおっている。

「チビ聖女がどうかしたか」

「どうかしたかも何も、あ、あああ、あれサラちゃんですよ!?　間ま違ちがいないですよ!?」

「だな。……あのヤロー、人前の時だけは妙みように愛あい想そいいじゃねえか」

「だからどうしてそんな冷静なんですってば!?」

　悲鳴のような絶ぜつ叫きようのような何かを叫ぶシィは例外。広場はといえば、エルマリア神教界の伝説の聖女がやってきたってことでまさに盛り上がりは最高潮。

　しかもそれが、童話から生まれたように幻げん想そう的で儚げな女の子だもんな。そりゃ子供も大人も喜ぶわ。……くそ、みんな騙だまされやがって。

「はぁ。あたしサインもらっておけば良かったです。きっとお忍しのびでビーチに来てたんですね。向こうは内陸だから海がないって聞きますし」

「すっかり満足してどうすんだよ。まだもう一個あるだろ」

　そう、武宮唐那国の艇はまだ空中に止まったままだ。

　これから降りてくるんだろうけど、ありゃ途と惑まどってんのかもしれないな。先にエルマリア神教界があんだけ盛り上げちまうと登場しにくいだろ。

「どうするんでしょうね」

「さあ、でも普ふ通つうに降りてくるにしちゃ時間かけすぎだろ。これじゃ周りの見物人も興奮が薄れてくるぞ」

　俺やシィの思おも惑わくをよそに暗色の飛空艇団ははるか頭上を浮ふ遊ゆうしてる。

　まだか？──────そう思った時、頭上の機体に動きがあった。さっきとまるで同じように、先頭の大型飛空艇の中央搭乗口が大きく開いていく。

「ツァリ？」

　昨日と同じ暗色の闘とう衣いに身をつつんだツァリが、そこにいた。

　空高く吹ふき上げる突とつ風ぷうが濡ぬれ羽ば色いろの髪を大きくゆらす。それを心地ここちよいとすら感じているように、彼女の口元はわずかに微び笑しようを描えがいていた。

「あの人が武宮唐那国の一番強い人……ですか」

「まあ間違いないんじゃないか？」

　昨日のイリスとの衝突を見てればわかる。だけど、それは別として、あんな高い位置で姿をお披ひ露ろ目めなんて意味あるのか？
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「せんぱい！　いけない、あの人落っこちる！」

「なっ!?　おいツァリ！」

　横よこ殴なぐりの突風にあおられてツァリが機上から転落…………したように見えた。シィやほとんどの見物人にもそう見えたはず。

　でも俺にはそれが、まるで自分から飛び降りたようにしか映らなかった。

「せんぱい、あの人がっ！」

「シィおちつけ。いいからよく見とけ」

　彼女の肩を掴つかんで制止した、まさに同時。はるか高度から硬かたい地面めがけて落下するツァリの身体からだが虚こ空くうで一回転した。

「え？」

　シィが大きく目を見開く。

　──とんっ。

　その視線の先で、武宮唐那国の最高位護士ははるか真下の舗ほ装そう路に無音で着地していた。ビル二十階以上の高さから。普通ならまず助からない高さからの落下で、それもまるで落下の衝しよう撃げきを感じさせずに着地してみせたんだ。

「……相変わらず人外なことしやがって」

「っ、う……そ？　人型機械体アンドロイドでもない生身の人間があんな高さから？」

　シィの開いた口がふさがらない。

　でもそんな彼女をおきざりに、広場は嵐あらしのような拍はく手しゆ喝かつ采さいと轟とどろくような歓かん声せい。

　そりゃそうだ。あんな単純に、そして明確に武宮唐那国の護士のすごさを象しよう徴ちようづけられる演出なんてほかにない。

「つぅかチビ聖女もツァリも何だかんだでノッてんじゃねえか……」

　今だけはイリスが隣となりにいなくて良かった。あいつがいたら絶対、「私たちもやりましょう！」なんて言いだしてただろうし。

「さてと、じゃあ俺らも移動するか」

「は、はい……」

　いまだ呆ぼう然ぜんとしたままのシィの背中を押してやる。

　今日はこれから三国会見。

　覇は権けん戦争に向けて、その代表者が初めて顔合わせをするってイベントが正午から始まるわけで、俺もイリスも当然に出席者だ。

　……でもお互たがいとっくに顔見知りだし。どんな顔で会えばいいのやら。

　溜ため息いきを一つ残し、俺たちは中央広場を後にした。
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　凱がい旋せん都市・古コ代ロ競シ技ア場ム──

「凪なぎ！」

　一階エントランスホールに入った俺たちを見、いいんちょとミカエルが一目散に駆かけてきた。二人とも妙に真しん剣けんな面おも持もちだ。

「凪、さっきまでどこにいたんですか。もう広場のイベントは終わりましたわよ」

「おいっすミカエル。いや、広場にはちゃんといたってば。いいんちょから聞いたろ？　人が多すぎたから集団の端はじっこでみてたよ」

「なら、わたくしが言いたいこともわかりますわよね。エルマリア神教界の聖女、あの人が夏休みに会ったサラちゃんそっくりなんですの！」

　おお、珍めずらしくミカエルが早口で興奮してる口調。てことは、さすがのミカエルも相当驚おどろいたってことだよな。

「他人のそら似というのも考えられるけど、ねえいいんちょ？」

「うむ。俺の一眼レフはごまかせん。あれは本物のサラちゃんだ」

「……いいんちょの判断方法はともかく、俺もそれで合ってると思うぞ」

「私もそう思います」

「だろ？　イリスもそう思────っうわ、突とつ然ぜん真後ろから忍びよるな！」

　あーびっくりした。いいんちょたちの周りにいないからどこいったのかと思ってたけど、まさか真後ろから現れるとは。

「凪、凪もサラちゃん見ましたよね！　私もあんなパレードやりたいです、みんなの前でおめかしして一いつ緒しよに歩きましょう。ライスシャワーも一緒に」

「……最後のは意味が違うだろ」

　とはいえイリスも興奮冷めやらぬって感じだな。確かに広場での演出は、俺でも夢中で見ちゃったくらい印象度抜ばつ群ぐんだった。

「ねね凪、どうでしょう！」

「どうでしょうも何も、別にパレードくらいなら家の近くでも祭りの時期にあるぜ。ただ、チビ聖女みたいな豪ごう華か装しよう束ぞくはさすがに買うのも手て縫ぬいも厳しいんじゃないか」

「えっへっへー。そう思いますか」

　してやったりと言いたげな笑え顔がおでイリスが上目づかい。うん、なんだその笑顔。妙に自信ありげじゃないか。

「サラちゃんに話したら『いいわよ、あげる』って」

「もう交こう渉しよう済みかよ!?　しかも了りよう承しよう!?」

「かわりに凪の家のスペアキーをプレゼントしたけど問題ありませんよね」

「どこだチビ聖女でてきやがれぇぇぇっ！」

「叫さけばなくてもほら、あそこにいますよ」

　あれ、そうなのか？

　イリスに肩かたを叩たたかれる俺。言われるまま後ろ──つまりはイリスがいた方向にふり返ってみれば、白の法衣をまとったエルマリア神教界の集団が。

「凪が古コ代ロ競シ技ア場ムに来るだいぶ前に来てましたわよ。三国の公式会見が二時間後なので、その前に会場の下見という心づもりなのでしょうね」

「…………」

　無言で進んでくる一行。

　さすが聖職者と呼ばれる皆みなさんだけあって歩き方も厳おごそかだな。静かな迫はく力りよくがある。

「ほ、ほらせんぱい！」

　シィがこっそり耳打ち。皆まで言わずともわかる。

　集団の先頭にいるのはヘッドドレスを外した紗しや砂さ。普段の質素なシャツ姿を見慣れてるぶん、こうして正装してるのを間近で見るとまさに聖女って雰ふん囲い気きだ。

「────」

　そんな彼女たちが近づいてきて。

　ぴたりと、俺たちのいるエントランスホールで止まった。俺ら含ふくめ取しゆ材ざい陣じんや一いつ般ぱんの観光客、何十人何百人が見てる場所でだ。

「初めまして帝てい国こくの皆様。此こ度たびの世界行事に尽じん力りよくさせていただくためエルマリア神教界から参りました。私、本国の代表を務めさせていただきます紗砂・エンデンス・凜りん・ケールと申します。どうぞお見知りおき下さい」

　聖女が慎つつしみ深く一礼。

　それに従って後ろの集団が同じように深々と頭を下げる。

　……なるほど、ああやって挨あい拶さつ回りってわけか。

　しかも今度は周りの記者とか取材陣に片かたっ端ぱしから握あく手しゆしはじめた。さすが抜ぬかりない。やっぱ第一印象は大事なんだろうな。

「おい凪、向こう向こう！」

「なんだよいいんちょ。目の前にいいんちょの好きな聖女サマがいるってのに……ん？」

　エントランスホールの先にある昇降機エレベータ。黒い闘衣をはおった集団が、十人以上まとまってそこから降りてきたじゃないか。

「ちょうど反対側からも武宮唐那国ですわね」

「む、あの素す晴ばらしい肉体美。あの黒くろ髪かみのお姉様は中央広場での────」

　素晴らしい手さばきでカメラの照準をツァリに向けるクラス委員。……なあ、そろそろ誰だれかこの変態を警察に通報しようぜ。

　──と、言ってるそばから。

「へえ」

「意外です」

　俺とイリス、二人の口から同時に驚きよう愕がくの声がもれた。

「なあ……向こうでツァリが子供にしてやってんのサインだよな？」

「はい。後ろにいる護士も子供を肩かた車ぐるましてあげてます。記者たちに握手してまわる護士もいますね」

　武宮唐那国の一行を待ちかまえていたのは大勢の子供たち。大勢の記者たちを押しのけては、我先に護士へと駆けよっていってる。

「おそらく先のパフォーマンスですわね。飛空艇ていから地面に飛び降りるなんて、ああいうの人間の子供は大好きでしょう？　凪だってよく校舎の二階から窓を割って飛び降りるじゃありませんか」

「……あれは体育の障害物競走の時くらいだっての」

　だけどミカエルの言うとおりっぽいな。

　子供に大人気ってのも驚いたけど、俺が何より意外だったのは武宮唐那国の対応だ。

　ツァリが帝国の子供の色紙にサインしてやるのなんか想像もつかなかったし、後ろの護士だってそうだ。あんなに見た目にゴツくて気難しそうな顔してるくせに、嫌いやな顔一つしないで子供を肩車してやったりしてる。

「なんか、良い人たちっぽいです……」

「だな」

　結局はシィの一言に尽つきるんだろう。

　肩車なんかの仕草も手慣れて見える。日ひ頃ごろから自分の国でも同じようにしてるんだろうな。覇権戦争のイメージアップのために今日だけ嫌々ってわけじゃない。

　だから俺には──

　その光景がいっそう────

「人間は、覇権戦争なんかなくたって心を通わせられると？」

「さ、サラちゃ……？……あ、……え、えと」

　シィがあたふたと口ごもる。

　そう。

　いつしか俺たちの前に、白銀の法衣を着た紗砂が立っていた。

「皆さま、先日は大変お世話になりました。またこうして皆様とお会いできて大変嬉うれしく思います」

　恭うやうやしく頭を下げる聖女。

　それに真っ先に反応したのは、やはり我らがクラス委員だ。

「！　じゃあやっぱり君は──」

「はい。『サラ』は私が幼い頃ころよりの愛あい称しようです。本名は先ほど申し上げたとおり紗砂・エンデンス・凜・ケールになります」

「なるほど。いやしかし、海でお会いした時からこの京きよう命めい院いん卿きよう大だい、貴女あなたのこと並々ならぬやんごとなき御お方かたであると感じていました。その美しき素顔、七色に輝かがやく髪かみ、この世のあらゆる宝石も霞かすんでみえる蒼あおき瞳ひとみ！　たとえ質素な装よそおいに身を包もうと、その内からにじみ出る高貴な気質は隠かくすことができません！」

「え？　あ、ありがとう……ござ……」

「そして今こうして正装なるお姿を拝見し、俺は確信しました！　俺の人生は二つの意味を持って生まれてきたと。一つはイリスさんの愛らしくも美しいお姿を撮さつ影えいし歴史に残すため。そしてもう一つは貴女の神聖なるお姿を同じく記録に残すため──────っ！」

「あの、ええと……その……」

　おお、チビ聖女が困ってる困ってる。いいぞいいんちょ、もっとやれ。だけど後ろの神官が険しい顔して睨にらんでるから気をつけろよ。

「で、首しゆ尾びはどうなんだよチビ聖女」

「？　何のことかわかりかねますが、あなたとお会いできて光栄です。凪・一いち咲さき・ジール」

　妖よう精せいみたいに愛らしい笑顔のチビ聖女。

　……ちくしょう、みんな騙だまされやがって。俺には「プロジェクトのこと言ったら……わかってるわね？」っていう脅きよう迫はくの眼まな差ざしにしか見えねぇぞ。

「とにかく、また後でだな」

「ええ。今度は三国そろ────」

　優ゆう雅がに会え釈しやくしてきびすを返そうとした、その矢先。

　あんなに愛あい想そ良かったチビ聖女の笑みに亀き裂れつが走った瞬しゆん間かんを、俺は確かに見た。




「────来る」




　同時だった。

　紗砂が、ツァリが、そしてイリスの言葉が怖こわいくらい綺き麗れいに唱和した。

「幽ゆう幻げん種しゆの反応を観測」

　まずはイリス。

「凪、急いで一般人の避ひ難なん誘ゆう導どうを急いでください」

「……お、おい！　避難てまさか!?」

「はい。敵個体数一五○○から二○○○。個体の数としては中規模の部類ですが、極きわめて魔ま笛てき反応値の高い大型個体が三体。これが危険かと」

「発生時刻は……今から三十分以降、一時間以内というところか」

　ほぼ同時にツァリが二の句を継ついで。

「場所は凱がい旋せん都市。奴やつらはここに来る──────リーア、クィンス大司教、ただちに上空の飛空艇に連れん絡らく！　対幽幻種用の祭具をありったけ地上に降ろしなさい！」

　紗砂が吼ほえた。

「ここにいる全員、聞きなさい！　今から一時間以内に幽幻種の侵しん攻こうがやってくる！」

　エントランスホールに響ひびきわたる聖女の叫び。

　──誰だれ一人ひとり、反論はおろか疑問の声すら上げられない。

　誰もがその場で悟さとっていた。エルマリア神教界の聖女がここまで声を嗄からして叫ぶ事態が決して嘘うそや誇こ張ちようでないことを。

「こんな大都市が直接狙ねらわれるケースは極めて稀まれよ。守るべき人数が圧あつ倒とう的てきに多いうえに、建物が障害になって状じよう況きようが見通しにくい。防衛は困難だと覚かく悟ごしなさい！」

　自国の大司教たちに。

　帝国の記者、軍部関係者たちに。

　武宮唐那国の護士たちに。

　そしてホールにいる全すべての一般人に向けて聖女は声を張り上げていた。

「まず帝国の軍部関係者、あなたたちは帝国司令部に連絡、危機レベル３と伝えなさい。武宮唐那国の護士はツァリの指示に従うこと。エルマリア神教界は私が直接指揮をとる。連絡は三国共通通信を常時開放に。十分以内に私から再び状況を連絡するわ。残りの一般人は家族と友人にこれを周知しつつ、四十分以内に地下シェルターへ避難すること。努力目標は三十分以内！　急ぎなさい！」

「──的確ですわね」

　肩に担かついだ機関銃マシンガンケースの鍵かぎを解除しながら、ミカエル。

「さすがはエルマリア神教界の聖女。思えば海で溺おぼれていたのも、世を忍しのぶ仮の姿ということですわね。このミカエルの目をもってしても見破れなかったとは」

「いや、あれはお前の目の方が正しいぞ」

「？　意味がよくわかりませんが、わたくしたちはユメルダ先生との連絡が先決ですわね。今はホテルの会議室で司令部の方と打ち合わせのはずだけど………………だめ、通話中。情報が一気に流れこんで対応に追われてる可能性が高いですわ」

　じゃあどうする。

　くっそ、有事の際に直属の上司がいないってのは一番面めん倒どうなパターンだぞ。

「いよいよになればわたくしがクラスの指揮をとります。いいんちょ、そちら男子の点呼頼たのみますわ。確かく認にんが取れ次し第だい、引き続きユメルダ先生との通話を試みること」

「わかった。お前は？」

「わたくしは女子の点呼が終わり次第、帝国軍部の関係者に片っ端から接せつ触しよくを試みますわ。幽幻種の数は多いけれど、逆にここは大都市。機き神しんをはじめ多くの傭よう兵へいも待機してます。軍学校アカデミーの生徒が迎げい撃げきに参加することが正しいかどうか」

　そうだよな、本当のプロから見りゃ生徒はまだアマチュアも同然だ。場合によっちゃシェルターに待機して、そっちで救命看護に専念するっていうのも大事な役だ。

「駄だ犬けん！」

　突とつ然ぜんに、ホールの中央に立つチビ聖女が俺を指さした。

「あなた機器の扱あつかいに詳くわしいわね」

「……お、おう。まあほどほどには」

「まだまだ情報の伝達が遅おそすぎる。これじゃ一時間たっても都市の半分にも情報が行きわたらないわ。古コ代ロ競シ技ア場ムの機器管理室にある緊きん急きゆうブザーを鳴らしなさい！　最大音量で！　この危機に不法侵しん入にゆうなんて気にする必要ない！」

「嫌な予感がしたんだよ!?」

「幽幻種の相手をして死ぬかもしれない役より、不法侵入で捕つかまる役のがマシだって思わない？」

「……っ！」

　その言葉に、心臓の奥がえぐり取られたかのような痛みを覚えた。

「おい、まてチビ────────っ！」

「ブザーを鳴らしたらシェルターに逃にげなさい。ただしイリスには働いてもらうわよ」

　言うが早いか、白銀のドレスを優雅にはためかせて駆かけていく。

　……ハッキリ言ってくれるじゃねえかよ。

　自分てめーは死ぬかもしれない役で、安全な役を他オ人レに譲ゆずってるんですってか？……ホント言ってくれるぜ。足手まといって言われるより一億倍キツイ宣告だ。

「……イリス！」

「はい」

「俺は……とにかく警備室の連中に今のことを伝えるのが先で、後のことはそれから考える。すぐ戻もどってくるからお前はここで待機。それで文句あるか」

「一点だけ」

　真顔で壁かべの電光時計をイリスが指さした。

「幽幻種の侵攻が予定より早いです」

「ツァリが一時間以内って言ってた、あれより早いってのか？」

「つい58秒前ですが、大気中の魔ま笛てき濃のう度どが一気に上じよう昇しよう。原因は不明ですが、幽幻種の侵攻が早まる可能性が高まったと判断するべきでしょう」

「てことは、さっきチビ聖女が駆けていったのは……！」

「私と同じ結論にいたったと推測されます。なお、ツァリにいたっては既すでに顕けん現げんポイントに到とう着ちやくしているようです」

　なるほどな──

　あのクソ生意気な聖女、そこまで考えてやがったのか。ツァリにいたってはもう現地に到着してるらしいし。さすがに場慣れしてる。

「顕現ポイントってのは？」

「現在も魔笛濃度がすさまじい勢いで上昇しています。そこから予測される幽幻種の顕現ポイントは、凱旋都市北ほく端たんの第八ゲート、その上空七〇〇メートル。斥せつ候こう個体が顕現するまであと七分の見こみです」

「七分っ、本気で洒しや落れにならねぇぞ！」

　俺が今から警報ブザーを都市全体に響かせても遅すぎる。

「なので──」

「いや、いい。言いたいことはわかった。こっからはお前の判断に任せる。別々に行動して、何かあったら知らせてくれ」

「はい。凪も無事でいてくださいね」

「やめろって。そういうのは巷ちまたじゃ逆に死亡フラグっていうんだから」

「私……この戦いが終わったら凪に美お味いしいシチューを作ってあげますから」

「死亡フラグ重ねてどうすんだよ!?　それがまずいって言ってんだろうが！」

　──って、無む駄だに時間を浪ろう費ひしてる場合じゃないか。

「とにかく俺はいく。お前も無理しすぎるんじゃねえぞ！」

「無理はしません。凪を悲しませたくはありませんから。凪も、危険が迫せまったらすぐに教えてくださいね」

「おう」

　短く答え、俺は昇降機エレベータめがけて走りだした。

　──目指すは地下。

　ヨミ先せん輩ぱいから案内されたのは地上階から最上階の観客席まで。その間のフロアに機器管理室がなかったってことは、まとめて地下階に設置されてるってことだ。

「あ、だめだ方向転てん換かん！」

　曲がり角の寸前で急ブレーキ。

　こんな時に昇降機なんて逆に時間を食う。地道に階段で降りていくのが正解だ。くそ、危機発生時の基本じゃねえか。焦あせるな俺！

「七分か」

　昇降機を迂う回かいして曲がり角を直進。

　……間に合うのか？

　幽幻種の斥候が降りてくるのは、たぶん少数だから抑おさえられる。だけど第二波第三波が立て続けに襲おそってきて、それが凱がい旋せん都市の全域にわたっていたら……イリスやチビ聖女、ツァリがいくら強いからって対応しきれるもんなのか？

　──この感覚。頭の中で正体不明の疼うずきが止まらない。




　何かが引っかかる。




　この幽ゆう幻げん種しゆの侵しん攻こう。

　ミオ渓けい谷こくや夏の海で現れたのが良い例だ。奴やつらは山とか海、そうした人の少ないところに現れて大地を侵しん食しよくしながら世界を侵攻しにやってくる。

　なのに、なんで今回は凱旋都市で？

　それに侵攻がいきなり早まったのも不自然なんじゃねえのか。

「くっ、そ！　集中しろってんだ！　んなボケっと考えこんでる暇ひまねぇだろうが！」

　階段を二段抜ぬかしで駆け下りていく。

　だけど、だめだ。すれ違ちがう事務員も一いつ般ぱん人もみんな平然としてやがる。チビ聖女の言ったとおり、地上階で騒さわぎがあったってことを漠ばく然ぜんと感じてるだけで、何が起きたかまで把は握あくしてる奴が少なすぎる。

「てめぇら早く逃げろ！　幽幻種だ、フィルターまで急げ！」

　地下階へたどり着き、俺が真っ先に駆けよったのはフロアマップ。

　古コ代ロ競シ技ア場ムの地下は五階まで。機器管理室なんかのコントロールルームは地上階に近い場所に設計されてることが大たい概がいだ。

「頼たのむ……この階であってくれよ。…………よし、さすが俺ついてる！」

　光の照らす通路を駆けぬける。

　その先に、重厚感あるメタリック塗と装そうの手動扉とびらが見えてきた。

　──と。




『警報。

　時刻一〇：三一。第八ゲート上空。

　幽幻種の侵攻による避ひ難なん勧かん告こくが帝てい国こく司令部より発令されました。凱旋都市の全住民は速すみやかに地下シェルターへの避難を開始してください。

　また、都市中央部のセントラルタワー五階で特別対策本部が設立。警けい戒かいレベル３に対応する軍関係者・傭兵各位は規定回線を常時接続したまま待機してください。

　くり返します────』




　バカな、俺はまだ機器管理室についてないのに。

　誰だれがこの警報を？

「……私です」

　目の前の扉が開き、現れたのは薄うす紫むらさき色いろの瞳ひとみをした軍用人型機械体アンドロイド。

「紫苑!?」

「…………」

　無言で俺を見つめる機き神しん。睨にらんでるようにも見えるし、単に俺の顔を覗のぞきこんでるようにも見えるってのがな。なんか苦手な印象がぬぐえない。

「お前が先回りして警報鳴らしてくれたのか」

「……肯こう定てい」

「わかった。ならここは解決ってことだ。俺はもう行くし、お前も気をつけろよ」

「……どこ……へ行く？」

「イリスのとこに決まってんだろ。あ、でも途と中ちゆうで会った奴らに声かけてからだな。シェルターに逃げ遅おくれてる奴も大勢いるだろうし」

「……違う」

「違う？」

「……人ひ間とと不完全神性機関…………歩ほ幅はばが違う」

　薄紫色の瞳でもって、機神が俺の目を覗きこむように見つめてくる。

「……人ひ間とと人型機械体アンドロイド……ともに歩くことなどできない。それを知りつつ……どこへ……行こうというの。……どこに向かおうと……いうの」

「────」

　なんだよ、こんな時に謎なぞかけか？

　無口な奴がようやく喋しやべったら妙みように饒じよう舌ぜつってパターン、人型機械体アンドロイドにもあるんだな。

「そんなの決まってんだろ」

「…………？」

「だけど後だ。好こう奇き心しん旺おう盛せいってことで少しは親近感もわいたけどよ、そういうのを語り明かしたいんだったら時と場所を選べ。──それと生き残れ。まずはそれが一番だ」

　紫苑が何か言いたそうに口を開く。

　だけど、俺はそれに気づかないフリをして身をひるがえした。
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　空がおぞましい暗色に染まっていく。

　それは冷たい驟しゆう雨うをもたらす雨雲にも似た色の霧きり。けれど雨雲と決定的に異なるのは、その霧の粒りゆう子し一つ一つが動くということだ。

　まるで意志あるもののように。

　──そう。

　地上からは霧にしか見えないソレは全すべて、幽幻種と呼ばれる侵攻者そのものだった。




　凱旋都市・中央広場。

「シィ！　上空右から二体、頼みましたわ！」

「は、はいですっ！」

　噴ふん水すいの陰かげから飛びだしたシィが、地面を滑すべるように走りぬけながら二丁の短機関銃マシンピストルを空に向けて連続発はつ砲ぽう。

　特とく殊しゆ加工された刻こく印いん弾だんが空を穿うがつ。

　その先には、地上へと舞まい降りようとする幽幻種。時に風に乗り、時に風に逆らうことで、複雑な軌き道どうを描えがいて高速降下してくる。目で追いかけては遅おそすぎる。かといって勘かんで撃うち続ければ銃の弾倉が一いつ瞬しゆんで空になる。

　──でも、それに惑まどわされる貴女あなたではないでしょう？

　刻印弾の閃せん光こうが、降下する幽幻種の身体からだを貫つらぬいた。

　一発や二発ではない。続けざまに放たれる弾丸が、ことごとく幽幻種の中心部を穿つ。射的なら的のど真ん中にあたるポイントだ。

「見事ですわ。あれほど複ふく雑ざつ怪かい奇きに動く的を」

「え、えへへ。実家の庭で、落ちてくる木の葉を撃つ練習したかいがありました」

　気弱な笑みを浮うかべながらシィがさらに連続発砲。

　男でも腕うでにこたえる連続射しや撃げきの反動。それを肘ひじと肩かたの関節部で緩かん和わする技術も目をみはるものがある。しかも構造的に精度が期待できない短機関銃マシンピストルであれだけの命中率。

　狙そ撃げき手しゆ向きとは思っていたが、まさかここに来て才能が開花するとは。

「負けてられませんわね」

　地面に垂直に立てていた重機関銃ヘヴイマシンガンをゆっくりと水平に。

「ミカさん、一体そちらにいきましたです！」

「──了りよう解かい」

　シィの弾丸から逃のがれた個体が地表に落下。その着地で一瞬生まれる硬こう直ちよく時間をつき、ミカエルは銃の引金に力をこめた。

　一いつ斉せい掃そう射しや。

　およそ人間では抱かかえることもできない大型機関銃マシンガンが、地表の怪かい物ぶつたちをなぎ払はらう。

「いいんちょ！」

「くっ……そ！　わかってるって！」

　噴水に身を潜ひそめたクラス委員が手しゆ榴りゆう弾だんを放ほうり投げる。

　放物線を描くように投とう擲てきされた爆ばく弾だんが幽幻種の足あし下もとに落下したと同時、すさまじい破は砕さい音と爆風をともなって破は裂れつした。

「上出来ですわ」

「……でなけりゃあっという間に包囲されるからな」

　上空を見上げながら、いいんちょ。

「しかし、こんな早く降ってくるなんてな。予定じゃまだあと二十分はあるはずじゃなかったのか！」

「ええ。だとすればこの襲しゆう撃げき、侵攻が早まった何かの理由があるのかも」

　なにしろ自分たちの交戦もそれが原因だ。

　侵攻ギリギリまで住民の避ひ難なん誘ゆう導どうに徹てつするつもりが、気づいた時には幽幻種の大群が頭上に迫っていた。それでやむなく予定変へん更こう。住民の避難を誘導する役から、住民の避難が終わるまでの迎げい撃げきに移ることにしたというわけだ。

「各位聞こえますわね！　まだ避難の遅れてる住民がいるという情報です。この中央広場を突とつ破ぱされると地下シェルターまで後がありません。意地でも止めますわよ」

「ミカさん、弾数少！」

「交代ですわシィ」

　シィの短機関銃マシンピストルの弾倉がまたたく間に空になると同時、ミカエルは重機関銃ヘヴイマシンガンを空へと向けた。はるか空から降下してくる怪物たちを砲ほう撃げき。

　自分がこうして時間を稼かせいでいる間にシィが刻印弾を再装そう填てんというわけだ。

「大都市というのが逆に好都合でしたわね。ミオ渓谷の時と違ってどこからでも侵攻できるぶん、一か所あたりの敵濃のう度どが薄うすくてすむ」

「でも地下シェルターは一つじゃないです……。そっちが狙ねらわれたら」

「ユメルダ教官も別部隊で動いてますわ。それにイリスさんも姿を見せないということは、どこかで交戦してるという証しよう拠こ。それより再装填は？」

「で、できましたです！」

「では交代。私が地上で貴女が上空。今の手て筈はずをくり返しますわよ」

　幽幻種を全ぜん滅めつさせるまで。

　口にしかけた言葉を喉のどの奥で押し殺し、ミカエルは地上の敵に意識を集中した。
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　……気がかりなのは凪。

　古コ代ロ競シ技ア場ムで突とつ然ぜんにどこかへ走っていったきり音おと沙さ汰たない。無線で連れん絡らくを取ろうにも、自分やシィが何度試しても繋つながらない。

「人型機械体わたくしが生きてるのに人間あなたが死ぬなんて許しませんわよ、凪」

　迫せまりくる濃こ紫むらさき色いろの怪物めがけて引金をひいた。

　──軍用人型機械体アンドロイドは、人間を守るために造られたものなのだから。
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　第八ゲート。

　凱がい旋せん都市の最北部に位置し、ぶ厚い鋼鉄の砦とりでに囲まれた都市と外部とをつなぐ巨きよ大だいな褐かつ色しよくの双そう門もんとして知られている。

　その見上げるほどに巨大な門が、ブクブクと泡あわを立てて融ゆう解かいしていた。

　──魔ま笛てきによる腐ふ敗はい作用。

「ゲートが崩ほう壊かいします。総員、ただちに退きなさい！」

　あっけなく崩くずれゆく凱旋都市の大門。

　そんな眼前の光景に一瞬たりとも目もくれず、私はゲートの真横を駆かけぬけた。

「戦せん闘とう班用意、高層ビルの真後ろに30体隠かくれてるわ！　あと百メートル先の民家の庭先から４体近づいてきてる」

「紗砂様、第六ゲートにて交戦中のセゴイア大司教から救難信号です」

　ローブ姿の部下が息を切らせてかけよってくる。

　……なによ。また救難信号？

「術者の半数が魔笛を浴びて昏こん倒とう。魔笛を浄じよう化かしようにも、残りの人員では目先の幽ゆう幻げん種しゆの相手が精せい一いつ杯ぱいとのことです！」

「わかりました。追っての報告を待ちます」

「い、いえ……あの…………おそらくは救助班の要よう請せいだと思うのですが」

「セゴイア大司教の技量は確かです。敵の大多数がこの第八ゲートに集中している以上、ここの人員を割さくわけにはいきません」

　──バカみたい。

　とんだ茶番だ、我ながら白々しい受け答えなんだろう。

「状じよう況きようなんて遠視で一いち目もく瞭りよう然ぜんなのよ、あのクソ大司教……」

　周りに聞こえないくらいに絞しぼった声量で吐はき捨てる。

　第六ゲートの状況は良好でしょうが。

　数人の魔笛被ひ害がいが出てるみたいだけど、それも現地のメンバーで十分に浄化可能な戦せん況きようだ。なのにさっきから、数えきれないくらいの救難信号が聖女わたしに届く。

　……自分が生き残る確率を少しでもあげるための増ぞう援えん要請。

　……偉えらぶった大司教ったってそんな程度なのよ。ちょっと上う手まい説法ができるだけで本国じゃ王様みたいに振ふる舞ってるくせして。

「嫌いやになるわね」

「え？」

「何でもありません。ありがとう、あなたは元の配置に戻もどってください」

　だけど、これが現実なんだとも思う。

　誰だれだって命は大切だ。惜おしくない命なんてない。それはわかってる。だけどセゴイア大司教のように自分の命を最優先にふるまえば、戦況が一気に悪化してしまう。人類そのものの命運が決まってしまう。

　それは結果として自分の命運すら摘つんでしまうというのに。

「リーア！」

　遠方にいる黒くろ髪かみの女性に向かって声を張り上げた。

「ここの指揮は任せる。いつものように」

「ええ。何なりとお申しつけください」

　リーア──自分がもっとも信しん頼らいする右みぎ腕うでであり、長らく自分のかわりに聖女として振る舞ってくれた高位術者だ。

「ですがお気をつけ下さい。あなたなくしてエデン・プロジェクトは成り立ちません。幽幻種を封ふうずる計画のため、何があっても生きのびてもらわねば困りますよ」

「もしもなんて無いわ。こんな侵しん攻こういくらでも相手できる」

　幽幻種の魔笛うずまく大気。数体の幽幻種が風にのって下降してくるがいずれも小型。いまさら恐おそれるに足りる相手ではない。

「ええ。ですが、アレと戦われるおつもりなのでしょう」

　そびえ立つ高層ビルを睨にらみつけるリーア。

「お気を付けて」

「そっちこそ相手が小型種だからって甘く見ないこと。数が揃そろえば脅きよう威いよ」

　私がそう頷うなずいた刹せつ那な──

　何かがひび割れる音。

　そう認にん識しきした直後、地上何十階という巨大な高層ビルが真っ二つに引き裂さかれた。

「……ずいぶんな力ちから業わざじゃない」

　目の前で、ひび割れたビルが地中にズブズブと沈しずんでいく。

　地面の液状化による沈ちん没ぼつ？　違ちがう。もっと単純で物理的な、圧あつ倒とう的てきな力でもって強引に埋うめこまれてる。ビルが割れたのも同じ。魔笛ならビルの素材が融解して腐敗してるはず。これも強大無比な力で真っ二つに破は壊かいされたんだ。

「そういえばいたわね。こんなバカげた破壊ができそうな奴やつ……」

　立ちこめる黒こく煙えん。

　濛もう々もうと立ちこめる粉ふん塵じんのなか、眩まぶしいまでに輝かがやく人ひと影かげが近づいてきた。




　機き神しん『Sit Ferioシト・フエリオ【絶対干かん渉しよう者しや】』




　光り輝く機神。

　その両手には天てん秤びんを模かたどった杖つえが握にぎられている。

「重力に斥せき力りよくに磁力に……あらゆる物理的な力に干渉する機神。あの剣帝ヘケト・マグナとともに、二体で何万という幽幻種の侵攻を止めた人型機械体アンドロイドの英えい雄ゆう。……そう、コイツも一年くらい前に消息不明になったとは聞いてたけど」

　眠らざる者ゴースト。

　破壊された機神の身体に幽幻種の魔笛が取り憑つくことで、強大な力をもったまま人類に反旗をひるがえした機神て言えばいいかしら。

「……嫌な相手」

　短く言い捨て、私は瓦が礫れき混じりの地面を走った。

　距きよ離りを置く。

　周りには交戦中の部下がいる。リーア級の術者ならまだしも、こいつらまで私と機神の戦いに巻きこんだら一大事だもの。

『機術……〝相転移大反転〟…………干渉レベル４……全方位展開』

　ふわりと機神の巨きよ体たいが宙に浮うく。

　しかもそれだけじゃない。

「さっきのビルが!?」

　真っ二つに破壊されたビルが浮ふ上じようしていく。地面から数十センチ、数メートル、十数メートルの高さまで、まるでシャボン玉が空に浮かぶように軽々とだ。

「機神術……禁断水晶アマリリスから洗礼を受けた機神だけが使える特とく殊しゆ術式。眠らざる者ゴーストになっても使ってくるのは初めてね」

　しかし何十万トンていう質量の物体をああも軽々と操作するなんて。だとすれば、次に奴がやってくることは！

『干渉レベ……ル４、か、ら……レベル０……反転、解除……』

　超ちよう重量のビルを支えていた反重力の力場が消しよう滅めつ。

　見上げるほどの高度に浮いていたビルが、自らの質量に堪こらえきれず空中崩壊。無数の瓦礫となって降りそそぐ。

「容よう赦しやないわね」

　鋭えい利りなコンクリート片の影かげと影を縫ぬうように駆ける。背後で交戦中の部下との距離ざっと七十メートル。よし、ここなら問題ない。

「人間を見くびるな！」




【Yu / ris-ia Sophie, わたしにできるArma-Selahただ一つの願いを……】




　沁しん力りよくの開放序詞。

　世界に奇き蹟せきを沁しみわたらせる力「沁力」を、この世界に具現化させる詠えい唱しよう。

　沁力の根源でもある禁断水晶アマリリスの言葉を借りるなら、「高位世界からあらゆる事象を呼び招く扉とびらが沁力。その扉を開ける鍵かぎこそ開放序詞」だったかしら。

「結界、弾はじけ」

　全身から立ちのぼる蒼あおい光の粒りゆう子したち。

　風にさらわれてしまいそうなほど儚はかない光の粒子が、落下してくる超質量の瓦礫に触ふれた瞬しゆん間かん、巨大な火花を散らして瓦礫を拒きよ絶ぜつ。はるか向こうにはじき飛ばす。

　──とにかく奴の魔笛を浄化しないと。

　──それ以外で眠らざる者ゴーストを止めるのは困難極きわまりない。

「拘こう束そくなさいっ！」

　光の粒子と粒子が重なりあい、虚こ空くうに巨大な氷の蔓つるを創つくりだした。蔓の先せん端たんは何十本という数に枝分かれし、それが宙に漂ただよう幽幻種たちを次々と拘束していく。

「眠らざる者ゴーストへ！」

　残っていた半数近い蔓の全すべてが光り輝く機神へ迫る。

　が、相手は逃にげようともしない。

　……単なる氷だと思って油断してる？

　だとしたら大いなる勘かん違ちがい。たとえ氷の具現化といえど沁力結けつ晶しよう。魔笛で操あやつられている者にとっては絶対的な拘束術式だ。あの無数の蔓の一本でも足か腕うでに絡からみつけば、機神といえど自力の脱だつ出しゆつは不可能。

『機術……〝共鳴逆転調〟…………干渉レベル４……前方展開』

　絶対干渉者シトが自分の杖でもって足あし下もとを叩たたく。直後、硬こう質しつな石材でできたはずの舗ほ装そう路がちゃぷんと音を立てて波打った。

　魔ま笛てきによって侵しん食しよくされ濃こ紫むらさき色いろに染まっていく地じ盤ばん。

「まさか！」

　波打つ大地から濃紫色の霧きりが間欠泉のごとく噴ふん出しゆつし、氷の蔓をことごとく遮しや断だん。互たがいに無数の結晶となって砕くだけちる。

「魔笛を利用した機神術でもって私の術を遮断ね。なかなかどうし────」

　響ひびく銃じゆう声せい。

　その直前に私は真横に跳とんでいた。

　──ドレスの右みぎ脇わきが破け、露ろ出しゆつした肌はだからじわじわと血が滲にじむ。

「なに、今度は銃ってわけ。ずいぶん器用な攻せめ口じゃない」

『…………』

　無言で機関銃マシンガンを構える絶対干渉者シト。

　機神といえど元は軍用人型機械体アンドロイドだから重火器はお手のもの。それに動きが俊しゆん敏びんなうえに攻こう撃げき方法が多た彩さい極まりない。

　……私にとっては幽ゆう幻げん種しゆより厄やつ介かいかも。

　魔笛を宿した幽幻種なら、そのほとんどの攻撃を沁力術式で防ぼう御ぎよできる。

　だけど眠らざる者ゴーストは違う。

　強力な機神術にくわえて元来の装備である機関銃マシンガンや大たい剣けん、時には瓦礫を投げたり土ど砂しやを巻き上げて目くらましといった攪かく乱らん戦法まで使ってくる。そうした単純な物理攻撃って、魔笛によるものじゃないから沁力術式での防御が難しいってのに。

「何より、まだ十四歳の子供に銃を向けること自体が最低！」

　落下したビルの残ざん骸がいに隠かくれて銃じゆう弾だんをやりすごす。

「……力を制御しながらの行動ってストレス溜たまるわね」

　全てはエデン・プロジェクトのためだ。

　禁断水晶アマリリスから授かった究極結界は、世界規模にまで沁力の放出が求められる。すでに世界各地を巡じゆん業ぎようして、沁力結界の「種」を設置する作業も終えた。実はその最後のポイントが帝てい国こく領であり、その終わりに駄だ犬けんやイリスへ会いにいったわけだ。

　それが、あの夏休みに駄犬の家を訪おとずれた時になる。

　──プロジェクトへの準備は進んでる。

　──でもそれと真逆に、私の力は疲ひ弊へいしていく一方。

「泣き言は言えないか……」

　かといって部下に眠らざる者ゴーストの相手をしろというのは酷こくだ。リーアなら経験で対応できるかもしれないけど、彼女には部下の統率に集中してもらいたい。

『機術、〝相転移大反転〟…………』

　見上げるほどの高度に小さくうかぶ機神の影。

　手に掲かかげた天秤の杖を持ちあげ、絶対干渉者シトがそれを振ふり下ろす。

『干渉レベル８……全方位展開』

　めきっ、と軋きしむ音をたてて舗装路の表面が地面から剥はがれていく。それだけじゃない、さっきの何十万トンというビルの残骸、それに周りの家屋や鉄柱。およそ地上に存在するあらゆる鉱物が強制的に天上へと引き上げられていく。

　総重量は何十万、いえ何百万トン!?

「…………」

　背後には、離はなれているけど何十人という部下がいる。

　そして絶対干渉者シトのこの余よ裕ゆう。おそらくは頭上の瓦礫を単に落下させるだけじゃなく、銃弾みたいに高速で撃うちだすこともできるのだ。

　もしも部下の方を先に狙ねらわれれば、これだけの超質量を防ぐ術なんてない。

　……私に全部止めてみせろって？

　……ふざけたこと考えてくれるじゃない。

「上等！　アンタのその瓦礫も魔笛もまとめて吹ふっ飛ばしてやるんだから！」

『機術……〝磁界天星砲ほう〟……干かん渉しようレベル７……下部展開』

　機き神しんの杖が輝きを増した、その刹せつ那な。

　思わず前のめりに転てん倒とうするほどの重圧が、背中を中心に全身を呑のみこんだ。

「──かっ！　はっ……あっ!?」

　これは……磁場……それとも重力？

　重……い。身体からだが……鉛なまりになったみたいに……両手の指が一本も動かせないくらい……なんなの……この重力場。しかもわずかに魔笛を帯びてるから、何もしなくたって身体が痺しびれて痙けい攣れんしだしてる。

『干渉レベ……ル８、か、ら……レベル10……反転、絶対干渉……』

　膨ぼう大だいな土砂が。

　超質量の瓦礫が。

　かつて都市を構築していた舗装路が、家屋が、鉄柱が。

　それら全ての物体が、絶対干渉者シトの干渉を受けて銃弾のごとく頭上に降りそそぐ。

「──────っ！」

　避よけられない。

　沁力術式の防御も、用意していたものじゃたやすく打ち貫ぬかれる。

　──だめ。

　────私は──────死ねないっ！

「応こたえなさい新約の──────」




「おっと、それは無しだ」




　濡ぬれ羽ば色いろの髪かみが視界を覆おおいつくした。

　人体の限界をも超こえて鍛きたえあげられた肢し体たいに暗色の闘とう衣いをまとい、優ゆう雅がささえ感じる所作でもって私と瓦礫の間に立ちふさがったその人物は──

「ツァリ！」

「気持ちはわかるがな。その力は究極結界の発動までとっておけ」

　にやりと不敵な笑えみをうかべるツァリ。

　その彼女が何もないはずの虚空を蹴けり上げた────そう認にん識しきした直後、今まさに迫せまりつつあった無数の物体が、見えない何かに触れて弾はじかれた。

　何万トンという質量。

　その全てが、ツァリの振るった不ふ可か避ひの一撃によって軽石のごとく彼方かなたに消し飛んだ。

「ほら、こういう相手は私の方が性しように合う」

　強力な重力磁場の中央にいるはずなのに。それをまるで意にもかいせず、ツァリは微び笑しようすら浮うかべて平然と立っている。

「……つくづく人外ね」

　この女が沁しん力りよくでない奇き妙みような力を使うことは知っている。

　イリスは『人でも神でも幽幻種でもない力』と呼んでいた。むしろ彼女が本当に人外であったとしても私はちっとも驚おどろかない。

「……元・人間みたいなオチはないでしょうね」

「お前とて究極結界に力を割さいていなければ同じだろうに。ま、しかしそうやって苦戦する恰かつ好こうもいいじゃないか。息を荒あららげてる姿も可愛かわいげがある」

「最低な嗜し好こう……」

「珍めずらしいと言いたいんだよ。すでに第八ゲートの幽幻種は攻こう防ぼうに目星がついた。あの機神との喧けん嘩かに付き合ってやるくらいの時間はある」

　太ふと股ももの大だい胆たんな位置までスリットの入った闘衣が風に舞まい上がる。それを気にした風もなく、ツァリが拳こぶしで南を指した。

「お前は都市の中心部に行け」

「ここ任せて、古コ代ロ競シ技ア場ムに行ってもいいかしら」

　同時だった。

「なんだ、お前もか」

「一いつ緒しよに胸むな騒さわぎだなんて、これまた嫌いやな感じね」

　……やっぱりツァリも感じてたんだ。

　エルマリア神教界、武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くに、帝国。その三大国の代表者が集まり、今まさに覇は権けん戦争が開会に向かおうとしていたこのタイミングで。

　それも開かい催さい地である凱がい旋せん都市で。

「そう。そこまでピタリと一いつ致ちさせておきながら、幽幻種の侵しん攻こう場所はここ第八ゲート。凱旋都市の最北、つまり都市の中央部から一番遠い地点というのが腑ふに落ちない」

「ここにいる本隊そのものが陽動……？」

　ならば、その都市中央部こそが一番怪あやしい。

「……行くわ。行って無む駄だになることはないだろうし」

　少数ではあるが中央部に降り立った幽幻種もいるだろう。

　その残党の排はい除じよと、魔笛に侵食された街の浄じよう化か。それができると考えるなら、胸騒ぎが外れたところで行く意味はある。

「立てるか」

「……なめない……で」

　小刻みに笑う膝ひざを叱しつ咤たして立ち上がる。

「あの眠らざる者ゴースト、適当にぶん殴なぐって捕つかまえといて。浄化すれば人型機械体アンドロイドとして修復できるってヨミが言ってたわ」

「すぐ終わらせるさ。早く行け、私もほどなく向かう」

　立ち上がった背中を軽く押される。

　ふり向いた時にはもう、ツァリは私を見ていない。だから私も背中を向ける。信しん頼らいは背中と背中で繋つながっているものだから。

　……悪くない。この感じ。

　……これは何ていうんだろう。使命感？　それとも充じゆう実じつ感かん？

　聖女として崇すう拝はいされていた時には決して感じられなかった充実感。国を越こえ、世代を越え、エデン・プロジェクトのため手を取りあった友人たち。

　それがこの凱旋都市に集つどっている。

「ねえ凪、私は本当は……あなたとも…………」

　かすれた言葉は誰だれの耳に届くこともなく。

　地面を蹴る私の足音にまじって、そして消えていった。




　　　　３




　凱旋都市・古コ代ロ競シ技ア場ム前──

「くそっ、どうなってやがる。どこもかしこも幽幻種じゃねえか」

　魔ま笛てき色に汚お染せんされた上空。

　街は四方から火の手が上がり、地面は銃じゆう撃げきの痕あとだらけ。民家の壁かべは幽幻種の魔笛を浴びてドロドロに融ゆう解かいしてしまってる。

　そんな荒こう廃はいした街並みで、俺は片手に銃剣ガンウエポン、片手に消火器を持って走り回っていた。

「ああもうっ。火の消火もしなくちゃならねえし一いつ般ぱん人の救助も手が足りてねぇし、傭よう兵へいも軍人たちもどこいったんだよ！」

　民家の庭先で燃え上がる炎ほのおに向けて消火器を発射。それが消えたら、さらに隣となりの家屋に飛び火した分の消火にとりかかる。

「……よし、っと。これで大火事になることはねぇな」

　空になった消火器を投げ捨てて、額に浮きでた大おお粒つぶの汗あせをぬぐい取る。

　……こっからようやく現状確かく認にんか。

　古コ代ロ競シ技ア場ム地下で紫苑とわかれたのが一時間くらい前だったよな。そこから古コ代ロ競シ技ア場ムの中を駆かけまわって、避ひ難なんの遅おくれてる人間を片かたっ端ぱしから誘ゆう導どうしていったんだ。

　それがつい十分だか五分前。つまり直前の話だ。

「で、ようやく外に出てみたらこの有様か」

　古コ代ロ競シ技ア場ムの入口から眺ながめるかぎり、少なくない数の幽ゆう幻げん種しゆが中央部にまでやってきている。だとしたら侵しん攻こう拠きよ点てんの第八ゲートはどんな状じよう況きようになってんだ、想像したくもねえ。

　と──

　胸むな元もとで通信機がふるえだした。

「なぎせんぱい！　なぎせんぱいですね!?」

「シィか！　悪ぃな、ずっと立てこんでて着信に気づかなかった。着信履り歴れきにお前とミカエルが残ってるのはわかってたんだけど。無事か？」

「こっちは何とか。え、えと……いま中央広場の噴ふん水すい付近にみんないますです」

　ああ、昼間に俺とシィで見学に行ってた場所か。

　ここからだとちっとばかし距きよ離りがあるな。

「ユメルダ先生と、先生のお友だちっていう傭兵部隊も助けに来てくれたんです。今はあたしたち後こう援えん部隊と看護班してて……でもせんぱいがどこにいるんだろうって心配で…………あ、あのご無事なんですよね！」

「俺は余よ裕ゆうだぜ。とにかく状況はわかった。合流したいんだけどよ、こっちまるで人がいなくて困ってんだ。逃にげ遅れた人がいるかの確認もしたいしな」

「……わかりました。とにかく無事でいて安心しましたです」

　ほっとした声のシィと会話切断。

　と同時、切ったはずの通信機がまたもふるえだす。今度はミカエルかいいんちょか？

「あー。もしもしジール？　そっち元気してるかしら。あたしは元気よー」

「……元気なら通信してくるなよ先輩」

　ヨミ先輩でしたとさ。

　そっか、先輩は軍司令部の人とホテルで打ち合わせだったんだよな。だとしたら今は地下シェルター？　それとも軍部のお偉えらいさんと一緒にセントラルタワーか？

「今ね、ちょうど紗砂と合流したの」

「チビ聖女？」

「うんうん。ていうか実を言うと、あたしら古コ代ロ競シ技ア場ムの中なのよね」

「待った。先輩はホテルにいたんじゃないのか？」

「そうなんだけどね。ちょーっと嫌な感じがして古コ代ロ競シ技ア場ムに戻もどってきたの。そしたら紗砂とバッタリ鉢はち合あわせってわけよ」

　胸騒ぎ？　それに、どういうことだ。エルマリア神教界の術者は第八ゲートに集結してたはず。その指揮をとっていたチビ聖女がどうして古コ代ロ競シ技ア場ムに？

「それが紗砂もあたしと同じだっていうの。ほら、都市の中央ってちょうどここじゃない。それに覇権戦争の開催場所だし。二人で一応警備してよっかって話してたんだけど、あたしら二人じゃこのバカ広い会場の警備キツイのよ」

「それで俺らもってわけか」

「ピンポーン。いま古コ代ロ競シ技ア場ムの入口前にいるんでしょ、それなら一階のエントランスホールで待ち合わせしましょ」

「あいよ」

　刹せつ那な。

　俺の視界の端はじっこに、真っ黒い煙けむりみたいなものがちらりと映った。

　……火事？

　……いや、でもここら一帯は消火したはず。だとしたら。

『────』

　ずっ。

　ずずっ……ずるりっ………………

　濃こ紫むらさき色いろの霧きりを全身にまとった四つ足の獣けもの。足あし下もとの地面を腐くさらせながら、気配を殺して俺のすぐ真後ろまで────

「幽玄種っ！」

　地面を転がるつもりで全力で真横に跳ちよう躍やくして少しでも距離をとる。その一いつ瞬しゆん後、俺の左ひだり脇わき腹ばらを掠かすめるように汚お泥でい色の牙きばがすり抜ぬけていった。

　みるみるうちに白く枯こ渇かつしていく街路樹。……あぶなかった。空から振ぶりした牙がかすめた木が、魔笛に侵しん食しよくされて腐ふ敗はいしていってる。

「なめるんじゃねえぞ！」

　怪かい物ぶつへと銃剣ガンウエポンの引き金を弾く。そう、引いたつもりだった。
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　呪じゆ詛そを思わせる奇妙な音色。

　数メートル後ろの瓦が礫れきが音を立てて崩くずれ落ち、そこから這はいずり出てくる怪物。まさかもう一体、俺の後ろに隠かくれてたっていうのか！

「魔笛か!?」

　全てを侵食し蝕むしばむ呪詛の光。

　いつのまにか、俺の足下には魔笛の光が竜たつ巻まきのように渦うず巻まいていた。

　紫むらさ水きずい晶しようにも似たその輝かがやきが螺ら旋せん状の複雑な模様を描えがき、波は紋もんが広がるように同心円状に広がっていって……

　言葉一つ発する間もなく、俺はその光に包まれて────




〝傷エだリらスけ・のエ世ル界マ、お前は不ふ審しんがっているようだが大事にするといい〟




　魔笛の光が凍こおりつき、砕くだけちった。

「……え？」

　俺にまとわりつこうとした魔笛が、壁にぶつかったみたいに弾はじかれた？

　まるで見えない壁でもあるみたいに。

　……いま、俺は何もしてない。

　……だけど今の結界は。

「俺を……守ってくれたのか？」

　チビ聖女やイリスみたいに神こう々ごうしい光が俺を覆おおってるわけじゃない。俺自身にも見えないし実感すらないけど、今もまた傷エだリらスけ・のエ世ル界マが俺を守ってくれたのか？




〝お前が望むなら、その結界でお前は自分の運命だって変えられる〟




　禁断水晶アマリリスの力を代だい執しつ行こうできる不完全神性機関イリスを経由して、俺に与あたえられた洗礼──チビ聖女も初めて会った時にそう言ってたっけ。

「……つまり俺は、生きてるんだよな」

　小難しいことは要いらない。

　ただそれだけだ。生きているなら、まだ俺は戦える。

「凪！」

「イリス!?」

　視界の奥で眩まぶしいばかりの銀色が煌きらめいた。

「──敵個体数２。迎げい撃げき装そう甲こう『ubinis-r-delis ment織りなす忘却の欠片たち』を構築開始」

　イリスが左手に握にぎっているのは銃じゆうの銃把グリツプ。そこから銀色の筋が伸のび、宝石さながらの真っ青な合金がその細い線を覆うように銃身を形成していく。

　イリス本体よりも巨きよ大だいな対物ライフルアンチ・マテリアル・ライフル。

　長大な銃身から弾だん丸がんが光の螺旋を描えがいて発射。無数の光の弾丸が放たれる様は発射より放射に近い光景だ。

　一瞬で魔まて笛き障しよう壁へきごと撃うちぬかれ、透とう明めいな煙となって消えていく二体の怪物たち。

　……さすが、とんでもねえ破は壊かい力。

「凪、ご無事ですか！」

「おう。このとおり。って、なっ……ちょっ、ちょっと!?」

　階段を駆け上がってきたイリスが両手を俺の首元に回してきたと思った瞬間、俺は彼女に有う無むを言わさず抱だきつかれた。

「良かった」

「え？」

「……凪が……魔笛を浴びるのが遠くから、見え……た時、本当に……本当に怖こわくなりました。死んじゃうんじゃ……ないかって…………すごく怖くなりました」

「…………」

「生きてて良かった。……お願いですから、私をおいていかないで」

「…………」

　抱きついてくる彼女から感じる確かな重み。寄りかかられているというのに、まるで苦しいとは感じなかった。

「その、なんだ……悪ぃ」

　抱きつかれた姿勢のまま、彼女の頭をそっと撫なでてやる。

「俺も今のは不用心だった。いつもお前やチビ聖女とかすげぇ奴やつらばっかり見てたから、ついつい俺は何もしなくていいみたいに気持ちが緩ゆるんでたんだと思う」

「……凪のかわりに戦うのは私の務めです」

「それは嬉うれしいよ。だけど俺自身が油断しちまったってのはまた違ちがう問題だ。自分の身は自分で守ろうって努力は大事だろ？」

　シィもミカエルも、いいんちょだってそうだ。同じ傭よう兵へい科で俺だけイリスに守ってもらおうなんて心構えじゃアイツらに合わせる顔がねえもんな。

「ただ、来てくれたのはありがとな」

「……はい」

　ようやく手の力をゆるめて俺から離はなれるイリス。

「ところで状じよう況きようはどうなってんだ。幽ゆう幻げん種しゆは？　みんなも、住民もだ」

「状況は優勢です。まず住民は98パーセントの避ひ難なんを確かく認にん、残り２パーセントも各家の個別シェルターに身を潜ひそめているとのことです。次にクラスメイトですが、こちらは中央広場でユメルダ先生の部隊と合流したことを確認しました」

「避難はギリギリ間に合ったってことか。で、敵さんは？」

「北の第八ゲートをエルマリア神教界の術者たちが死守しています。残りのゲートを武宮唐那国の護士と帝てい国こくの傭兵が。強力な大型個体をツァリが仕留め、現在は眠らざる者ゴーストと交戦中です」

　本気で総力戦みたいな様相を呈ていしてきたってか。

　だけど今のところ大きな人的被ひ害がいが無いって言うのが救いだな。

「無事かどうかの判定で難しいのが極ごく悪あく肉女です」

「……ツァリ？　あの人外姉さんが、まさかやられたのか！」

「いえ。単に大型幽幻種との交戦で衣服がボロボロの全ぜん裸ら状態になっただけです」

「またかよ!?　アイツ絶対わざと脱ぬいでるだろ!?」

「本人は無傷なようで、交戦を続けながらスペアの闘とう衣いに着き替がえてました。あの迅じん速そくな着替えテクニックは私もいずれ習得すべきかと」

「努力の無む駄だ遣づかいはやめとけっての。とにかくだ、そしたら俺らも古コ代ロ競シ技ア場ムに入るぜ。なんか知らねぇけどヨミ先せん輩ぱいが待ってるんだってよ。胸むな騒さわぎがするんだとか」

　……だけど。

　……あの人、前からそういう勘かんは鋭するどかったからな。

「胸騒ぎとは何でしょう」

「さあな。だけど幽幻種の侵しん攻こうが予定より早くなったりしてたんだろ？　狙ねらいもここだし。怪あやしもうと思えば怪しめる要素は確かに多いもんな」

　階段を昇のぼれば入場ゲートは目の前だ。

　そういや初めて来た時は両りよう脇わきにガードマンが立ってたっけ。

「弱ったな、ガードマンいなきゃ外から入れなくないか」

「この開閉扉とびらなら、私が外部解かい析せきして制せい御ぎよ装置を外せます。お時間を頂けますか」

　そういや前にも軍学校アカデミーのセキュリティ突とつ破ぱしてたもんな。当然同じプログラムってわけじゃないだろうけど、時間をかければ解析可能ってことか。

「どれくらいかかる。十五分でいけるか？」

「五十秒くらいです」

「……ほんと、頼たのむからその才能を家事にわけてあげてください」

　だけど──




　…………っ………………………………っ！




「ん？」

　構えていた銃剣ガンウエポンを下ろし、俺は目の前の扉に近づいていった。

「なあイリス、いま何か聞こえなかったか。扉の奥なんだけど」

「声ですか、それとも何かの物音？」

「んと、自信ないけど声だと思う。なんか甲かん高だかい声だったから女……かな」

　声を振りしぼった絶ぜつ叫きようのような。悲鳴みたいにも聞こえた。

　……俺の幻げん聴ちようか？

　極度の緊きん張ちよう状じよう況きよう。まさに今みたいな戦闘下では軍人の誰だれもが経験することだ。珍めずらしいことじゃない。それにイリスも聞いてないっていうしな。

「プログラムの78パーセントまで解析完かん了りよう。凪、突とつ入にゆうの準備を」

「こっちはいつでもいいぜ」

　呼吸を整えてその時を待つ。

　つっても、待ってるのはヨミ先輩とチビ聖女なんだけどな。

「解析完了。解かい錠じようします」

　電子錠で固く閉じられた機械扉にイリスが触ふれる。と同時、蒸気が漏もれるような排はい気き音を響ひびかせて扉が勢いよく左右に開いていった。

「おし、じゃあ行──」

「待って凪」

　イリスが制止の声。だけど、それより早く俺も足を止めていた。

　……なんだ、この臭におい。

　エントランスホールに一歩足を踏ふみ入れた途と端たん、酸っぱいような金属みたいな臭いが鼻にまとわりついてきた。

　血けつ臭しゆう。それも、なんだこの強きよう烈れつな臭い。ホールに充じゆう満まんするって異常だぞ。

「イリスこっちだ！」

　返事を待たずしてホールを駆かける。

　そして──俺は、その光景を見てしまったんだ。

　血まみれの白衣。

　床ゆかにできた真っ赤な血の海。




　血の海に横たわり、ピクリとも動かないヨミ先輩を──────




「……だ……け、ん？」

　そこから十メートルくらい離れた場所に紗砂。

　床に膝ひざをつく彼女が、全身裂れつ傷しようまみれで、よろよろと俺の方に手を伸ばし。

「に……げ…………なさ…………………………っ」

　そして、彼女もまた床にくずおれた。

　俺も動けない。

　肺が凍こおりつき、筋肉が緊きん張ちようで小刻みにふるえ、指一つ動かすことができなかった。

　──俺ができるのは。

「……てめぇ…………は…………？」

　俺ができるのは。

　倒たおれたチビ聖女の前に立つ、一人の男を睨にらみつけることだけだった。

「てめぇ…………が、やったってのか……よ」

「────」

　男は答えない。

　だが、両手に握られた二ふた振ふりの剣けんに滴したたる血が、何よりも明確にそれを物語っていた。

「答えろよっ、てめぇがやったのかって聞いてんだよ──────────────────────剣けん帝てい！」

　そう。

　剣帝ヘケト・マグナ。

　かつてミオ渓けい谷こくで消息を断った機き神しん。

　十二体の機神のうちでも最強と謳うたわれていた英えい雄ゆう。伝説の人型機械体アンドロイドが、俺たちの前に立っていた。








　　Phase.5『その機き神しんの名を俺は知っている』
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〝あたしが製作したのは二体だけ。どっちもあたしの最高に自じ慢まんの自信作。そのうちの一体がイリス。もう一体が────〟




　十五分前──

　凱がい旋せん都市・古コ代ロ競シ技ア場ム敷しき地ちで。

「……はぁー。死ぬかと思った。紗しや砂さがいてくれて命拾いしたわ。あんがとね」

「目を疑ったわよ。幽幻種が３匹びきも後ろを追いかけてるんだもの」

　芝しば生ふにぺたんと腰こしを落として息を整えるヨミ。その彼女が立ち上がれるよう手を貸して、私はやれやれと溜ため息いきをついた。

　ホテルの地下シェルターに隠かくれてると思ったのに、まさか古コ代ロ競シ技ア場ムの裏庭で幽幻種と追いかけっこをしてるとは思わなかった。

「だってホテルから古コ代ロ競シ技ア場ムなんて百メートルもないのよ？　普ふ通つうは見つかると思わないじゃない」

「普通ってのは、見つからないと思っても外にでないことを言うの。……それはさておき、行き先は建物の裏側でいいのね」

「うんうん。表の入場ゲートは幽幻種が入ってこないように隔かく壁へき下ろしてるはずなのよ。無理やり解除もできるんだけど、裏にある関係者専用口から入った方が楽だから。あたしは軍司令部の共通コードで入れるし」

「方法は任せるわ。とにかく内部が気になるの」

　大それた仕し掛かけや特別重要なものが置いてないことはわかってる。だけど今回の幽幻種が凱旋都市を狙うことに意味があったのなら、それはやはり古コ代ロ競シ技ア場ムだと思う。

　覇は権けん戦争の会場。

　そしてその最終日、私たちがエデン・プロジェクトを全世界に公開する地。

「ヨミも？」

「ん～、あたしはもう一個あってさ、紫し苑おんが気になるのよね。なんか通信不良でうまく繋つながらなくて様子がわからないの。ついさっきまで古コ代ロ競シ技ア場ムでジールと一いつ緒しよにいたはずだから、もしかしたらここに残ってないかって」

　古コ代ロ競シ技ア場ムの裏側。

　巨きよ大だいな倉庫が立ちならぶなか、その陰かげに隠れて目立たぬ扉が一つ。……気づかないわけだわ。古コ代ロ競シ技ア場ムの壁へき面めんと同化するよう同じ色で塗と装そうしてたのね。

「凪なぎとは連れん絡らくつけといたから。イリスも一緒に近くまで来てるんじゃないかしら」

　ヨミに続いて建物内へ。

　入ってすぐ、見覚えある一階エントランスホールが目についた。

　点ともったままの照明。

「静か。本当にもぬけの殻からね。あとは駄だ犬けんとイリスを待っ────っ、っ!?」

　声が裏返った。一階のエントランスホールに昇ってすぐの壁かべ。そこに人一人が通れるような大穴が空いていたからだ。

　──えぐり取られてる。

　それとも、何かものすごく鋭えい利りなもので切断された？

　何十センチという厚みの機械合金がまるでスポンジみたいに。地面には破は片へん一つ落ちてない。あまりにキレイな切断面が逆に恐きよう怖ふすら感じさせる。

　幽ゆう幻げん種しゆ？　いや、魔ま笛てきなら穴の縁ふちが融ゆう解かいしてるはずだから違ちがう。だけど、この混乱に乗じて何者かが古コ代ロ競シ技ア場ムに入りこんだのは確かだ。

「ヨミ、この建物の中に私たち以外の何者かが入りこんでる。絶対に私の近くから離はなれないこと。いいわね」

「…………」

「ヨミ、ヨミってば聞いてるの！」

　返事はない。

「ヨ────」

「マグナ！」

　マグナ？　誰のこと？　反射的にふり返った私の前に、真っ黒のロングコートを羽織った長身の男が立っていた。

　鋭するどい眼光を映した黒い瞳ひとみに、光を反射しない鳶とび色いろの長ちよう髪はつ。

　成人男性よりも頭半分は高い長身痩そう躯く。年ねん齢れいは二十代中なか頃ごろだろうか。眉び目もくのととのった白はく皙せきの面おも立だちながら、表情はどこか哀あい愁しゆうを感じさせる。

　──人型機械体アンドロイド!?

　──そして今のヨミが叫さけんだ名前、間違いない。

　剣帝ヘケト・マグナ。

　ヨミの手がけた一体目の人型機械体アンドロイドであり、禁断水晶アマリリスの洗礼を受けることで最強の機神となった人型機械体アンドロイドじゃないか。……まさか無事だったなんて。

「マグナ、マグナなのよね！」

「……ヨミ」

　明後日あさつての方向を向いていた機神が、独り言のように呟つぶやいてふり返る。

　……喋しやべった。ちゃんと受け答えしてる。

　……良かった、これで眠らざる者ゴーストの可能性は消えた。

　胸の内に抱いだいていた疑念が解消されたことに、私は素す直なおにほっとした。破は壊かいされたはずの機神が甦よみがえるという事象なんてまずない。あるとすれば眠らざる者ゴーストとして操あやつられている可能性だけど、眠らざる者ゴーストにまともな会話はできない。

　つまり、目の前の剣帝は本物なのだ。

　本当に無事で、そして生みの親であるヨミの下もとに帰き還かんしたのだ。

　……そう思ってた。

　その機神が、どこからともなく黒くろ塗ぬりの刀を取りだす瞬しゆん間かんまでは。

「え？」

「逃にげなさいヨミ！　そいつはあなたの知ってる剣帝じゃないっ！」

　彼女を力ずくでも下がらせようと手を伸のばす。

　だけど。

　伸ばした手に、真っ赤な飛沫しぶきが付着した。




　……ぽちゃ。




　剣の先からとめどなくしたたり落ちる真しん紅くの液体。

「……マ……………グ……………っ…………？」

「────」

　剣帝の黒剣に腹部を貫つらぬかれ、ヨミの全身が小さくふるえだす。その両目には大おお粒つぶの涙なみだがいくつもいくつも、こぼれ落ちそうなくらいあふれ出て。

「…………っ…………」

　ヨミの瞳から光が消える。

　最後に、吐と血けつした唇くちびるで何かを掠かすれた声で呟いて、彼女は血の海へと沈しずんでいった。

「…………」

「紗砂・エンデンス・凜りん・ケール。エルマリア神教界の聖女か」

「貴っ様ァァッ──────────っ！」

　喉のどの奥で血の味を感じるほどの絶ぜつ叫きよう。

　悲鳴と怒ど声せいとが入りまじった叫びをあげて、私は沁しん力りよく術式の構築を開始した。

　どうしてそうなったかはわからない。理解するつもりもない。ただ一つわかるのは、目の前のこいつが敵だということだ。友人を手にかけた許されざる者。

　徹てつ底てい的てきに破壊する。

　こいつが二度と人を襲おそえなくなるまでに。

　……そして、一刻も早くヨミをセントラルタワーへ運ばないと。

　……あそこなら軍医も常じよう駐ちゆうしてる。緊きん急きゆう手術だって受けられるはずだ。

「ブッ壊こわれなさい！」

　全身からあふれた光の大おお渦うずが弾はじけ、火花にも似た放電現象を巻き起こす。

　エントランスホール全域の空間が音をたててひしゃげ、極度に曲げられた重力界が力場の内側にあるものの破壊を開始した。

　──付近のもの全すべてを引きずりこんで破は砕さいする。

　──機神みたいに機動力があったって、これなら確実に捉とらえてダメージを与あたえられる。

「それで狙ねらったつもりか？」

　剣けん帝ていの姿が一瞬ブレた。と思った瞬間には、その姿が私の上空にあった。

　……うそ。

　ぐちゃぐちゃに歪ゆがませた重力界。小型ブラックホールとも言うべき歪わい曲きよく空間を構築し、もともとは飛行する幽幻種を強制的に地面まで引きずり落とす術だ。ひとたび重力の網あみにかかれば軍用人型機械体アンドロイドですら身動きとれない。

　その重力場で、一瞬であの高さまで跳ちよう躍やくした？

「聖女といえどしょせんは子供か」

「穿うがて」

　ロングコートをなびかせて剣帝が落ちてくる。その挑ちよう発はつじみた台詞せりふに取り構うことなく、私は目の前の力場に指令を下した。

　……空中での軌き道どう修正は不可能でしょ？

　力場に渦巻いていた光の奔ほん流りゆうが、真下から剣帝めがけ放射される。

「────」

　剣帝が対ついの黒こく剣けんを真横の円柱へと突つき立てた。

「まさかっ!?」

　剣を軸じくに、剣帝は身体からだを柱に対して垂直に修正。着地した柱を蹴けって隣となりの柱へ。さらに隣の柱を蹴って天てん井じようへと高速移動!?
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　迫せまる巨大な光波を、剣帝はその天井をも蹴りつけて回かい避ひしてしまった。まるで無傷。漆しつ黒こくのロングコートの端はしにすら傷一つついてない。

　……十二機神最速の機動性というのは噂うわさだけじゃない、か。

「全解放」

　重力場に用いていた力を全て光波へと転てん換かん。百を超こえる空中放電からさらに巨大な光の奔流が生まれ、再び地上に降り立つ剣帝へと襲いかかる。

　全方位。かわす場所などない。

「ならば斬きるまでだ」

　黒の双そう閃せん。

　それが剣帝の振ふるった双剣の軌き跡せきだと気づいたのは、百を超える沁力の輝かがやきが全て叩たたき斬られて霧む散さんした後だった。

「……笑えない冗じよう談だんね」

「狙いは元から俺でないだろう？」

　変わらぬ無表情の剣帝が、その右の剣先で横たわる女性を指ししめした。

　──ヨミ。

　出血源である彼女の腹部。その傷口一帯が真っ青な氷で凍とう結けつされている。もちろん今の隙すきをついて自分がほどこした止し血けつだけど。

「目的なら両方よ」

　平然をよそおって答える。

　今の術式は、最初から剣帝を倒たおすために使ってた。ヨミの治ち療りようをする時間稼かせぎもあったけど、それで術式を加減していたなんてことは絶対にない。

「……それに良く見てるじゃない」

　まさか今の回避行動中ですら私の動きを見ていたなんて。正直、よく状じよう況きようを観察していると感心するほどだ。つまりはまだ、それだけ余よ裕ゆうがあるということ。

「他人を庇かばう余裕があるのか」

　眼前に剣帝の振り下ろした剣があった。

　早い。あんな遠くに立っていながら、走るまでの初動がまるで見えない。

「ぐっ！」

「意外だな」

　剣を振り下ろした姿勢で、剣帝が無表情にそう呟いた。

「お前たち術者の弱点が身体能力の欠けつ如じよだと認にん識しきしていた。一いつ般ぱん人と変わらないと」

「そう……よ。私だって十四歳の少女なんだから丁重に扱あつかいなさい」

　右みぎ肩かたを押さえ、苦く悶もんの表情で私は返した。

　ドレス生き地じが真っ赤に染まってる。肩からバッサリ斬られるところを、これでもその寸前でギリギリかわしたのだ。

　──危なかった。

　──未来が見えてなかったら確実に右みぎ腕うで一本地面に転がっていた。

「なるほど『天球図画』。脳に大きな負荷を与える代だい償しように、わずか先の事象を映像化して視みることを可能にする領域系沁力術式か」

「機械のくせに博識じゃない」

「そうだな。ヨミが俺のＡＩに膨ぼう大だいな沁力術式のデータを組みこんでいたおかげか。その力でもって俺の剣の太た刀ち筋すじを先に見たわけか」

「まあね。あんたのノロマな剣なんか見え見えなのよ」

　……見み抜ぬくのが早すぎるわよ、このクソ機き神しん。

　……あと数分。イリスが到とう着ちやくするまではこの力で翻ほん弄ろうする予定だったのに。

　なめていたつもりはない。だけどこいつは想像以上に厄やつ介かいだ。少なくとも、身体能力で圧あつ倒とう的てきに差のある私とは相あい性しようが絶望的に悪い。

　今の太刀だって、未来の光景じゃ光が瞬またたいたくらいしか見えなかった。

「だけどどうして！　ヨミはあなたの生みの親なんじゃないの！」

「邪じや魔まだからだ」

「邪魔？」

「目的を語ることに躊躇ためらいはないが、まだ入口からも援えん軍ぐんが来そうだな？」

　イリスが古コ代ロ競シ技ア場ムに近づいてることまで!?

「ただ、失うせろ。俺の前から」

　黒の双剣を携たずさえて剣帝が猛もうスピードで距きよ離りを詰つめてくる。

「失せるですって？　それは私の台詞よ！」

　十メートル、五メートル…………ギリギリまで距離を詰めさせて詰めさせて、私は用意していた沁力術式を解きはなった。

　沁力結界。

　何の威い力りよくもない。ただ触ふれた物体をはじき飛ばすだけの物理障しよう壁へきだ。触れた物体が高速であればあるほど、はじき返す力も増加する。

「自分の機動力で古コ代ロ競シ技ア場ムの外まで吹ふっ飛びなさい！」

　──が。

「物理障壁、その選せん択たくは誤りだ」

　噴ふき上がる光の壁かべ。

　その壁面に触れながらも、双剣の機神は微び動どうだにしていなかった。

「そんなっ!?」

「お前のもっとも得意な結界にすべきだった。魔ま笛てきを防ぐ沁力結界にな」

　頭が真っ白になった。

　剣をふりかぶる機神。その全身からたちこめる濃こ紫むらさき色いろの輝きは魔笛!?　魔笛が沁力の物理障壁を相そう殺さいして、だから吹き飛ばないっていうの？

「まさか眠らざる者ゴースト」

「あんな輩やからと同一にするな」

　左の黒刀から立ちのぼる魔笛の輝き。

「俺は自ら魔笛を受けいれた。それだけだ」

　人型機械体アンドロイド。

　生まれた時は沁力を宿さず、鋼鉄の身体に刻こく印いん儀ぎ礼れいを受けることで人工的に沁力を宿したもの。それが魔笛をも宿す性質を持つことは眠らざる者ゴーストで証明されている。

「それじゃあ──っ!?」

「自らの意志で人間の敵についただけのこと。そもそもあの程度の侵しん攻こうで俺が破は壊かいされるわけがない」

　眠らざる者ゴーストとしてでなく。

　機神として、生きながらに人類の敵として反旗をひるがえした。その証あかしが魔笛。そして今回の幽ゆう幻げん種しゆの大群を指揮していたのもコイツだったんだ。

　……どうりで。

　……明らかに幽幻種の侵攻がいつもと違ちがうって。

「魔笛と沁力を同時に……宿した!?」

「好きなように解かい釈しやくしろ。どのみち徒労に終わる」

　機神の頷うなずきは、およそ考え得る最悪の展開を意味していた。

「とはいえ、手に入れた力そのものは決して強力ではない。恐おそらくは、魔笛が強すぎた場合に俺の元々の沁力と反発するからだろうな。俺に宿った魔笛はごく微び量りよう。……が、それでもあの幽幻種たちは俺を味方であると認識したよ。それをもって幽幻種を煽せん動どうするサンプルケースが今回だ」

「────────────ふざけるなっ！」

　声を嗄からして私は叫さけんだ。

「この反逆者がっ！　禁断水晶アマリリスが何を想おもってお前に沁力を与あたえたと思ってる！　ヨミがどれだけお前を愛していたと思ってる！　生みの親を、力を託たくした禁断水晶を、そして人類の全てを裏切ってまで…………何を求めるっていうの!?」

「──俺が失った全てをだ」

　魔笛を宿した剣がやすやすと結界を切りさいた。

「判断を誤ったな聖女。世界を救うなど、お前には過ぎた大役だった」

　そして。

　対の剣が自分目がけて振り下ろされるのを、私は見つめるしかなかった。
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「に……げ…………なさ…………………………っ」

　血を失った目め眩まいのせいで声すらろくにでない。

　逃にげなさい。ただそれだけ駄だ犬けんに向けて発したのを最後に、私は全身の力を失って地面に倒れこんだ。

　……何度……斬られたの？

　……天球図画の未来視で避よけるのも限界で、なまじ中ちゆう途と半はん端ぱに避けるぶん痛みも傷も増えるだけだった。……本当に…………いっそ殺された方が痛みは少なかったと思う。

　だけど粘ねばったかいはあった。

　イリスが来た。それなら望みはある。

　不完全神性機関と機神の最大の違いはその性能差だ。剣けん帝ていの方が明らかに戦せん闘とう経験値が上だけど、それに対処できるだけの機体性能がイリスにはある。

　……だから駄犬。

　……あな、たは……逃げな、……さい。あの機神は……危険す、ぎ……る。

「イリス！」

　ホールに少年の声がこだましたのは、その時だった。

「今すぐ二人を担かついでセントラルホールに連れていけ！」

「え？　で、ですがこの機神は──」

「コイツは俺が相手する」

　…………な、何を馬ば鹿かな！

　……あなたいったい何を考えてるの!?

「凪、やめて！　無茶です！」

「うるせぇ！　今から俺が二人担いでいっても間に合わねぇんだよ。特にヨミ先せん輩ぱいがやべぇのはお前もわかるだろうが、早く行け！　てめぇの生みの親が死ぬんだぞ！」

「だ、だけどそれじゃあ凪が！」

「俺は、自分の親を見殺しにするような奴やつを家メ政イ婦ドにした覚えはねぇ！」

「────っ！」

　二体の機神。共に、機械工学の鬼き才さいヨミによって生み出された。

　その一体は人間に反逆した。

　もう一体は誰だれよりも人間を慕したい、尽つくそうとしている。

　真逆の二体。だけど二体が直接戦って傷つくようなことがあれば親ヨミは哀かなしむだろう。

　だから自分が代わりにやると。

　イリスと、そしてヨミのために戦うつもりなのだ。この男は。

「行け！」

「──わかりました」

　ヨミを胸に抱だいたイリスが、私を背中にかつぎあげる。

「すぐ戻もどってきます。どうかご無事で」

「無事も何もねぇよ」

　最強の機神を前に、少年が自分の拳こぶしをつきだした。

「コイツは俺がぶっとばしておく。てめぇはホテルで飯の準備でもしてやがれ」
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「よぉ剣帝」

　右手に銃剣ガンウエポンを提さげたまま俺は言った。

「幽幻種に破壊されたって聞いてたぜ。てことはアンタも眠らざる者ゴーストってことか？」

「…………」

「アンタの剣に取り憑ついてるのは魔笛だろ。軍用人型機械体アンドロイドの伝説だった機神まで、とうとう幽幻種の手先になっちまったってことか」

「…………」

「──────答えろよ！　てめぇがな……てめぇがいなくなって、どんだけヨミ先輩が悲しんだかわかってんのか！」

「知っている」

「は？」

「知っていると言った。俺の造り主だ。俺が一番よく知っている」

　軍用人型機械体アンドロイドであった機神が静かに続ける。

「お前の外見と一いつ致ちする人間データが一つある。凪・一いち咲さき・ジール、お前のこと、ヨミがことある度たびに話していた」

「……どうせロクな内容じゃねえんだろ？」

「褒ほめていた。いや、自じ慢まんしていたという方が近いな。いつかまた一いつ緒しよに、姉きよう弟だいみたいに、師し弟ていみたいに暮らしたいと言っていた」

「…………」

　怒いかりのあまり返事すらできなかった。

　それを、その夢をたった今ぶっ壊こわしたお前が語るってのかよ。

「さっきの銀ぎん髪ぱつの人型機械体アンドロイドが不完全神性機関か。なるほど、潜せん在ざい能力の高さは感じる。さすがエデン・プロジェクトの要かなめに見こまれるだけのことはある」

「それがどうかしたのかよ」

「仲間に引き入れるにはどうすればいいか。悩なやましいな」

　……くっだらねえな。

　何を言うかと思ったらてめぇもイリス狙ねらいかよ。

「どいつもこいつも何度言えばわかるんだよ。イリスを自分勝手な争いに巻きこむんじゃねえ。なんでイリスの好きなようにさせてやらないんだよ。てめぇも人型機械体アンドロイドだろ、人型機械体アンドロイドが人型機械体アンドロイドを自分のオモチャのようにして楽しいかよ」

「────」

「どうした、何か言ったらどうだ」

「解りあう余地などない。お前のような帝国の一兵が」

　床ゆかに突つきさしていた二ふた振ふりの黒刀。

　その刃やいばには、今も生なま乾がわきの赤い液体がべっとりと付着しているのが見てとれた。

「この古コ代ロ競シ技ア場ムと共に消えるといい」

　黒の双そう剣けんをひき抜ぬく剣帝。

　それにあわせ、俺は銃剣ガンウエポンの引金を引いた。

　──砲ほう口こう初速６００メートル毎秒。

　この距きよ離りなら着ちやく弾だんまで０．０２秒かからない。機械の電気信号による反射だろうが絶対にかわせない極小時間。それを……

「改造銃じゆうか」

　わずかに目を見開いただけで、剣帝の黒刀が改造刻印弾を斜ななめ上部に弾はじき飛ばした。

　弾かれた弾丸が天てん井じように着弾、轟ごう音おんを立てて巨きよ大だいな空くう洞どうを穿うがつ。

　ちょっと待て、冗じよう談だんだろ！

　まず反応できるわけがないし、万が一偶ぐう然ぜんに弾丸に剣先を当てても高速回転する弾丸をそう簡単に弾けるわけない。どれだけぶっ飛んだ出力と反射回路してやがんだ。

「装着式バヨネット零ゼロ八後期型。銃身に加圧式シリンダーを埋うめこんで規定口径の上限を突とつ破ぱしたな。火薬は……典型的なトリプルベースだが、配合はオリジナルか」

「っ、なにっ!?」

　二度目の発はつ砲ぽう。

　それを跳ちよう躍やくでかわした機き神しんが天井へと跳とび移る。

「改造の趣しゆ味みまでヨミとよく似ているが、技術はだいぶ劣おとるな？　ヨミの改造であれば俺とて看破は容易たやすくない」

「てめぇがヨミ先輩の名前を口にするんじゃねえ！」

　天井から剣を振り下ろす剣帝。

　風鳴りとともに振るわれる一いち撃げきめがけ、俺も銃剣ガンウエポンの刀身部分を突きあげる。

　──カラン。

　俺の銃剣ガンウエポンが、刀身ごと斜めに切断されて床に転がった音だった。

　……これが剣帝。

　どっと冷ひや汗あせが噴ふきだした。

　ダイアモンドより硬かたい強化セラミックの刃だ。仮に奴の黒刀と俺の銃剣ガンウエポンが激しく撃うちあった末に折れるとか切断されるなら、まだ納なつ得とくもいく。

　それが、刃と刃とが衝しよう突とつした感覚すらなく真っ二つにされた……

「ただ消えうせろ」

　横から袈け裟さ斬ぎりに振り下ろされる対ついの剣。

　そう理解した時には、もう防ぼう御ぎよも回かい避ひもできないところまで切っ先が迫せまっていた。どのみち銃剣ガンウエポンでガードしたところで薄うす紙がみ一枚分の意味もなく真っ二つにされるだけ。

　ほかならぬ剣帝が誰よりそう信じて疑ってない。

　──自信はないけど、もうこれに縋すがるしかない。

　──傷エだリらスけ・のエ世ル界マ。

　この結界が本物なら剣帝の斬ざん撃げきだって止められる。幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきはもちろん、チビ聖女の沁しん力りよく術式だって無効化できた。単純な物理攻こう撃げきなんて容易いにも程ほどがある。

　そして。

　剣帝が黒剣を振り下ろした。

「────っ」

　何かを察知して跳び下がる最強の機神。まるで感情を映さぬその双そう眸ぼうに、初めて戸と惑まどいの色が浮うきでたのを確かに見た。

「今、何をした」

「…………」

「不可思議な技わざだな。空を切るわけでも障害物に弾かれたわけでもないのに、お前に触ふれる直前に奇き妙みような抵てい抗こう力を感じた。抵抗、いや違い和わ感かんという方が妥だ当とうか」

「…………」

「今のはお前の仕し掛かけか？　それとも遠方から仲間が支し援えんしたのか？」

「……さ、て……な」

　下した唇くちびるを噛かみしめ、絶え絶えの声で俺は返した。

　だらんと力なく垂れた右みぎ腕うでが、肘ひじから先が真っ赤に染まって動かない。

　……何が起きたか……聞きてぇのは、俺……の方だ。

　……傷エだリらスけ・のエ世ル界マが……不完全な発動だった……だと？

　結界は発動した。それは確かだ。現にアイツ自身が奇妙な感かん触しよくとか言ってる。

　だけど完全には無効化できなかったせいで、俺の方は右腕がほとんど千切れかかってる。その理由がまったくわかんねぇ。

「まあいい。いずれにせよ完全な無効とはほど遠い」

　床に転がった銃剣ガンウエポンを左手で拾う。

　……これは……ちょっとばかし、マズったかもな。

　俺の銃は当たる気配がないってのに、奴の攻撃だけが一方的に届くってのはよ。

「次は……どうかわかんないぜ？」

「そうだな。だから試ためすとしよう」

　彼ひ我がおよそ十メートル。間ま違ちがっても剣なんか届かない間合いで、剣けん帝ていがその場に深く沈しずみこむ。いや、あの構えは居合い？

「先の仕掛け、もう一度見せてみろ。でなくば全身に穴が空く」

「っ！」

　機神が黒剣を真横に薙ないだ。

　旋せん風ぷう。

　鎌かま鼬いたちにも似た衝しよう撃げき波はが、床の瓦が礫れきを巻き上げて猛もう烈れつな速度で迫ってきた。

「っ！────っっっっっっぐっ、……ぁっ!?」

　腕、肩かた、脇わき腹ばら、両足。

　尖とがった瓦礫の破は片へんが無数に突きささる。……これ……が、本当に石コロの威い力りよくか。制服の下に防ぼう弾だん繊せん維い組みこんでなかったら本気で身体貫かん通つうしてるぞ。

　まるで散さん弾だん銃じゆうを浴びたような殺傷力だ。

　……全身に穴が空く……ねえ。

　……笑えないくらい……マジ話じゃねえか。

　だけどなんでだ。

　なんで、傷エだリらスけ・のエ世ル界マの発動が完全じゃない!?

「なるほど」

　一人静かにうなずく機神。

「これで二度目。俺の攻撃を何かの手段で軽減してるのは間違いなさそうだ」

「……てめぇ……やり方が陰いん険けんすぎるだろ」

「沁力結界も魔笛の障しよう壁へきも、触れるもの全すべてに自動反撃カウンターするタイプのものがある。お前のソレが正体不明であるかぎり近づくのは危険だからな」

　その言葉と裏腹に、大地に突きささった剣をひき抜いて近づいてくる。

「だが今の様子をみるかぎり、お前に触れた礫つぶてが何らかの反撃を受けた形けい跡せきはなかった。つまり剣で触れても俺への反撃は無いということだ」

「…………そうか、い……」

　ようやく俺は、目の前の機神と自分の差を理解した。

　人間と機神の基き礎そ性能の違いでも、周しゆう到とうとか用心深いとかの性格の違いじゃねえ。

　戦せん闘とう経験。

　何千何万体って数の幽幻種に単身、それも二本の剣だけで戦ってきたことで、こいつのＡＩはどの人型機械体アンドロイドよりも戦闘向きに進化してきた。その差だ。

　これが最強の機神。

　百万体の軍用人型機械体アンドロイドの頂点。

　ヨミ先せん輩ぱいがゼロから構築した、イリスの前身にあたる機体か。

　……くそっ。

　……マジで……どうする。

　こっちは出血多量で目め眩まい。おまけにさっきの瓦礫を盛せい大だいに浴びたせいで全身内出血して立ってるのも辛つらいってのに。

「痛覚。戦闘でもっとも不要な感覚野だな」

「…………俺も、それだけ……は」

　同感だ。そう言おうとした直後、何かが俺の脳のう裏りを駆かけぬけた。

　……痛覚。

　痛み。そうだ、それがあるじゃねえか。傷エだリらスけ・のエ世ル界マならそれができる。

　傷エだリらスけ・のエ世ル界マは、相手が機械だろうと幽幻種だろうとおかまいなしに強制的に痛覚を付ふ与よする。眠らざる者ゴーストを殴なぐった時は、それがプログラム規格外の情報流入としてメモリを圧あつ迫ぱく。強制フリーズに陥おちいらせた。

　……一発。

　……一発でいい、この拳こぶしでぶん殴れれば逆転の糸口になるかもしれない。

　銃剣ガンウエポンを手放し、空いた左の拳を堅かたく堅く握にぎりしめた。

「……どう……したよ。近づいてこな……いのか？」

「そうだな」

　右と左、それぞれに一ひと振ふりの黒剣を携たずさえて剣帝が近づいてくる。

「お前がそう誘さそうからには何か策がありそうだが、俺とて凱旋都市ここに長居する気はない。陽動のために連れてきた幽け幻も種のどもも大半が駆く逐ちくされたようだからな」

「なら、来……い、よ」

「────」

　最強の機神が床を蹴ける。

　俺の右側から回りこむかたち。動かない右腕の方から迫るってか。ここまで優勢でまだ油断の欠片かけらもないってのかよ。

　剣帝が剣をふりかぶる。それを、俺は避よけも防御もしなかった。

「なにをする気だ？」

「ぐっ、あっ……ぁああああああっ！」

　目眩で揺ゆれる視界のなか、何体にもブレる剣帝の姿めがけて左の拳を突つきあげる。交こう叉さする拳と双剣。互たがいの一撃が相手の喉のど元もとに迫り────

　瞬しゆん間かん。

　拳が剣帝の頬ほおをわずかにかすめた瞬間、がくん、と足の力が抜ぬけて膝ひざが折れた。

「これは────」

　剣帝の目が大きく見開く。

「なんだ、この……一瞬だが超ちよう巨きよ大だい容量の不明データ群は……俺が解かい析せきできない正体不明の外部干かん渉しようデータだと？」

　だけど、だめだった。拳は頬をわずかにかすめただけ。痛みを感じさせるだけの力をこめることもできず、全身から力が抜けていくのがわかる。

　その一撃は、機神のメモリをオーバーフローさせるには、あまりに弱すぎた。

　……マジ……か。

　……ここまで来て…………限界だ……って、のかよ。

　剣帝の黒剣がすぐそこまで迫る光景。

　血だらけで倒たおれる自分の姿を想像して────

「凪！」

　真横からの銀ぎん閃せんが、襲おそい来る黒の一刀をはじき返した。

　……イリス……か。

　声でわかる。だけど俺には、もう背後をふり返る力すら残ってなかった。

「凪、凪！」

「……っせぇ。見りゃわかんだろ…………俺、は…………余よ裕ゆうだ……ぜ」

　そして。

　膝をついた姿勢のまま、俺は意識を失った。
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　　Epilogue『負けず嫌ぎらい』




　　　　１




　目が覚めた時、俺は、病院の一室で横たわっていた。




　──白い。

　まぶしい光。真っ白な部屋。床ゆか。壁かべ。天てん井じよう。

　ひらひらと風に舞まうカーテンは白地に緑で植物模様が描えがかれていて、その向こうには半開きの窓がわずかに見えた。

「…………」

「凪なぎ、傷が痛みますか」

「そっちは麻ま酔すいが効いてるから問題ねぇよ。むしろ顔のが痛い」

　動かない右みぎ腕うでは、緊きん急きゆうの縫ほう合ごう手術を受けてギプス嵌はめられて包帯ぐるぐるな有様だ。

「────」

　かろうじて動く左腕で、俺は自分の頬に触ふれてみた。

　赤く腫はれた両の頬。

「……俺、シィに怒おこられたの初めてだ」

「私も、ミカエルさんがあそこまで激げつ昂こうしたのを初めて見ました」

　ベッドに横たわる俺。

　そのベッドの縁ふちに腰こしかけているのはエプロン姿のイリスだ。

　……そうだな。

　……怒られるのも当然か。

　手術が終わって一ひと眠ねむりした後。見み舞まいと称しようしてやってきたユメルダ先生とクラスメイトの前で、俺はあの古コ代ロ競シ技ア場ムで起こったことを正直に話した。

　その結果が、この赤く腫れた両頬というわけだ。

「心配かけちまったか」

「心配どころか、私がもう少し遅おそかったらどうなっていたかもわかりません」

　そう答えるイリスの口調には、いつにない憤いきどおりがにじみ出ていた。

「…………」

「どうしましたか？」

「……いや、お前にも怒られるかなって覚かく悟ごしてた」

「凪が命知らずな行動に出たことは、もうユメルダ先生やシィやミカエルさんが怒ってくれたでしょう？」

　じっと俺を見下ろす家メ政イ婦ドロボ。

　あまりに無む垢くなその双そう眸ぼうに心の奥まで透すかされているような、そんな気がした。

「剣けん帝ていヘケト・マグナにたった一人で戦いを挑いどむだなんて」

「わかってる。反省してる。俺だって無む駄だに痛ぇ思いなんてしたくねぇよ」

　黒の双そう剣けんを携えた最強の機き神しん。

　結局、俺とチビ聖女が二人連続で戦っても一いち撃げきどころかロングコートに擦すり傷すらつけられなかった。まさに伝説の人型機械体アンドロイドとしか言いようがない。

「だけど……」

　ためらいがちに目をふせるイリス。

「凪があの行動を取っていなければ、ヨミは助からなかったかもしれません。サラちゃんだって今以上に重傷を負っていたと思われます」

　チビ聖女も俺と同じくらいに縫合手術を終えたらしい。

　違ちがうのは、いま面めん倒どうを見ているのは病院の看護師とかじゃなくエルマリア神教界の付き人だってことくらいか。幸か不幸かそっちは命に別状はないらしい。

　危険なのは……

「ヨミ先せん輩ぱいは、まだ予断を許さないんだろ」

「状じよう況きようは決して良くありません」

　チビ聖女が出血対策で傷口を凍とう結けつさせ、イリスが全速力で医者の下もとまで運んだ。それでもなお、ヨミ先輩の受けた傷はあまりに大きすぎたんだ。

「緊きん急きゆう治ち療りよう室で院長がつきっきりらしいです」

「そりゃすげえ待たい遇ぐうだな。ありがたいことだけどよ……その、なんつぅか」

「凪のいいたいことわかります。都市の住民はシェルターに避ひ難なんしたおかげで無事でした。幽ゆう幻げん種しゆと交戦した傭よう兵へいさんたちは魔ま笛てきの浄じよう化か中ですので、そちらはお医者さんの専門外。だから院長もほかの患かん者じやに気き兼がねなくヨミに集中できるとのことでした」

「……そうか」

　もっとも重傷だったのが俺とチビ聖女と、ヨミ先輩。

　その三人ともが幽幻種でなく、人間の味方として造られたはずの軍用人型機械体アンドロイドによって傷ついた。これは、なんて皮肉だろうな。

「覇は権けん戦争の件で司令部は何か言ってたか？　本当は今日が初日だろ。まあチビ聖女が重傷だから再開っつっても時間かかるだろうけどな」

「覇権戦争は、帝てい国こく司令部から無期限延期の放送がありました。ただ、そのせいでエデン・プロジェクトの発表の機会も失ったことになります」

「……そうだな」

　これからどうするのか。いや、どうなるのか。

　俺個人的な立場からすれば覇権戦争が延期になるのはありがたい。だけどチビ聖女、それにヨミ先輩もまた大事な場を失ったことになる。

　────まさか剣帝は。

　────奴やつが潰つぶしたかった真の標的は覇権戦争じゃなく、エデン・プロジェクト？

「…………」

「……凪？」

「悔くやしいよな……やっぱり」

　動かない右腕に力をこめる。どんなに力をこめたって麻酔の効いた腕は動かない。ただ、わずかに響ひびくような痛みだけが伝わってきた。

「目の前でよ……チビ聖女が倒たおれて…………ヨミ先輩が血だらけで……なのに、俺は何にもできなかった」

　剣帝が古コ代ロ競シ技ア場ムを立ち去ったのはイリス、続いてツァリが乱入したからだ。

　俺がやったからじゃない。

　俺を恐おそれて退散したわけじゃない。

「……そんなことない、って私が言っちゃダメですか」

「ダメじゃねぇよ。ただ、このままでいいんだ。別に根暗になる気も落ちこむ気もねぇけどよ、今はまだ、もうちぃっとばかり悔しさのままでいい」

「……え？」

「きっと、力不足を見せつけられるくらいで丁度いいんだと思う」

　そうだよ。

　俺がイリスと初めて会った時もそう決意した。幽幻種を自動感知するイリスを俺が守るんだって誓ちかったから機械工学科だって諦あきらめたんだ。

　そのはずが──

　帝国の重火器は強力だとか、傷エだリらスけ・のエ世ル界マに頼たよっとけばいいとか、イリスが不完全神性機関になったこととか。そうした全すべてのことで、いつしか心に油断みたいなものが生まれてた。

　……剣帝。

　……そいつをズタズタに引き裂さいたのは、てめぇなんだよ。

　だからこそ進める。

　今のままじゃダメなんだって気持ちで前に進められる。




〝たとえばほら、明らかに勝負が決まってるけど中々ギブアップしない負けず嫌いな困ったちゃんているじゃない〟

〝そういう時は圧あつ倒とうしてる側が負け宣言ギブアツプして決けつ闘とうを終わらせちゃっても構わないのよ。終始圧倒し、鮮あざやかに敗北宣言して競技場を去る敗者。グダグダ引き延ばして負けを認めなかった勝者。──ね、どっちが恥はずかしいかわかるでしょ？〟




「……覇権戦争とは違う」

　覚悟しろよ勝者ヘケト・マグナ。

　これは覇権戦争のルールじゃない、敗オ者レの負け宣言ギブアツプまで終わらないんだ。

　──イリスを幽幻種から守るために。

　──ヨミ先輩とチビ聖女にしたことを、土下座して謝らせるために。

　負けっぱなしじゃ終われない。

「だから、今は悔しいままで良いんだよ」

「？　よくわかりませんが、凪が落ちこんでないのなら私も嬉うれしいです」

「おう。俺はいつでも前向きだぜ」

　そうして。

　しばらく、俺とイリスは二人そろって窓の向こうを眺ながめていた。

　……カーテンがひらひら揺ゆれてる。

　静かだ。こんな入院なんて状況じゃなかったら、こんな静かに二人で時間を過ごすのなんて久しぶりな気がする。

「こういうのも悪くないかもな」

「……はい」

　しずしずとイリスが頷うなずいた。その直後だった。

「やほー、凪にぃ。お見舞いにきたよー」

　バタンッ、と扉とびらが開いたそこには黒くろ髪かみの幼女の姿が。

「ユト…………あ、いやツァリ？」

「？　ユトはユトだよ？」

　にっこり笑え顔がおで両手を上げる幼女。

　そして一言。

「凪にぃギプス巻いてたらお風ふ呂ろ大変でしょ。ユトが背中流してあげるーっ！」

「てめぇはさっさと出ていきやがれ────────────っっ！」

　かくして、完全激げき怒どモードとなったイリスに後を任せ、俺は一人で部屋から抜ぬけだしたのだった。戻もどった時、やっぱり部屋が跡あと形かたもなく破は壊かいされてましたけどね。ええ。

　ああもう、くそ。

　こんなケガなんか早く治して一日も早く退院してやるんだからな！








　　あとがき




　……冬の自転車通勤がそろそろ辛つらくなってきました（兼けん業ぎよう）。




　というわけで、『イリス』３巻を手にとってくださってありがとうございます。

　作中ではまだ夏の季節です。実際の執しつ筆ぴつ期間が九月でしたので、まだまだ夏の名残なごりを感じつつ、作中の凪なぎと一いつ緒しよに暑さにバテておりました。

　さて、今回から帝てい都と編。

　今まで物語の裏側で起きていたことが、少しずつ目に見えるかたちで浮ふ上じようしはじめた感じです。今後の激動にこうご期待。とはいえお話自体は重くなりすぎもせず、あくまで『イリス』は凪とダ家メ政イ婦ド含ふくむヒロインズのラブコメとして位置づけているので、最後まで楽しく読んでもらえるよう心がけていきたいです。

　あと、たぶん『イリス』本編の中では書かれないと思いますが、ヨミ＆ツァリ＆チビ聖女の三人による女子会も、凪＆ダ家メ政イ婦ドに負けない酷ひどさです。あの三人は自分の得意分野は最強だけど、誰だれ一人ひとりとしてまともな日常感覚の持ち主がいないので……。

　あの三人の仲良しコメディ話もどこかで書きたいなあ。チャンスはあるのだろうか。

　……とまあ、ここで関係各位に謝辞を。

　軍事知識に定評のある担当Ｈ様、今回のお話でどれだけ心強かったことか！

　とにかくハイレベルでコンスタントにイラストを飾かざってくださるカスカベアキラ先生、今回もありがとうございました！

　コミカライズで『イリス』を支えてくださる滝たき太た郎ろう先生、毎月楽しみにしています！

　そして、お知らせを。

　拙せつ著ちよ『氷結鏡界のエデン』と『不完全神性機関イリス』のコミカライズですが、その単行本がいよいよ刊行です。詳くわしい日程＆購こう入にゆう特典は、本巻の帯やお知らせページ、細音のブログなどで。なんだか特典がありそうですよ？

　次回予定。

　２０１３年６月くらいに４巻目を出せるよう作業中です。

　たぶん、『イリス』本編は残り２冊です。最後までお付き合い頂ければ幸いです。




　２０１２年　10月


細さざ音ね　啓けい
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